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第一章　埋没していた非日常



「珍しいな、貴様が惰眠を貪むさぼるとは」

「んぁ？」

　午後の授業をサボり屋上で昼寝をしていたら、高圧的な声に起こされた。何事かと目を開けるが、広がっているのは一面の暗くら闇やみ。一瞬戸惑うも、日ひ除よけのために新聞を被かぶっていた事を思い出し、俺おれはそれをずらして視界を確保する。

　見えたのは、快晴の青空と白い雲。それから、スカートから伸びる白い二本の足と、青の奥の白いパンツだった。

「目は覚めたか？」

「あー……。藍あいさん」

　その人は女性らしい凹凸のハッキリした体を制服で覆い、季節に似合う緩やかな風に黒の長髪を靡なびかせ、吊つり目がちながら端正な顔で、屈かがむ事無く俺の顔を覗のぞき込こんでいた。

「何だ、まだ寝ね惚ぼけているのか？」

「んー、藍あいさんって何色が好き？」

「は？」

　俺おれの唐突な問いに、彼女は眉まゆ根ねを寄せるが、俺は構わず続ける。

「藍さんって暗色系ってイメージあったからさ。コレはちょっと意外だったわ」

「何の話だ？」

「白いパンツが見えてます」

「死ねぇっ」

「ぶぐぅおっ！」

　彼女――皇楼院おうろういん藍あいという名の同級生――の靴の裏が俺の顔へとめり込む音が、晴れ渡る空に響き渡った。



　俺の名前は天音櫛あまねぐし秋良あきら。ここ緑杉ろくすぎ町ちようにある柔宋じゆうそう高等学校に通う生徒だ。現在の学年は二年だが、誕生日が二月三日のため、未いまだに歳としは十六歳である。

　外見的特徴といえば、目付きが悪いのと、諸事情により髪が色を失なくしている――白髪であることか。

　そんな俺の自己紹介はさて置き、今現在は五月半ば。ゴールデンウィークが終わり、土日をまたいで行われた実力テストを終えた後の火曜日。俺は折れたのではないかと思えるほどの激痛を鼻に感じながら、藍あいさんと並んで屋上のフェンスに凭もたれていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あのさ藍さん。確かに即刻指摘しなかったのは悪かったさ。でもさ、だからって踏む事無いじゃんよ」

「黙れ。股こ間かんを潰つぶさなかっただけありがたく思え」

「それは本当にありがたいね。ていうか、他ほかの男にはやった事があるとか？」

「…………」

「何その沈黙。何その悟ったような笑顔。超怖いんですけど」

「人間でも、蛙かえるのような鳴き声を上げる時はあるものだ」

「それがどんな状況によるものかは聞きたくねぇな……」

　こんな感じに、彼女はこの高校では荒々しさで知られる不良である。とはいえ、実際に彼女が暴れた前歴なんてのは一度しかなく、その相手も、自由と身勝手を勘違いしている昨今の典型的不良の方々だ。暴れた理由に関しては、単純に一人になれる静かな場所がほしかったから、だそうだ。そんな危ない事件があれば普通の生徒は近づく事が無くなり、結果として、この屋上があるという事だ。

　なら俺おれは邪魔ではないのかと思うが、彼女いわく「騒がないなら好きにしろ」との事で、こうして俺も、数少ない屋上の利用者となっている。

「藍さんもサボり？」

「見ての通り、この時間帯に屋上に来る者など、私達たち以外にはいないだろう」

「そりゃそうか」

「仮にいたとしても、ご退場願うしな」

「冷れい笑しようしながら言わないで。怖いから」

　そんな大きな事件を起こしておきながら、彼女がこうして何の問題も無く学校生活を送れているのは、言うなれば教師陣の保身とでも言うのだろうか。

　彼女は俺以上に授業への参加意欲が低いくせに、テストでの成績は常に上位の五ご指しに入っている。そんな学業だけなら優秀である事と、彼女が病院送りにした連中が校内での汚点のような生徒達であった事から、厳重注意だけで済んだらしい。しかしその裏で、仲の良い教師から聞いた話では、折せつ角かくの優秀な生徒が問題を起こしたと話題になる事で、学校のイメージが下がる事を避けたかった、というのが本音なのだそうだ。

　なんて昔の事を考えていると、藍さんは『苦さ百倍！』と銘めい打うたれた緑色の紙パックにストローを差し込んでいた。

「ちょいと、何それ？」

「ん？　青汁だが？　何だ、そんなに見て。やらんぞ？」

「大丈夫、いらないし」

　即答した俺に「そうか」と言って視線を外し、藍さんは妙に色っぽい仕草でストローを咥くわえ、ごくごくと紙パックの中身を飲み干していく。

「人間の味覚って、不思議だよな」

「それは遠回しに私の味覚が異常だと言っているのか？」

「好き嫌いは人の自由って事」

　ストローを咥えたまま睨にらんでくる藍あいさんの追及から逃れるため、俺おれは先程まで日ひ除よけに使っていた新聞を広げ、読むでもなく眺める。

「何か面白い事でも載ってるか？」

「いつも通りの事しか載ってないなぁ」

　誰だれが事故死したとか、誰がスポーツで活躍したとか。当たり前過ぎて今更過ぎる話題ばかり。ある意味、それが新聞の正しい形なのだろうけど。だが。

「ん？」

「どうした、アキラ」

「いや、そういやこんな事も起こってたなぁ、って感じの記事が」

「どれだ？」

　ふと見付けたいつもとは異なる記事に、藍さんも興味を示したのか、ずいと身を寄せて新聞を覗のぞき込こんできた。その際に鼻び腔こうを掠かすめる女性特有の甘い香り。俺は速くなる動どう悸きと赤くなる顔をどうにか抑えながら、誤ご魔ま化かすように新聞の記事を再度見る。

「ふむ、『猟りよう奇き事件に新たな犠牲者』か」

「あ、あぁ、そうそれ。正直他ひ人と事ごとだけど、一応この町で起きてるんだよな、これ」

「確かに、知人が殺されたわけでも無し。だが、近場で起きているとなると気分は悪いな」

「あー。うん、そうだな」

「どうしたアキラ？　歯切れが悪いぞ」

　戸惑う俺を不審に思ったのか、藍さんはそのまま俺の顔へと視線を向けて――

「……、――――っ!!」

　漸ようやく距離が近過ぎる事に気が付いたのか、一瞬で顔を真っ赤にし、

「離れろ愚ぐ鈍どんがっ！」

「うべっ！」

　容赦無い平手打ちが俺の右みぎ頬ほおに叩たたき込こまれた。

「って、あぁ、違う！　すまんアキラ！　無事か!?」

「……いいけどね。うん」

　彼女にとっても咄とつ嗟さの行動だったのか、二歩ほど下がった場所で藍さんはわたわたと混乱していた。対して俺は、そんな藍さんの姿を見たからか、既に冷静になっていた。

「殴るつもりは無かったのだが、その、何だ」

「いや、もういいって、俺も頭冷えたし」

「だが――」

「いいよいいよ。最初に指摘しなかった俺おれも悪かったし」

　そこまで俺が言った事で藍あいさんも落ち着いてきたのか、若干申し訳無さそうな顔ではあるが、「解わかった」と呟つぶやいて改めてフェンスに凭もたれた。俺もそれに並ぶように背中をフェンスに預ける。ぎしり、と屋上という場所では中々に恐怖を感じさせる音がした。

「つーか、藍さんも戸惑ったりするんだな」

「それは、私とて人間だ。戸惑いも狼ろう狽ばいもするさ」

「そうだけどさぁ。今までそんな感じな事一回も無かったし」

「あってたまるか」

「そりゃそうだ」

「…………なぁ」

「ん？」

「痛くは、ないか？　その、頬ほお、は」

「――っくく」

　そっぽを向いて呟いた藍さんに、俺は堪え切れずに笑ってしまった。

「な、何が可お笑かしい！　私は心配して――」

「最初に俺の顔面踏みつけたってのに、今更そんな事気にするってどうなのさ」

「あ、あれはお前が悪いんだろう！」

「でも暴力には変わんねぇじゃん」

「それは――あぁ、もういい！」

　藍さんは憤ふん懣まんやるかたないといった様子で荒々しく屋上の扉へと歩いていく。若干からかい過ぎたようだ。

「んじゃ、パンツサービスあんがとさん」

「ふざけるなぁっ！」

「うわっ」

　ぱこんっ、と軽い音を立てて、紙パックが俺の額に投げ付けられる。驚いて紙パックを掴つかんだのと同時に、ばたんっ、と彼女の怒りを表すように大きな音を立てて扉が閉められていた。

「って事は、コレ捨てるのは俺ですか」

　嘆息一つ。そのまま俺は再び新聞を脇わきに抱え、鞄かばんを拾い、先の同級生に倣うようにして、屋上を後にした。



　俺が所属している二年Ｂ組の教室へと向かう道中、奇き異いの視線が多々向けられるが、それも仕方のない事。誰だれだって、学校内に白髪の生徒がいれば視線を向けるというものだ。俺おれ自身もそれを理解しているし、一年以上も続けば諦あきらめも付くというものである。

　それはさて置き、俺が何の気も無く教室のドアを開けると、最終授業である六時限を終え、ホームルーム前の休み時間を楽しむ同級生達たちから向けられる視線の数々。まぁ、今までいなかった奴やつが今更教室に来ればこうなるだろう。それに、ここでも廊下で受けたように奇き異いの視線で見られるかと言えば――そういうわけでもない。

「よぉ、天音櫛あまねぐし。まーたサボりか？」

「まぁな。悠錐ゆうきり先生はまだ来てないか？」

「いや、五時限が現文の時点でお前のサボりはバレバレだから」

「あー、そういやそうだっけ。忘れてた」

「お前も懲こりないねー。あの人なら尚なお更さらお前に食って掛かるっつーのに」

「過保護なだけだよ、単純に」

　級友のからかいの言葉をかわしつつ、窓際から二列目、後ろから二番目という微び妙みような位置にある自分の席に着く。ふと左側の二つ前の席、藍あいさんの席を見るが、当然のように彼女の姿は見当たらない。どうやら今日もホームルームまでサボるようだ。

「はーい、ホームルーム始めるから皆さん席に着いて下さいねー」

　そんな事を思った直後、黒板側の扉から、タイトスーツを着た赤に似た茶髪の女性が名簿やプリントを抱えて入ってきた。突然の声に一瞬教室が静まり返るが、それが担任である事が解わかると、生徒達は若干のざわつきを残しつつ自分の席へ着いていく。

「えーと、いない人は……、あぁ、皇楼院おうろういんさんはまたいない、と。もう――」

　ふと、俺と担任の教師の目が合う。瞬間、歳としに比べて幼く、柔にゆう和わそうな顔がジトリ、と俺に向けられた。

「天音櫛君。今までどこにいたのかしら？」

「屋上ですけど」

　しれっと答える俺が気に喰くわなかったのか、眉まゆ根ねを寄せてより不ふ機き嫌げんそうな、何度見ても似合わない表情で俺を見るが、今からホームルームを始める事を思い出してか、咳せき払ばらい一つで視線を外し、教室全体に声を張り上げた。

「それじゃあ、これからホームルームを始めます。今日は連絡事項が多いので、忘れないように気を付けるように」

　彼女の名は悠錐ゆうきり在歌あるか。担当は現代文で、ここ二年Ｂ組の担任でもある。

　前向きで真面目まじめな性格である事と、教師にしては若い事、万人から見ても美人である事から生徒間での人気は高く、生徒によっては交際さえも申し込む輩やからがいるとか（全滅してるらしいけど）。

　だが、俺個人としては、彼女にはそれ以外の見方があるのだが、今はいいだろう。

　それもさて置き。悠錐先生は先程から校内における連絡事項（殆ほとんどが自分と関係無ければ聞く価値の無い事）を述べている。

「はい、ここまでの連絡事項で何か質問はありますか？　えぇと、無いですね？　それじゃあ最後の連絡事項だけど、コレは全員に関係があるので、しっかりと聞いて下さいね」

　だが、そんな前置きで話された事は、流石さすがに俺おれもスルーできない内容だった。



　最後の連絡事項の内容を簡単に言うなら、部活動の短縮と集団下校を促すもの。しかし、生あい憎にくながら俺には下校を共にする友人などいる筈はずも無く、若干の戸惑いを残してホームルームが終わった教室を一人で出て行こうとして、呼び止められた。

「秋良あきら君、ちょっといいかしら？」

「先生。ここ教室です。学校内です。仕事と私事をごっちゃにしないで下さい」

「何でそう秋良君は言動が冷たいのかしらね？」

　呼び止めたのは悠錐ゆうきり先生であったが、俺の反応に呆あきれ混じりの溜ため息いきを吐ついている。ちなみに、クラスメイトの皆様は「あぁ、またか」といった雰囲気で数秒生暖かい視線を向けてきた後で、安全な下校をするべく集団を自発的に作っていた。

「第一、授業をサボるような人にそういう細かい事を言われたくはありません」

「俺がサボんなくても同じ事を言いそうですけどね」

「秋良君は私を何だと思ってるのかしら？」

「一生徒としては真面目まじめな教師と思っておりますが」

「不真面目な生徒にそのように思われて光栄だけど、できれば君にも真面目になってほしいものね」

　そこまで言ってから、悠錐先生はタイトスーツのせいで余計に強調されている女性らしい身体からだを無防備に近付けてくる。何だろうか、藍あいさんといいこの人といい、今日は女じよ難なんの相でもあるのだろうか。

「それはさて置き、今日は私の仕事が終わるまで待っていてほしいのだけど、いいかしら？」

「そんな簡単に個人的な話持ち出さないでくれねぇか、在歌さん」

　彼女が状況に合わせる気が無い事を悟った俺は、普段の口調を在歌あるかさんに返した。

「別にいいじゃない。もうホームルームも終わったし、今更口出しされる理由も無いわ」

「メリハリは付けろって事。俺が言えた義理じゃねぇけど、この事は在歌さんが言い出したんだろうが」

「何よ、今更正論ぶって」

「いい歳としして頬ほお膨らまして拗すねんじゃねぇよ。扱いに困るんですけど？」

「…………女性に歳の話は厳禁って教えなかったかしら？」

「あ、はい。ごめんなさい。俺が悪かったです。だからその無表情止やめて。怖いから」

　こんな感じで、既に校内でも理解されているのだが、俺おれと在歌あるかさんは生徒と教師という間柄である前に、互いに家が隣同士である事から幼おさな馴な染じみの間柄であったりする。

　当初は「学校では教師と生徒なんだから、差別はしないからね」と言ったくせに、今では教師ではなく幼馴染として接してくる始末。本当、わけが解わからん限りである。

「兎とに角かく、私の仕事が終わるまで学校の前で待っててね？」

「あー、別にいいけど、何で？」

「理由は後で言うから。それじゃ、私は仕事を終わらせてきます」

　それだけ言って、在歌さんは若干軽く見える足取りで職員室へと向かっていった。

「何だかなぁ」

「よーう、相変わらず仲がいいなぁ、お前と在歌ちゃん」

「今じゃただの腐れ縁だっつーの。仲が悪いとは言わねぇけどな」

　今の会話を聞いていたらしい生徒のからかいを受け流しながら、在歌さんを待つために校門前へと向かうのだった。



　最近この町を騒がせている事件がある。

　俗称はケースＰ――『超能力事件』という。

　ちなみに、屋上で藍あいさんとのトラブルがあった時、話題になり損ねた事件だ。

　そんな事件だが、現時点で三件起こり、被害者は計九名。

　事の始まりとも言える一件目が起きたのは約二週間前。被害者は三人。死因は焼死だった。

　次に一週間ほどの間を空けて、二件目が起きる。被害者は二名。死因は墜落死。

　そして昨日、警察の捜査を嘲あざ笑わらうように三件目が起きた。被害者は最多の四名。死因は失血死。

　死因だけを見ればこれらの事件には何の関連も無さそうではあるが、しかしこれらが同一視されているのにもわけがある。それはこの事件の俗称から解ると思うが、この三つの事件、全すべて死因は解っても殺害方法が判明していないのだ。

　一件目は火の気が無い場所での焼死。二件目はありえない場所からの墜落死。三件目はありえない方法での傷害による失血死。と、今は詳細を省くが、挙げてみるとそれこそ超能力によるものなのでは、と他ひ人と事ごと魂全開な方々が面白半分に噂うわさするのも仕方が無い事件になっている。



「お待たせっ」

「……………………はぁ、どうも」

「ちょっと。その反応は冷たいんじゃないかしら？」

「考え事してたんだよ。って、うわ、もう五時過ぎてるし」

　校門前で待つ俺おれに肩を軽く弾ませながらやってきた在歌あるかさんを確認してから携帯電話で時間を確認すると、自分で感じていた以上に時間が経たっていて驚いた。しかし周りを見れば、日は傾かたむき、空は若干の赤さを見せている。

「ま、いいや。それじゃ帰ろうか」

「うん」

　別に急ぎの用があるわけでもないので、俺は気を取り直して在歌さんと帰路を進む。

「そういえば、さっきまで何を考えてたの？」

「んー、こうして俺が在歌さんと一緒に帰る必要性の生じた要因について」

「それだけ聞くとまるで私が我わが侭まま言ったみたいに聞こえるのだけど」

「半分くらいは当たりでしょ。俺は早くに帰ればいいんだし、在歌さんは他ほかの先生に送ってもらうなりできただろうし」

「む、何よー。折せつ角かくの授業でも顔を合わせられなかったから、こうして一緒に帰ってるんじゃない。それとも秋良あきら君は私と顔を合わせるのが嫌なのかしら？」

「そうは言ってないっつの。単純に在歌さんの大おお雑ざつ把ぱさに呆あきれてんの」

「もー、またそうやって人にばっかり正論を強いるんだから」

　ジト目を向けてくる在歌さんを適当にスルーしながら、俺は先程打ち切った事の続きを考えていた。つまりは、俺が在歌さんと一緒に帰っている理由、というよりは、集団下校を促された理由だ。

　別に理由そのものはいたって単純だ。言ってしまえば、学校側が『超能力事件ケースＰ』に生徒が巻き込まれないようにと指示を出しただけ。被害者が一件につき複数人である事を考えれば焼け石に水程度だとは思うが。

　なんて考えていると、突然左ひだり頬ほおを引っ張られた。見れば、似合わない不ふ機き嫌げんな顔をした在歌さん。

「ちょっと秋良君？　聞いてるのかしら？」

「正直聞いてなかった。何の話？」

「…………たまーに、君は私が嫌いなんじゃないかと思うわ」

「そんな事」

「じゃあ、話くらいはちゃんと聞いてちょうだい」

「あー、はいはい悪かった悪かった。俺が悪かったです。謝罪しますから何の話をしてたのかもう一度お願いします」

　そこまで言うと、在歌さんはようやく頬から指を離してくれた。だが、その顔は不機嫌なままである。これは俺の方がもう少し折れないと話してくれそうにない。

「さっきまで考えてたんだよ、『超能力事件』の事」

「え？」

　俺おれが先に口を開いたのが意外だったのか、在歌あるかさんは驚いた表情でこちらを向く。俺はそれに視線を合わせずに続ける。

「ああいう異常な事件って、犯人が何を考えて起こしてるのか、ってさ。俺が考えたところで意味は無いけど、こうして行動を制限されている以上、無視できる事でもないからさ」

「それは……、そうね。その通りだわ。そういう意味では私達たちも被害者のようなものなのかしら？」

「これで死因が集団自殺だったら迷惑だけどな」

「今も十分迷惑じゃない。それに、わざわざそんな気の滅め入いる話題を出さなくてもいいでしょう？」

「そりゃそうだ」

　俺や藍あいさんは他ほかの人に比べ、こういった話題に耐性があるから忘れていたが、普通は在歌さんみたいに話題そのものを忌き避ひするものだ。実際、今の在歌さんは機き嫌げんではなく気分が悪そうにしている。

「んじゃ、話題を変えるとして、さっき在歌さんが話してたのって、何なのさ？」

「んー、ちょっとさっきの発言の手前、言い難にくいんだけど、実は『超能力事件ケースＰ』の事でね」

「うん」

「学校から集団下校が促されてる間は一緒に帰ろうかなー、って」

「あー、そういう話」

　気まずそうな笑みを浮かべながら俺を見上げてくる在歌さんの提案に、俺は疑問を覚える。彼女ほど人気があれば、わざわざ俺を指名しなくとも一緒に帰ってくれる人はいくらでもいる気がするのだが。はて？

「だめ、かな？」

　上目遣いに不安げな顔を寄せてくる在歌さん。果たしてコレが無意識の行動なのか策略なのか。幼少の頃ころからの付き合いとはいえ未いまだに判断がつかず、俺は気恥ずかしさで頬ほおが紅潮しそうなのをどうにか抑えながら、絞り出すような声で何を言おうとしたのか自分でも判断ができない中――

　どさり、という重さを感じさせる落下音に正気を取り戻す。

「……え、何？　今の？」

　不安げに呟つぶやく在歌さんではあるが、俺はそれ以上に警戒心を剥むき出だしにしていた。というか、何な故ぜ今まで気が付かなかったのか。

　周囲に漂う、鉄錆のような臭いに。

「ね、猫とかが落ちたのかしら？」

「だといいけどね」

　努めて軽い口調で返しながら、俺おれは音の出所を探し、塀が続く道の中、小さな路地裏のような小道を見つけた。同時に、鉄てつ錆さびのような臭においもそこから漂ってきている事に気が付く。

「在歌あるかさんはちょっと待ってて。確認してくるから」

「あ、うん」

　不安そうに頷うなずいた在歌さんを置いて、俺は小道を進む。その間にも、俺の脳は警けい鐘しようを鳴らし続け、間違いであってくれという願望が溢あふれる。それが無駄になりそうな事を頭のどこかで理解しながら、人が二人横に並べば動けなくなるような狭いその道を、僅わずかな日の光を頼りに半ばほどまで歩く。そして、ゴミ入れ用の小さな箱の側そばに、予想が半分正解しているモノが落ちていた。

「…………あぁ、もう。最悪だよ。冗談じゃねぇ」

　そこにあった問題のモノは、ゴミ箱のすぐ側にガラクタのように打ち捨てられていた。どうやら、ゴミ箱の上に置かれていたのが落ちてきたらしい。先程の音はそのせいか。

「ねぇ、秋良あきらくん？　何かあった？」

「ちょ、待って！　戻って！」

　いきなり後ろから掛かった声に俺は焦った。というか、こんなモノを在歌さんに見せるわけには。と、そう思った時には、既に手遅れだった。

「え、何で？　一体何が――あ、え？」

「くっそ！」

　それを見てしまい、半ば呆ぼう然ぜんとしかけた在歌さんを抱き締める。その視界から一切の情報を奪うために。

「あ、秋良君、今の――」

「元の道に戻って。絶対に、これは見ないで。できるよね？」

「う、うん……」

　そっと腕から在歌さんを離す。彼女は戸惑いながら頷いて、それでも覚おぼ束つか無ない足取りで来た道を戻る姿を確認してから、俺は鬱うつ屈くつとした気分でもう一度それを見る。

「……悪趣味過ぎるだろ、これ」

　そこに撒まき散ちらされているのは、夥おびただしい量の乾いた血。その臭いが俺をここまで引き寄せた。そして俺が予想した半分通り、そこに転がっていたのは人一人分の死体。

　年の頃ころは、たぶん中学生か、高校生か。少なくとも十代後半ではないかと、体型から判断する。胸の膨らみから察するに、女性なのだろう。

　そして俺の予想が半分外れていたのは、その死因。寧むしろ、殺害方法とでも言うのか。

　この死体は、頭部と両りよう腕うで、両りよう足あしの肉と呼ばれる部分が全すべて消失していた。その部位に見られるのは、骨だけだったのだ。

「何をどうすりゃ、こんなえぐい事ができるんだよ……」

　俺おれとしては、ありきたりな死体があるのだと予想していたために、この形はまったくの想定外だった。何より、こんな悪質なモノ、いったい誰だれが予想できるというのか。

「……これも多分、『超能力事件ケースＰ』なんだろうな」

　そんな確信を呟つぶやきながら、俺は警察を呼ぶべく、携帯電話を取り出した。



　　　◆



　あの後、俺と在歌あるかさんは警察での事情聴取により、翌日水曜日の昼まで身動きできなかった。その結果、少なくとも俺達たちに容疑がかかる事は無く、以降は場合によってまた事情聴取をする可能性がある、という事らしい。

　だが、問題なのはそんな事ではなく、在歌さんの憔しよう悴すいだった。

　死体だけでも衝撃は強いだろうに、それがあんな異常な死体だったのだ。それこそ精神的なショックは大きく、口数が激減し、警察の事情聴取の殆ほとんどに俺が応対する事になった。当然、学校は休ませてもらった。

　そうして一夜が明け、午後一時を過ぎた頃ころ、俺達は漸ようやく自宅へと帰る事ができた。

　在歌さんは未いまだに不安が残っていたのか、一度自宅に戻って着替えた後、即座に俺の家に来て、糸が切れたように眠ってしまった。自宅で寝なかったところを見るに、一人になるのが怖かったのだろう。

　そんな彼女の姿に、俺は『超能力事件ケースＰ』に、それを起こした連中に、憤りを感じていた。

「……ったく、俺は平穏退屈に生きたいってのに」

　冷え切った口調でそう呟くと同時、ポケットに入れていた携帯電話からアメリカ出身で千葉ちば在住な黒い鼠ねずみのテーマソングが流れ始める。着メロである。

　ディスプレイを見て、その発信者に驚き、俺は慌てて通話ボタンを押した。

「もしもし？」

『よぅ』

　久方ぶりに聞こえたその声に、俺は若干緊張気味に応対する。

「どうしたんだよ、いきなり」

『仕事の依頼だ』

　その言葉に俺の思考は切り替わり、内容を在歌さんに聞かれぬよう廊下に出る。

「……仕事って」

『あぁ、お前んとこで起きてる……『超能力事件ケースＰ』、だったか？　あれ、終わらせろ』

「……『超能力事件ケースＰ』を？」

『あぁ。流石さすがに今回ので危険性を理解した連中から俺に依頼がきてな。それに、聞いた話じゃお前、もう関かかわってんだろ？』

「あぁ、まぁ、そうだけど……」

　高圧的に、逆らい難にくい雰囲気を放つ彼の声に、俺おれは肯うけがく事しかできない。

「解わかった、請けとく。……はぁ」

『溜ため息いき吐つくんじゃねぇよ。……それとも、他ほかの奴やつに任せるか？』

「いや、やる。あんまし気は乗らないけどな。――つっても、最低限のフォローは頼むぜ？」

『そこんとこは確約する。それから、細かな資料は後でそっちに送っとくから』

「解った。詳細はこっちで見とくから。後は自力でどうにかするわ」

　彼の役割――俺への非合法な仕事の斡あつ旋せん者しやからの通話が切れる。俺も通話を切って、大きく息を吐き出した。

「終わらせろ、か」

　それは、『超能力事件ケースＰ』の実行犯及びそれを促した何かの殲せん滅めつを意味している。

　殲滅とは、何も殺す事ではない。捕縛なり何なり方法はある。が、非合法で暴力的な仕事である事に変わりはない。

「……何か、相変わらずだなぁ」

　携帯電話をポケットにしまい、先程までの会話を反はん芻すうする。

　俺よりも年上だからか、それとも別の要因でなのか、彼はいつも達観したような口調をしている。そこを含め、ミステリアスな存在ではある。



　俺の命は、そんな彼によって一度救われていた。



　彼は俺にとって非合法な仕事の斡旋者であり、――命の恩人なのだ。

　こうして俺が彼からの仕事を請けているのは、言ってしまえば恩返しだ。彼に拾われた命なのだから、彼の役に立ちたい。――そう訴えた結果、彼は困ったような笑みを浮かべながら俺に言ったのだ。

『んじゃ、俺が仕事頼むから、それをやってくれ』

　それが非合法な仕事なのは、何な故ぜか言われた時に解った。それに対し何の嫌悪感も持たない自分が、少し可お笑かしかった。

　事実、俺はそういった仕事をこなせるようになっていたし、彼もそれを理解していた。

「……ん、ぅ？」

「あれ、在歌あるかさん。起きた？」

　居間に戻るとパジャマ姿の在歌さんが、子供っぽく目を擦こすりながら上体を起こしていた。第二ボタンまで外れた胸元が色っぽいが、今はそれに気を取られている状況じゃない。

「……うん、ごめんなさいね、秋良あきら君。少し眠っちゃったみたい」

「いいよ別に」

　悲しげに謝る顔は、何度見ても彼女に似合いはしない。

　この人は、当たり前の日常の中で、当たり前に笑っている方が、ずっといい。

「――そのためにも、やんねーとな」

　俺おれは平穏退屈な日常がいい。だが、俺はもう『非日常』を知ってしまっている。そして、もう退ひけない場所にいる。ならば、当たり前の日常のために、自分で動くしかない。

　それに、機会としては丁度いい。仕事としても私事としても、『超能力事件ケースＰ』を潰つぶすきっかけにはなったのだ。

「在歌あるかさんはさ、明日学校に行くの？」

　それを彼女に知られるわけにはいかないので、俺は何でも無い風を装って話題を振る。

「そう、ね。行かなくちゃいけないわ。秋良あきら君も、サボったりしたら駄目だからね？」

「あぁ、まぁ、学校には行くよ」

　日常的な会話に少し安あん堵どしたのか、在歌さんが少し笑った。

　この人はこれでいいんだ。日常の中で生きていればいい。

　もし、この人を日常から引ひき剥はがす輩やからがいたら――俺は絶対に、そいつを許さない。



　暗くら闇やみの中に堕おちるのは、俺だけで十分なんだから。



    

  
    
      



    

  
    
      


第二章　取り扱い危険物との遭遇



　混濁したビジョンが形を成して、見覚えのある景色を象かたどる。

　ノイズ混じりのそのビジョンに、俺おれは、あぁ、と納得し、その内容を思い出す。

　これは俺の両親が死んだ後の事。

　先に逝いった母を追うように衰弱死した父の葬儀を終え、暗あん鬱うつな気分で家路についていた時の事。

　その日は、バケツをひっくり返したような土砂降りで、轟ごう音おんにも似た雨音以外の全すべての音が聞こえない。そんな状況だったのを思い出す。無論、今俺の目に映るビジョンも、その日を寸分の違たがい無く再現している。周囲で明めい滅めつするノイズなど、微み塵じんの狂いも生み出すほどに溢あふれてはいない。

　これはその時の暗鬱な気分を再生しているだけではない。確実に、この後に起こった事を再現しようとしている。

　その証拠に、今現在の俺でも忌いみ嫌きらう場所へと、ビジョンの中の俺は歩いていく。

　降りしきる雨。豪雨により殆ほとんどその意味を成さない街灯。伸びるアスファルト。

　そして、辿たどり着ついたのは十字路。

　信号機も横断歩道も無い。道路の左側に白線で『止まれ』と書かれたその道に、当時の俺は何一つとして考える事無く差し掛かり――



　同時に、俺は真正面から突っ込んできた大型トラックに轢ひかれ、その勢いのままに塀へと叩たたき付つけられ、トラックと塀のサンドイッチの具になった。



　トマトサンドの具のように、真っ赤な血と潰つぶれたり拉ひしやげたりした骨肉を晒さらす。痛みという表現では生なま温ぬるい衝撃が、全身から訴えられる。

　右目は視界を保ちながらも血を零こぼし、左目は潰れて何も映さない。

　右腕は拉げ、左腕は歪ゆがむ。

　右足はどんな傷が付いたのか解わからないほど血に塗れ、左足は数箇所から骨が覗のぞいていた。

　目に見えぬ体の内側は、何な故ぜか大まかに状態が解った。肋ろつ骨こつは折れて幾つかの内臓を傷付けて、残る臓器は潰された。

　どう考えても即死するしかないそんな重傷の中、俺は死ぬ事どころか、気絶すらもできず、自分の肉体が訴える絶望のような苦痛をただ突き付けられていた。

　俺おれをそんなゴミ同然にしたトラックはといえば、すぐさまバックし、血で赤く染まり、衝撃でへこんだバンパーをそのままに、何ど処こかへと走り去ってしまう。

　支えを失い道路に倒れた俺は、降り続く豪雨に任せるように、血を失い続けた。

　その時に何を考えていたのか、それはあまり覚えていない。

　ただ、どんな奇跡かはたまた不幸か、俺の頭部は比較的傷が浅かったため、意識が途切れそうになる度、全身を襲う痛みによって無理矢理に意識を保もつ事となっていた。その時間は、本当に地獄だった。

　しかし、この出来事の本番は、この後になる。

　死に掛けた俺に近付く人物が一人。

　がちん、がちんと、硬い足音と一緒に、俺の近くまで歩いてきた。

　その時の俺は、その人の足すら見えなかった。

　ただ、比較的無事な耳が、その人の言葉を拾い上げる。

「よぅ、生きてるか？」

　視界は既に真っ暗になっている。これは当時の俺が何も見えなかったからだろう。

　その人は、僅わずかに身じろぎする俺――人というよりは、肉につ塊かいと呼んだ方が似合いの俺に、まるで長年の付き合いがある友人のように気軽に、優しく話し掛けてきた。

「お前、このまま死んでいいのか？　よくないなら、どうにかするけど」

　明らかに瀕ひん死しである俺を見ても慌てる事無く、その人は優しさを込めた声で続ける。

「んー、返答できる状況じゃねぇっぽいし。勝手にやるから諦あきらめろ」

　ただ、最後の言葉だけが申し訳無なさそうに聞こえ、それが凄すごく印象に残っていた。



　　　◆



「――こら、天音櫛あまねぐし、起きなさい」

「んぇ……？」

　目の前の景色が先程のノイズ混じりのビジョンから一転。俺は机に突っ伏していた。

「…………あん？」

「寝ね惚ぼけているのか？　それとも、あんな事があったから疲れているのか？」

「あー、はい、いえ、大丈夫です」

　周りからクスクスと笑われながら、俺は今が授業中である事を思い出す。その後で、俺を起こした男性教師（二十代後半）が、若干心配そうな顔で俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「本当に大丈夫か？　事情は聞いているから、無理する事は無いぞ」

「あぁ、本当に大丈夫です。すいませんでした」

　教師らしく生徒俺の身を案じる教師に笑みを向けて授業の再開を促すと、彼はそれ以上の追及をせず、そのまま教壇へと戻っていく。その姿を少し目で追ってから、俺おれは窓へと視線を移し、晴れ渡っている空を見た。

　在歌あるかさんと自宅待機した次の日――木曜日。学校側からはまだ休んでも構わないとの連絡が来ていたが、俺はさしたる苦痛も無かったので、まだ疲弊感の残る在歌さんには休んでいるようにと言って、一人で学校に行こうとしたが、

「秋良あきら君が行くんだもの。年上の私が伏せってなんかいられないよ？」

　と言って、結局二人揃そろって学校へ行く事に。

　しかし、噂うわさは一日で蔓まん延えんしており、学校に着いた途端、互いに質問責めに遭う羽目に。

　そんな時間も授業が始まれば自然と収まるもので、現在四限目――昼休みの一時間前までは普通に勉学に勤いそしんでいたのだが――どうやら俺自身が気付かない内に疲弊していたのか、居眠りをしてしまっていた。

　別に授業中に眠った事に対して後ろめたい気持ちは無いし、教師側からもお咎とがめ無しと言われたので問題は無い。

　しかし、その間に見た夢。問題があるとしたら、寧むしろそっちの方だ。

　ノイズ混じりの血まみれの情景。

　無む惨ざんで悲ひ惨さんな過去の事故。あれは――俺の身に起こった、人生の転機とも言える、二年前の出来事。

　それを今になって何な故ぜ夢に見たのか。これまで悪夢として思い出した事は一度も無い。あれは俺の中では既に終わっている事だ。なのに、俺は夢に見た。勿もち論ろん、夢に見る法則なんて俺は知らないが、それがもし俺の自意識や無意識に関係しているとするのなら――

「天音櫛あまねぐし。お前、本当に大丈夫か？」

「ん、あれ？」

　掛けられた声に我に返ると、目の前に同じクラスの男子が立っていた。

「授業、もう終わってるぞ」

「…………あれま」

　言われて、教室の掛け時計を見ると、確かに、時刻は既に昼休みへと突入していた。



「昨日、一昨日おとといと、面倒だったようだな、アキラ」

「あぁ、やっぱ知ってるんだ」

　昼休みになっている事を教えられてから、俺は鞄かばんを引ひっ掴つかんで屋上に来ていた。

　この場所は基本的に藍あいさんと俺しか来ない。なので、事件について訊ききたい連中は全部が在歌さんのところに行っている事だろう。南無。

　さて置き、俺はいつも通り屋上のフェンスに凭もたれて座り込むと、彼女も長い黒髪を纏まとめつつ俺の隣へ座り込み、話を切り出してきた。

「新たな事件と聞いてな。少し調べてからお前の名前が出た時は驚いたものだ」

「言うほど驚いてないくせによく言うな……。んで、あの事件の事は何か解わかった？」

「ニュースで発覚したのは被害者の身元と死亡時刻程度だな。ネットでは『肉体ロスト』と名付けられて話題になっていたぞ」

「へえ……」

　その程度が当たり前だな、と思っていると、藍あいさんが声のトーンを落としながら「そういえば」と口を開いた。

「アキラ。お前、あの事件の際に悠錐ゆうきり教師と帰路を同じくしていたらしいな？」

「は？　……そりゃあね、一緒に同じ事件の第一発見者なんだから、そうなるけど」

「いや、事件云うん々ぬんはさて置き、お前は悠錐教師とよく帰路を同じくしたりするのか？」

「……話が見えてこないんだけど？」

「見えなくていい。答えろ」

　端正な眉まゆを顰ひそめて、珍しく刺とげ々とげしい物言いの藍さんに疑問を感じたが、より突っついて悪化させるのも嫌なので正直に答える事にする。

「そりゃ幼おさな馴な染じみだし、機会があればそういう事もあるけど」

「………………そうか」

　藍さんは、俺おれの答えにそれだけ返すと、スカートのポケットからまたしても『苦さ百倍！』と表記された青汁のパックを取り出してストローを挿した。ていうか、それどこで売ってるんだよ。そう思う内にも彼女は青汁を荒々しく飲み始める。

　それを横目で見ながら、俺はふと訊たずねてみた。

「なんだったら、今度一緒に帰る？」

「――げ、がっ！　っごほ、がっは！」

　俺としては先刻の問いから考え付いた事なのだが、どうやら的外れだったのか、彼女は女子としてかなりよろしくない咽むせ方をした。

「いやちょっと落ち着いて。深呼吸深呼吸」

　俺は慌てて咽せ続ける藍さんの背中をさすってあげる。暫しばらくそうしていると、落ち着いてきたのか、彼女は涙目になりながら、はぁはぁと喘あえいで呼吸を整えた。

「すまん、っげほ、もう大丈夫だ」

「はいはい。つーかそんなに嫌だったのかね？　俺と下校すんの」

「……………………………………………………貴様」

　若干俯うつむき、綺き麗れいな髪の隙すき間まから恨みがましく俺を見る藍さんの顔は、よほど苦しかったのか真っ赤になっている。

「んん、何？」

「――何でも無いっ！」

　俺おれに聞こえないほどの小声の内容が解わからず訊たずねれば、彼女はいきなり大声を上げ、その勢いのままに再びストローを咥くわえ、一息にパックの中身を飲み干す。ベコボコッとその吸引力に耐え切れなかったパックが歪いびつに凹へこんだ。

　それで落ち着いたのか、藍あいさんは歪に凹んだパックを綺き麗れいに畳む。そのまま立ち上がって、長い黒髪を揺らしながら扉へと歩いていってしまう。

「お帰りかね？」

「――あぁ、帰る。お前はどうも一人になりたがっているからな。私はここらで帰らせてもらう。……私も少し、頭を冷やしたいしな」

　まるで俺の事などお見通しとでも言うような台詞せりふを残し、彼女は屋上から出て行った。

「……何とも、鋭い事で」

　何せ彼女の言葉も、あながち間違いではなかったのだから。

「んじゃま、読むとしますかね」

　そう一人で呟つぶやきながら鞄かばんを漁あさり、昨日の夕刻に届いた茶封筒を取り出した。

　昨日、在歌あるかさんが寝ている間に、計ったようなタイミングで俺の元へと届いたこの封筒。宛あて名なはあれども差出人の名が書かれていないこれは、既に知った物だった。

　即ち、斡あつ旋せん者しやから請け負った仕事の資料だ。

「…………ったく、本当に見返すだけでも嫌になるな、この事件」

　中に入れられていた資料を一通り読む。その大部分は既にニュースや新聞などで取り上げられていたものだったが、中には目新しい情報も入っていた。

　これまでの犯行は時間帯に統一性も無く、また、奇き怪かいな殺害方法以外の共通点も無いために、全すべての事件の犯人は別である可能性が高い。

　その事とは別に、事件当日には、現場周辺に奇妙な集団を見たとの目撃情報が入っている。その者達たちが何者なのかは不明だが、もし事件に関与しているとすれば、この事件は総じて組織的な犯行の可能性も出てくる。

　なお、今回の一連の事件は、『超能力事件ケースＰ』と呼ばれる通り、奇怪な方法で殺人が行われている。しかし、この呼称はネット上での俗称であるため、実際に超能力による犯行か否いなかは判然としていない。

　そこまで書かれた後で、注意書きのように赤文字で書かれた文章が続いていた。

　しかし、全ての事件は本物の超能力による犯行の可能性が濃厚である――と。

「本物の超能力、か」

　確かめるように口に出す。俺個人としては予想できた事実ではあるが、世間的には鼻で笑われるような内容だろう。普通なら超能力など、手品の類たぐいとしか思われないのだから。

　しかし、俺は知っている。知ってしまっている。

　この世界に蔓延はびこる異い能のうや異い形ぎよう。過去の文献に遺のこされた数多あまたの術が、現存する事実を。

「しっかし、こんだけの情報があって一件も犯人が解わかってないってのはどうなの？」

　それこそ、全すべての事件の犯人が別人だというのだから、一人ぐらいは情報があってもいいと思うのだが。しかし、そう書かれている以上、俺おれはその資料を元に動くしかない。

「ん……？」

　そうして資料を眺めていると、補足のように書かれている事柄があった。

「……ダストアウト？」

　それは初めて知る情報だった。俺は若干の訝いぶかしさを覚えながらその文章を黙読する。

　――また、この事件に関係する可能性のあるものとして、最近緑杉ろくすぎ町ちよう内にて秘密裏に扱われている麻薬の存在がある。その麻薬、略称はＤＯと呼ばれる物は、正式名称を『ダストアウト』といい、効能に関しては、阿あ片へん・モルヒネ・コカイン・マリファナ等と同様に、酩めい酊てい、多た幸こう感かんを引き起こし、中毒性を発揮する事は予測されるが、それ以外に何かしらの効能をもつ可能性もある。

　事件との関連性としては、一件目の事件が起きた約一週間前からこの薬品が扱われ始めた事が挙げられる。詳細は不明――との事。

　この情報がどう関係してくるか解らなかったが――俺のやる事に変わりは無い。

「面倒でも、やるしかないしな」

　一度だけ、今読んだ内容を反はん芻すうし、記憶に刻み付ける。

　考えてみれば、俺がゼロから動くよりは遥はるかに貴重な情報が載っていたのだ。なら、今更情報の不足を嘆いても仕方ない。

　俺は背を預けていたフェンスから離れ、封筒を枕まくら代わりに屋上に寝転がる。

　取とり敢あえず、今日に限っては放課後まで寝ていよう。動くとしたら、夜がいい。

　今日の夜と、明日の金曜日から日曜日。その期間を目標に決め、俺は目を閉じる。

「……補導とかされたら、どうすっかなぁー」

　口には出しても深くは考えず、俺は睡魔に身を任せた。



　　　◆



　放課後は特に問題無く過ぎていった。在歌あるかさんとは約束通り一緒に帰り、いつものように平和的な会話をした。その顔にはまだ不安が残っていたけど、日常生活にまでは支障がないようだった。その後は家の前で別れ――

　そして、深夜。

　もうすぐ零時を回り、日が変わる時間帯に、俺は家を出て、商店街を歩いていた。

　当初は事件の影響から警察がパトロールしているかも……と警戒していたが、警察どころか人が一人も見当たらず、今では不気味に思いながらも、隠れる事もせず道の真ん中を進んでいる。この辺りは最初の事件、三人の焼死体が見つかった、俗称で『火葬ライブ』と呼ばれている（名称は資料に書いてあった）事件現場の近くだ。

　犯人は現場に戻ると聞くから来てはみたが、『火葬ライブ』が起こったのは既に二週間も前の事。今更何が見付かるのかと不安にもなってくる。何より、『超能力事件ケースＰ』を警戒してなのか人の姿が全く見えない事で聞き込みさえも出来やしない。防犯という意味では正しいだろうが、今は些さ細さいな情報さえも欲している俺おれには、あまり良い状況ではない。

「さて、どーすっかなぁ……、あ？」

　途方に暮れるように空を仰いだと同時、微かすかな臭においが俺の鼻に届く。その普通ならあまり馴な染じみの無い臭いに、俺は神経を尖とがらして、発生源を探す。

　その臭いは、何かが焦げる臭いだった。

「――こっちか？」

　何かが焦げたような臭い。そうと判じた瞬間、俺はその臭いの発生源へと疾走した。そして今までの事件現場とは別の路地裏に、誘われるようにして踏み入った。

「あぁもう、面倒くせぇ。当たりかよ」

　そこに、あってほしくなかった目的のものがあった。

「あぁ？　何だぁ、てめぇ」

　やや広めの路地裏。そこに立っていたのは、不健康的なカラーの頭髪が際立ったヤンキーさん。その足元には、明らかに人の形をした真っ黒なものが二つ、ぶすぶすという鈍い音と一緒に不快過ぎて泣き出したくなるような焦げた臭いを上げていた。

「あんた、もしかして『火葬ライブ』の人？」

「んー？　ぎゃはははっ、よく解わかってんじゃねぇか！　ってか、これ見たら一いち目もく瞭りよう然ぜんだよなー！　ぎゃははははは！」

　死体を見て、さして重要とも思わなかった事を訊たずねてみれば、返ってきたのは下げ種しゆな笑いと肯定。それで充分だ。

「で？　あんた、これどうやったんだよ？　火炎放射器とか？」

「ぎゃははははは！　火炎放射器とかマジ受けるんだけど！　いいぜー、見てぇなら見せてやるよ……。ただし――」

　ゆらり、と。そのヤンキーさんがポケットに突っ込んでいた両手を上げる。その手は真まっ直すぐにこちらへと向けられた。

「てめぇの体でなぁ！」

　その叫びと共に放たれたのは――

「って、はぁ!?」

　火種も無いのに燃え盛る炎だった。そんなどっからどう見ても神に選ばれた勇者には見えないヤンキーから迸ほとばしる炎。こんなシュールな画は、できれば第三者視点から見たかったが、残念ながら炎が向かう先が俺おれなのでできないっぽい。

「あっぶねぇなぁ！」

　横っ飛びで回避行動。俺の隣を赤い奔流が熱を伴い走っていく。

「あんた、何でこんなビックリ芸ができるんだよ！　せめてゴミ処理施設で働いて社会に貢献しとけよ！」

「おいおい！　こんな凄すげぇ力手に入れて、やる事がゴミ処理？　マジでねぇだろ！　折せつ角かくの力なんだからさぁ！」

　これは、まずい。完全に加か虐ぎやくと殺人に快を見みい出だしちまってる――と、そう判じた俺は、即座に体勢を立て直してヤンキーへと視線を投げる。

　ヤンキーは俺と視線を合わせた途端、可お笑かしそうに、下品な笑い声を上げた。

「ぎゃはっ、ぎゃっははは！　マジサイッコぉおぉおおー！」

　……本格的に駄目だ。完全にイッちゃってます。会話にならん。

「ぎゃっはぁっはははぁっ！　ＤＯ最高ぉぉおおお!!」

「……んん？」

　今、ヤンキーの笑い声に混じった言葉に、聞き逃せない単語が無かっただろうか？

「ぎゃっはははぁ！　最高だからぁ――、燃えちまえぇっ！」

　そんな一瞬の隙すきに、ヤンキーは再び腕を振るい、猛火を撒まき散ちらす。しかし、その炎を操っている本人があんな状態だからか、狙ねらいが安定せず、正直避よけるのにそこまで苦労はない。そのため若干の余裕が生じたので、俺は駄目もとで、確実にラリッちゃってるヤンキーに声を荒げて訊たずねてみた。

「ＤＯが、何だってぇ!?」

「最高だぁって！　言ってるんだよぉおおおお!!」

　ヤンキーは意外にも即答を――しかも核心を突く答えを、炎と共に返してきた。俺は炎を避けながら、その答えに舌打ちする。

　ＤＯとは――多分、ダストアウトとかいう麻薬で間違いないだろう。資料にあった通りだと、『超能力事件ケースＰ』に関連している可能性のある麻薬、だ。

　つまり、この事実が意味する事は――

「関連性があるどころか、まさに事件の中核そのものかよ……」

　そんな俺の辟へき易えきの言葉に、ヤンキーは愉たのしげに、しかし壊れたように笑っている。

「ぎゃっはー！　ホンット！　サイッコウ！　だ、ぜぇえああああ――!!」

「……最近の麻薬は随分とファンタスティックになったもんだな」

「だろー！　でもまぁ、お前はそれを買う前に俺に焼かれるんだけど――なっ！」

　叫びと同時に放たれる第二波。が、俺は避けない。

「――ったく、ま、今回はそれが解わかっただけでも充分か」

　呟つぶやきながら俺おれは、その奔流に対し、僅わずかに体をずらすだけ。無論炎は俺に当たる。ただし、体にではなく――右腕だけに。

「はぁ？　お前何して――って、はぁあ!?」

「まぁ、驚くよなぁ」

　そうして、確かに炎が俺の右腕を直撃した。普通ならば今も地面に転がっている二つの丸焦げ死体同様に炭化すること必至なのだったが――

　俺の右腕は、全くの無傷だった。どころか、服すら燃えていない。

「な、何で、お前、焼けて――」

「あーはいはい。そういうパンピー的な驚きよう愕がくリアクションは飽きてんの。さくっと終わらすから黙っててくれ」

　口を金魚みたく動かしながら呻うめくヤンキーを制しつつ、俺は何の傷も負っていない右腕をヤンキーに向ける。丁度、初めに俺が向けられたように。

「炎を出す――パイロキネシスの発現、か。むしろ麻薬としての中毒性は後付けって感じだな。で？　あんたそれ、誰だれから買ったんだ？」

「し――知らない！　知らないぞ俺は、あ、あぁあああああ！」

　ヤンキーは必死になって炎を出してくるが、それが俺を焼く事は無い。

「ち、畜生、燃えろ、燃えろよコノヤロウ！」

「じゃ、あんたは痺しびれろ」

　刹せつ那な、度重なる炎を縫うようにして――突き出した俺の右腕が僅かに発光すると、白い閃せん光こうが走り抜けた。

「ぎゃっ！」

　その閃光が直撃したヤンキーの悲鳴。ビクンッ、と仰のけ反ぞるように呻いてから、フラフラと覚おぼ束つかない足取りで後退しだした。

「く、くそ……っ」

　そのまま百八十度旋回して走り出し――っていやちょっと。

「待てこらぁ！　止まれってーの！」

「ひぃっ、く、来るな来るな来るな――――!!」

　さっきの俺の一撃がそれほど嫌だったのか、必死の形相でこっちを見ながら逃げるヤンキーさん。できれば彼からはもう少し話を聞き出したいので、俺も必死に追っ掛ける。

　路地裏を商店街とは反対方向に飛び出し、二人揃そろって住宅街を走る。……ってそうじゃん。俺って別に走る必要無いじゃん、と、思ったその時、そいつは交差点から現れた。



「偽者発見。私は覆面」

「ひ、ひィっ！」



    

  









    
      　まだ寒い時期は遠いというのに、小柄な全身を白のロングコートで隠したそいつの顔が一瞬見えた。そいつは混乱し切っているヤンキーの前に唐突に立たち塞ふさがり、奇妙な言葉と共に指先までコートの袖そでに覆われた両りよう腕うでを振るって――

　ヤンキーの両りよう足あしを、いとも簡単に膝ひざから切断した。

「ん、な!?」

「ぎゃぁあぁああああああああああ」

　ヤンキーの断だん末まつ魔ま。それを引き起こした張本人は踊るように一回転した後、両足という支えを失い、うつ伏せに倒れ込んだ男の前に静止。その両手を隠す袖から見えるのは――

「……鉈なた？」

　両腕、というか、袖から見えるのはかなり厚手の刃やいばをした鉈。右と左に一本ずつのそれが、そいつに合わせてゆらゆら揺れる。

　そして静かに、その動きが止まる。

「――初めまして、お兄さん」

「あ？」

　動きを止めると同時に、そいつは顔をフードに隠したまま、感情を感じさせない声で挨あい拶さつをしてきた。それに俺おれが戸惑った事を知ってか知らずか、そいつは話を続けてきた。

「ちょいとお訊たずねするですが、お兄さんはこいつのお仲間ですかね――って、さっきから五月蝿うるさいです」

「ぎゃあ！」

　足元で大量の血を切断面から噴出させて痛みに呻うめいていたヤンキーを足あし蹴げにしながら、そいつはこちらに訊ねてきた。その行動に制止をかけたかったが、そいつは、あまり不用意には動かせてくれない威い圧あつ感を放っていたため、俺は素直に答えるだけにした。

「仲間じゃない。が、今そいつを殺されるのは困る」

「それは困りましたね」

「は？」

　急激な事態の変化に戸惑っていると、追い討ちのような発言が追加される。

「実はあたし、この人を殺さなきゃいけないんですよ。今すぐに。ナウに。速攻に。ハリーと促される勢いで。あ、ハリーといっても魔法使いは無関係です」

「そっちの事情は知らんが、少なくとも人はそう簡単に殺していいもんじゃないぜ。何より、俺はそいつに訊ききたい事があるんだ。殺されるのは困る」

「んむ？　そうなんですかね？　何かお兄さんは躊躇ためらい無く人を殺せる気がしますが」

「……ざけんな。一緒にすんじゃねぇよ」

「んんー？　あたしの見立て違いですかね？　ま、構わんですけど」

　そう言って、そいつはゆらり、と身を動かし――

「じゃ、貴方あなたも殺します」

「は？　――ぉ、わぁ！」

　そいつの言葉を俺おれが理解するより早く――目の前には、そいつの左腕から伸びる鉈なたが水平に、俺の左から迫っていた。それを俺は上体を後ろに反らしてギリギリで避よけるが、無理な姿勢で回避したために、次への行動が一瞬遅れる。が、そいつは一撃目が外れる事が予定通りだったとでも言うように、その場で回転し――右手から伸びる鉈を、俺の首目掛け、遠心力のままに振り抜き――

　俺の首を、擦り抜けた。

「あぇ？」

「――くっそが！」

　呆ほうけた声を上げながら、勢いのまま俺の後ろによろけるそいつに、俺は体勢を直しながら首筋に手刀を叩たたき込こみ昏こん倒とうさせようと振り返るが、そこには誰だれもいない。

「――なんっ」

「斬ざん撃げき殺傷」

　聞こえた声は、真下から。

　見れば、足元にはしゃがんだそいつが、鉈を振り上げ――俺の体を十字に振り抜いた。

「…………」

「…………何ででしょうねー」

　冷や汗を掻かいた俺の目の前で、そいつは場違いなほど呑のん気きな声を上げ、首を傾げた。

「何でお兄さん、斬きれないんですかね？」

「あぁ、まぁ、それは――」

　俺を切れなかった事にショックを受けたのか、動きを止めたそいつの両肩を俺は掴つかむ。

「俺は――電気だからな」

　バシンッ！　と、深夜の町に紫し電でんの光が走り、そいつの体が、ビクンッと跳ねた。

「――の、ぉ、ぇええ、ぅ？」

　そのまま俺が手を離すと、ふらふらと、そいつは千鳥ちどり足あしでよろけ、そのまま倒れ――

「んで、も、諦あきらめ、ま、せん」

　――る事無く、俺の脇わきを跳ねるように抜け、

「あ、」

「目標抹消」

　油断の生んだ一瞬の間。それは、そいつにとって――道路に転がされていたヤンキーの首を刎はねるのには、十分だった。

　まるでボールのように、ヤンキーの首が跳ぶ。俺の目には、その光景がスローモーションのように見える。その顔は苦痛に満ち、その目は疑問に満ちている。

「何でこんな事に、どうしてこんな目に」

　その顔はそう叫ぶように、目を見開き、口を叫ぶように開け――

　どしゃり、と、自身の血ち溜だまりの中へと落ちた。

　切断面の首からは、噴水のように血が吹き出している。初めに切られた両りよう足あしからも、同じ様に血がどぷり、どぷり、と壊れた噴水のように。その姿は、まるで奇き怪かいなガラクタのようで、または壊れた人形のようだった。

　その側そばで、フードで顔を隠したそいつは、ふらふらとよろけ、どさり、と倒れ込んだ。

「あ」

　その音で、俺おれは正気を取り戻す。

「あぁ」

　人が死んだ事を実感し、怒りが湧わき上あがる。

「あぁ、あ」

　その怒りのままに、俺は両手を広げ――紫し電でんを纏まとう。

「お前ぇぇええええっ！」

　目の前の存在が――平然と人を殺したそいつが許せなくて、俺は全身から紫電を迸ほとばしらせ、そいつに迫る。余波で周囲の街灯や電線に嫌な音が響くが、そんなものは今の俺には意味を成さない。

　あのヤンキーに救いようがあるのかと訊きかれれば間違い無く否いなだろう。しかし、だからといって易やす々やすと殺す意味がどこにあるというのか。少なくとも、人を殺していい理由なんて、どこにも無い筈はずなのに。

　激情のままに纏った紫電。この威力を打ち込めば、確実に昏こん倒とうさせられる。どころか、最悪身体機能のいくつかは駄目になる可能性もある。

　それでも、死にはしない威力の雷撃を打ち込もうとして――

「……何の真ま似ねだ？」

「見ての通り、土下座ですが」

　確かに、見ての通り、言葉の通り、両手に持っていた鉈なたを地面に放って、そいつは俺に向かって土下座していた。その突拍子も無い行動に、沸ふつ騰とうしそうだった俺の思考が、少しずつ冷静さを取り戻していく。

「少なくとも、殺されはしないかなぁ、と。っつーかお兄さん何者ですか。あたしだってお兄さんみたいな雷様を相手になんかしたくないですよ」

「……………………」

　冷め始めた頭で俺は思案する。こいつのこの姿勢は、おそらく本気だ。本気で俺に勝てないと、だからこそ生かしてもらおうと考えているのだろう。だからといって、先程の所業を許す気にはなれない。

　そう考えていると、そいつは懺ざん悔げのように地面に額を付けたまま話し始めた。

「あたしは確かにこの人を殺す事を中断する気は無かったです。んでも、それってあたしの事情であって、お兄さんには何の関係も無い事。なのにあたしは身勝手にもあたしの事情を優先してこの人を殺しました。だから謝ります。すいません」

「人は殺すのに、自分は殺されたくはないってーのは、虫がいいんじゃねぇの？」

「お兄さんは、そういう考えじゃないんですか？」

「一緒にすんな――って言ったよな、俺おれ」

　俺の脳がのたうつように一つの記憶を再生する。あぁそうとも。俺は忘れていない。俺だってこいつにこんな事を言う権利が無い事くらい自覚できる。でも、それでも俺は――

「俺は、絶対にお前とは違う。何があっても人を殺すのに理由なんか探さないし、こじ付けもしない。身勝手な殺人なんて、絶対にしない」

「んじゃ、お兄さんがあたしを殺したら？」

「んなもん決まってんだろ」

　予想していた問いに、俺は迷わず答えた。

「絶対にお前等らみたいにはならねぇって誓って生き続けるさ。虫がいいとでも何とでも言えよ。――それでも」

　人の命に貴き賎せんは無い。そんな事は解わかってる。だが、有害かどうかは別問題だ。

「それでも俺は、絶対にお前みたいな身勝手な殺人はしない。お前を殺して不要な殺人が減るんなら、偽善者にでも何にでもなってやる」

「……難しーです」

「生きるのが難しいのは、当然だろ。……それで、お前の処遇だが――」

　俺は、土下座したまま返事をしたそいつの胸倉を掴つかみ上げ、無理矢理立ち上がらせた。

「う、ぐむ」

「前提として、俺はお前を許しはしねぇって事を理解しろ」

　項うな垂だれ、未いまだにフードで顔を隠しているそいつに、俺は怒気を隠さず言い聞かせる。

「その上で、脳内で三度復唱しろ。『無用な殺しは禁止』」

「ぅ、んん、苦しい、です」

「脳内で、復唱しろ」

　苦しそうに息を荒げても、俺は力を抜く事はせず、より強い語調で強制する。

「……無用な、殺しは、禁止、かける、三」

「…………まぁ、いい」

　脳内で、と言ったのに声に出し、しかも省略したが、それでも意味は捉とらえたと見て、俺は胸倉を掴んでいた手を離す。そいつは咳せき込こみながらペタンと地面に座り込んだ。

「――っはぁ、げへっ、げへっ」

「取とり敢あえず――今は、警察に突き出す事は勘弁してやる」

　未いまだに咳せき込こんでいるそいつに、俺おれは「今は」という言葉を強調して言い付ける。

「その上で、俺に従ってもらう。現状としては、『超能力事件ケースＰ』の早期解決が目的だ」

「げっへげほ……ふへぇ。えと、んん？　あんのぉ、お手伝いするのは構わねーんですけど、さっきのお約束の方は、……殺しちゃ駄目って方は、破ったらどうするですかね？」

　若干息苦しさを残しながらのその質問に、俺は答えず逆に訊きき返した。

「お前、まだ生きてたいか？　死にたくないか？」

「ほへ？　そりゃー、土下座してまで命いのち乞ごいしたんですから死にたくはねーのですよ」

「じゃあ、それだな」

　俺はできる限りの悪質な声を演じ、座り込んでいるそいつへと言葉を叩たたき付つける。

「お前がこの条件を守れなかったら、不要に人を殺したら、その時は俺がお前を殺す」

　俺の言葉に、そいつはフードの下で微び妙みように顔を震わせてから頷うなずいた。

「……りょーかい、です。んでもその前に一つ。ケースピーとは、最近この町で起きてる変な人死にの事ですよね？」

「？　まぁ、そうだが」

「………………………………」

　俺の肯定を聞いてから、そいつは黙り込んで頭を下げ続ける。しかしそれは永遠ではなく、暫しばらくしてから訊たずねてきた。

「…………その犯人達たちは、人殺しですよね？」

「……あぁ、そうだが」

　そいつの奇妙な質問に俺は少し疑問を抱くが、深く聞く事でもないと判じ、肯うけがいた。

「なら、うん」

　俺の曖あい昧まいな答えで満足だったのか、そいつは先程までの苦痛を感じさせない自然さで立ち上がり、フードを取った。

「……って、え？」

「改めまして初めまして」

　フードから出てきたのは、何とも人形のような、整い過ぎた顔だった。

「あたし、名前は全無うつなし壊世かいぜっていいます」

　癖のある短めの黒髪に飾られた顔は卵型。眠そうに垂れた双そう眸ぼうは、まるで奥の見みい出だせない漆黒の闇やみを思わせる。

「全すべて無き壊れた世界。それで全無壊世です」

　あまりに顔が整い過ぎているため、本当に人間なのかと疑いたくなるその美び貌ぼうに、俺は現状を忘れ、若干見み惚ほれてしまった。

「因ちなみに、あたしの兄さんが勘違いしたためにこんな名前ですが、あたし、女ですんで、そこんとこ含めてよろしくお願いします」

「ん、あ、あぁ」

　勘違いしないように――と釘くぎを刺されながらの言葉に、俺おれは見み惚とれていたことを誤ご魔ま化かしながら、それでも言葉を詰まらせながら頷うなずいた。

「いや、名前とか関係無く服装とか顔だけだと全く解わからんぞ」

「あー、兄さんにも言われました、それ。でも、あたしはこの服装気に入ってるので」

　全く体の線を見せない厚手のロングコート。更にフードで顔を覆ってりゃ、そりゃ解るわけ無いわ。

「えーと、全無うつなし、壊世かいぜ、さん？」

「壊世でオーケーです」

「んじゃ、壊世」

　指示されたので、そのまま呼ばせてもらう事に。

「言っておくが、俺はお前を信用してないし、殺人そのものも認めてない。お前が俺との約束を破れば、俺はお前を殺すが、それだってお前による被害の拡大を防ぐためだ」

「構わないですよ」

　俺の拒絶のような言葉に、壊世は何の嫌悪感も示さずに、静かに頷いた。

「あたしはほら、自分が異常だって知ってます。それに、まだ死にたくもないですから」

　ペコリ、と、そいつは頭を下げた。

「ここにいる間だけでも、あたしの手綱を握って下さい。お願いします」

　拒絶感を抱いている俺に対し、壊世は己おのが非を認め、任せると言ってきた。

　その態度に、少しだけ揺らぎそうになる。しかし、こいつが人を不要に殺した事実は変わらない。

　だから俺は、先程まで張り詰めていた威い圧あつ感を解いて、短く返すだけに留とどめた。

「なら、せめて自分でも改善する努力しろ」

「了解しました」

「んじゃ、この惨状を通報だけはしとくかな。携帯電話だとまずいだろうから……。公衆電話なんてあんのかね？」

「あの、ちょいといいですか？」

「あ？」

　似合わないほどに気まずそうな声を上げた壊世を何事かと見れば、彼女は無表情のままこう言った。

「そのですね、名前、教えてもらっていいですかね？」

「あぁ……、そっか」

　自分の迂う闊かつさを指摘された気分で、俺は恥ずかしさを誤魔化すよう、ぶっきらぼうに自分の名前を教えてやった。

「俺おれは天音櫛あまねぐし秋良あきら。好きなように呼ぶといいさ」

「あい。よろしくお願いしますね、アキちゃん」

「…………」

　この歳としでちゃん付けされた事に微び妙みような気分になりながら、俺はさっさと公衆電話を探す事にした。



　　　◆



　現場からそう離れていない場所にあった公衆電話を使って通報し、警察が来る前に家に戻ってみると、時刻は午前二時を過ぎていた。

　その間、壊世かいぜがどうしていたのかというと、驚いた事に、まるで俺の従者ように家まで大人しく付いてきていた。

「ほへー。中々にいい家ですね。一人暮らし？」

「まぁな。俺の両親、もう死んでるし」

「事も無げに言いますね。追及しない方がいい？」

「あぁ」

　玄関を開けて壊世を招く。正直、警戒心が無い訳ではないが、だからといって始終神経を張り詰めている訳にもいかないし、こいつを外に放ほうり出すなんてできないし。

「一応、事情を訊きかせてもらう。お前がこれまで何をしていたのか、これから何をするためにこの町に来たのか――ん？　お前ってこの町の人間じゃないよな？」

「えぇ、そですね。どこだったかは忘れちったですけど、別のとこから来たです」

「ＯＫ。んじゃ、手綱を握り易やすくするために是非とも正直に答えてもらうぜ。……眠いってんなら、一回寝てからでも構わんが」

「大丈夫ですよう。あたしって基本夜型なんで」

　言われてみれば、確かにこいつには昼よりも夜の方が似合っていると、そう思った。

「んじゃ、そっちの部屋でソファーに座ってろ。俺は飲み物でも持ってくる」

「あーい」

　居間へ行くよう指示を出してから、俺は台所へ行って茶菓子を用意する。冷蔵庫にあった飲み物はコーラと牛乳と緑茶。俺は少し悩んでからコーラを取り出し、中身をコップ二つに分け入れる。菓子に関しては、以前在歌あるかさんが持ってきてくれたクッキーがあったので、有難く封を開けさせてもらった。

「お前、炭酸飲める？」

「大丈夫ですよぅ」

　用意したものを大き目のお盆に載せて居間へと行くと、壊世かいぜはまるで緊張した様子も見せずにソファーに座っていた。

「随分と余裕だな」

「そういうアキちゃんも、信用しないとか言いつつこうしてお茶菓子用意してくれるんですから、お互い様だと思いますけど」

　俺おれの指摘に、もっともな事を返してきた壊世は、相変わらず感情を表情に表さない。というか、表情そのものをこいつは作らない。その上、言葉や所作は何の悪意も見せてこない。だからその内心を察するのは至難で警戒するのがやり難にくい事この上ない。

「んぐ、んぐ、んぐ」

　コートの袖そでに隠れたままの両手でコップを掴つかみ、まるで子供のようにコーラを飲んでいく壊世。何と言うか、無む垢くな子供というか、無知な人形というか。そんな感じだ。

「んじゃ早速、お前の事情っつーか、身の上の事、話してもらえる？」

「うーい」

　対面といめんに座った俺を見て、壊世はコップを手放し、やはりコートの袖に覆われたままの手でクッキーを摘つまんでから話し始めた。

「あまぃあじちゅはさぅじんいで――」

「まずクッキーを飲み込め」

　そんなザクザク口を動かしながらモゴモゴ話されたら何も聞き取れんわ。

「ん、んむっ……。うん。じゃ、改めて」

「おう」

「あたしは、実は殺人鬼なんです」

「…………？　いや、え？」

　唐突な告白は意味が掴めず、俺は疑問符を浮かべるしかなかった。そんな俺の様子を察したかのように、壊世は話を続ける。

「世間的に殺人鬼って沢たく山さんの人が呼ばれてますけど、あたしはその中でも本物なんですね」

「……んん？　いや……。んじゃ本物って、どう定義してんだよ？」

　本物以外の事も聞くと話は長くなりそうだったので、当面の疑問だけ口にすると、

「それは単純です」

　本当に、言葉通り単純に彼女は答えた。

「殺人鬼は、つーか本物の殺人鬼ってのは、文字通り人間じゃねーんです。本物の鬼で、人を殺す、鬼。だから、殺人鬼です」

「…………はぁ？」

　きっぱりと言い切られた言葉が理解できず、俺は思わず呆ほうけた声を上げてしまう。

「何だおい、いきなり言うに事欠いて『自分は鬼です』って。いきなり過ぎんだろ」

「んじゃ、アキちゃんは人間なんですか？」

「あー、いや、まぁ」

　それを言われると、言葉に窮するのだが、しかし、俺おれと壊世かいぜでは話が違う筈はずだ。

「確かに、俺は人間じゃねぇが、だっつっても、お前が鬼だっつー根拠にはならんだろ

？」

「ま、そですねぇ」

　俺の疑問に、壊世はあっさりと肯うけがいた後で続ける。

「アキちゃんが何でビリビリするかは今はいいですけど、あたしについて話すなら、まぁ『血』ってやつですね」

「血？」

「はい。あたしにこの事を教えてくれたのは、あたしの兄さんなんですけど、この兄さんって、別にあたしの血縁って訳じゃねーんですよね」

「……って事は、お前と同じ殺人鬼、てー事か？」

「あい、そういう事です」

　壊世はそこで一息つくようにコーラを飲んでから続ける。

「あたしが聞いた話だと、今の人間って、昔にいろんなモノと混ざった事があるそうです」

「いろんな――モノ？」

「はい。妖よう怪かいとか、魔獣とか、魔人とか、悪魔とか――鬼とか、です」

「悪魔とか、鬼、とか？」

　壊世の言葉の中で、その二つが俺の中に深く沈み込み、若干の戸惑いを起こす。

「はい。そんで、あたしみたいな殺人鬼ってのは――」

　既に俺の中で半ば以上予測できた答えを、壊世は静かに口に出した。

「つまり、過去に人間に混じった鬼の、先祖返りなんです」

「……先祖返り」

　別名、隔かく世せい遺伝。進化の過程で失われた形状を、子孫が突然発現させる事。

　つまりこいつは、何の虚きよ飾しよくでも誇張でもなく――

「本物の、殺人鬼って事なのか？」

「あい。細かく言うと、本物の鬼の性質を継ぐ者――らしいですけどねぇ」

　鬼の性質。つまりは――殺人の性質、と言う事になるのか、この場合。

「勿もち論ろん、今になって鬼ってのがどんなのかなんてあたしは知らねーですし、いたとしても、その鬼が殺人鬼に該当するかも謎なぞですから。本当にあたし達たちが先祖返りゆえの殺人鬼なのかは判別できねーですけど。んでも、その線が一番濃厚らしいですよ？　あたし達の存在理由みたいなのについてですけど」

「つまり、文字通りのナチュラルボーンキラーって事か」

「ですねぇ」

「つっても、見た目は人間だよな？」

「鬼の素養は内面に多いらしいです。第一、あたし達たちの先祖の殺人鬼が、角生やしてたかなんて確認しようがねーですし」

「そりゃまぁ、そうだが……」

　さて置き、鬼の素養が内面に継がれるという事に、俺おれは納得していた。そういう事ならば、あの時の異常な身体能力の全すべてが肯うけがける。

　しかし、そこで疑問が浮かぶ。

「じゃあ、何でお前はあのヤンキーを狙ねらったんだ？　殺人鬼だったら、獲物を選んだりはしないんじゃねぇの？」

「あー、そこはすげぇ難しいんですよねぇ。むぐ、んぐ」

　壊世かいぜはざくざくとクッキーを咀そ嚼しやくし、今度は飲み込んでから話を続ける。

「何つーか、先祖返りっつっても結局身体からだのベースは人間なんで、人間と鬼の差異がありましてね。普段は人間的に生きられるんですけど、スイッチが入ると鬼になっちゃうんですよ、あたし達って」

「スイッチ？」

「はい。例えば、殺意とか」

　その言葉に、俺はあのヤンキーが俺を殺す気でいた事を思い出す。

　つまりは、壊世はあのヤンキーの殺意に反応して、あの場に来た、と言う事か？

「んでですね、一回スイッチ入っちゃうと、自分の価値観も変わっちゃうんですよ」

「価値観？」

「あい。さっきは、あのガラの悪い男の殺意に反応したんですね。そんで、あたしの中で最優先事項が『殺す事』になっちゃったんです」

「最優先事項って……常識とか、倫理とかは――」

「んなもん、どっか行っちゃいますよぅ」

　さも当然のように言ってのけられたその言葉に俺は唖あ然ぜんとした。確かに、その言葉が事実なら、こいつはそのスイッチが入った瞬間は、確実に人間ではなくなっている、という事になる。

「お前は、それをおかしいとか思った事は無いのか？」

「んぃ？」

　俺の質問に、壊世は人形のように首を傾げた。まるで、考えた事など無いとでも言うように。そして、そんな俺の考えは当たっていた。

「あたしにとっては、もうこれが当たり前ですしねー。頭ん中が切り替わるっても、中身はあたしのまんまなんですし。兄さんにもそれがあたし達たちの常識だって教わりましたし」

「……随分と怖いお兄さんだな」

　しかし、それが事実なら、こいつらは人間性なんて関係無いほどに鬼に近い存在――否いな、生物という事になるんじゃなかろうか。

「んで、さっきの続きですけど、結局あたしがあのガラの悪い男を殺したのって、あたしがその男の殺意に反応したから、なんですよね。よーするに、あたし達の殺しは、条件反射みたいなもんなんですよ。血の臭においで興奮する鮫さめ、みたいな？」

「じゃあ、本当に、殺す事そのものに意味なんて無い、って事か？」

「えぇ。それが殺人鬼ですから」

　話を纏まとめるように、そう言い切った壊世かいぜは、喉のどを潤すようにコーラを飲んで、「ほふ」と溜ため息いきを吐ついた。

「あー、何か久々にすげー話したですよぅ」

「まぁ、その分お前の実情は解わかったが」

「理解していただいて何よりですよぅ」

　相変わらず無表情のままの壊世を見ながら、これまでの話を内心で纏まとめ上あげる。

　こいつは殺人鬼の、というより、鬼の先祖返りであるために、殺意に反応して本能で人を殺す、という事。それ故に、あのヤンキーの殺意に反応して凶行に走った、という事。

「そういや、お前って殺意以外には反応しないのか？」

「いやいや、それが面倒な事でしてねー。時折衝動みたく、殺意が湧わいてくる時があるんですよ。なんで、殺意さえなけりゃ問題無いって事でもねーんです。結局、殺人鬼って事に変わりは無いんで」

　俺おれは速攻でソファーから飛び上がり、部屋の入り口まで下がった。

「いえ、だからですね。今のアキちゃんが考えた通りの事をしでかしたら大変な事になりますよね。そりゃーそうですよ。事ある毎に近場の人間皆殺しにしてたら、とっくの昔に拘束されちゃいます」

「……今は、警戒しなくていいんだな？」

「勿もち論ろんです。まぁ、あたしが殺人鬼である以上、絶対ではないですけど」

　そんな言葉じゃ安心できないのだが、そこは我慢してソファーに戻る。

「はぁ……、成程」

　ソファーに座り直し、俺は溜息交じりに呟つぶやく。

「結局、お前が人殺しって事に変わりはねぇな」

「あー、そうですねぇ。それがヤダってんなら、諦あきらめてもらうしかねーのですけど」

　俺の言葉に、壊世は膝ひざを丸めつつ、困ったような声で答えた。

「結局、あたしの殺意は体質です。理由なんて無い。理屈なんて無い。利益も無ければ利害も無い。どころか理解すらされない。ただ『殺せるから殺す』ってだけなんですから」

「……ほんっと、どうしようもないな、それ」

「でしょー」

「でしょー、じゃねぇよ。迷惑極まりないっつの。そんなんでよく現代社会を生きる気になるな、お前」

　同意を求めるように小首を傾げる壊世かいぜ。その姿は少なくとも殺人鬼だとは思えない。

「んでも、快楽殺さつ人じん狂きようとか、人を殺して生きてるような奴やつよりはマシだと思いますよー。何せあたし達たちは本能ですけど、そういう人達って、ようは自己満足のために殺人してるんですから」

「それが俺おれには許せねぇってんだよ。衝動やら殺意やらで他者を殺してもいいのか？　ふざけんな。つかさっきから聞いてりゃ、結局全部不要な殺人じゃねぇか」

「んん？　んじゃ、アキちゃんは誰だれも殺さないんですか？」

「…………黙れよ」

　気付けば俺は、自分でも過剰と解わかるほどに憤っていた。

「俺はお前らとは違う。快楽殺人でも不要な殺人でもない。望んだ殺人なんて、一切御免だ。それだけは、絶対だ」

「でもそれってエゴですよねぇ」

「あ？」

　俺の言葉に、壊世はやはり顔色一つ変えず、無表情のまま口を開く。

「だってそれ、『自分は死にたくないから、危ない奴は殺しとこう』って聞こえますもん」

「――っ、…………ぁ」

　俺は言い返そうとした、のに、何一つ言葉が出てこない事に気付き、愕がく然ぜんとした。思い出すのは過去の欠片かけら。俺が失なくしたあの記憶。

「……ンな事、言われるまでもねぇよ」

　解ってる。どれだけ言い繕っても、所しよ詮せんは偽善にしかならないなんて事は、十分に。

「俺は、弱いから。そうやってエゴや偽善で自分を装わなきゃならねぇんだよ」

　意味なんて無いのに、気付けば俺は壊世に内に溜たまっていた暗いものを吐き出していた。

「弱いから、できるだけの事しかできない。俺にできるのは、俺の周りを守る事だけだからさ。俺は正義の味方じゃないから、正義の味方みたく強くないから、敵も味方も救うなんてできないんだよ」

「面倒な立場なんですねぇ、アキちゃん」

　黙って聞いていた壊世が、ふとそう呟つぶやいた。

「普通の感覚を持って、普通の感覚で生きてるから、そういう面倒な事になってるんでしょうねぇ。ほら、あたしとかはもう普通にはなれませんし、なる気も無いんで、自分のあるがままに生きてますけど、アキちゃんはそうもいかないのかー」

「……普通に生きるってのは、何かと面倒なんだよ」

「みたいですねー」

　再びコップを掴つかんだ壊世かいぜは、その整い過ぎた顔と裏腹に、子供のようにコーラを飲む。

「まぁ、お前の身の上は解わかったけど」

「んぐ、んん？　あぁ、はい。そういえばあたしの話でしたね」

「そんで俺おれの偽善が露呈してんだから、ったく、嫌になるってーの」

「いいんじゃないですかね？　自覚無い馬ば鹿かより自覚ある馬鹿の方がマシってのと同じだと思いますよ？」

　団栗どんぐりの背比べ、という言葉が浮かぶ。正にその通りなのだろう、なんて自虐しながら、俺は溜ため息いきを吐ついた。すると、壊世が相変わらずの無表情で俺に話かけてきた。

「あたしの話は終わりですね。つー事で、今度はアキちゃんの事、聞かせて下さいな」

「まぁ、別に構わんけど」

「そんじゃ質問。アキちゃんがビリビリなのって生まれ付き？　それとも後天的？」

　何を聞かれるかと思えば、言ってしまえば俺の能力に関する事――俺の身の上の話だった。確かに、俺はこいつの話を聞いた。なら、条件付とはいえ協力関係にある以上、俺も自分の事は教えるべきかと考え、口を割る事にする。

「正直、不可解な事が多いし、そう面白くもないが、それでもいいか？」

「オッケーですよぅ」



　　　◆



　俺の両親は二年前に死んだ。それは先述の通りだ。

　そして、これは二人の葬式などの行事が全すべて終わった後の話。異常なまでの土砂降りの時に俺がトラックに轢ひかれた時の事。

　瀕ひん死しの重傷を負った俺は、余命の時間を問えば確実に三十分以内と返されるだろう状態だった。

　無論、その時に三十分以内に助かる方法など絶無。つまり、俺はその時に死を確定させられていたのだ。

　確定した死を前に、しかし激痛と肉体の破壊によって何一つできなかった俺に、一人の悪魔が契けい約やくを持ちかけてきた。俺はその契約に乗った。それだけで、俺の体は一命を取り留めたというレベルではない、完全な健康体として救われたのだ。

　その際の契約の内容は二つ。

　一つは、その悪魔への眷けん属ぞく化。これは悪魔らしく、契けい約やくすると悪魔の下僕となる事。

　問題なのはもう一つ。つーかこっちが本題だった。

　救われる代償として、俺は人間である事を捨てさせられたのだ。その事を、彼はこう言っていた。

『お前は完全に死ぬ事が確定していた。言い換えれば死ぬ運命だったって事だ。その事実を覆すには、お前の運命――お前の存在そのものを書き換える』

　だそうだ。

　詳しく言うと、死ぬ運命にあった『俺おれ』を材料に、全く別の化け物を作り上げる事でその命を保たせたのだとか。つまり、『俺』は死に掛けていたが、『俺』を材料にした存在はあくまで『俺』ではないので、材料の状態を引き継ぐ事は無く、健康体で作り上げられるのだとか。うん。言ってて俺も解わからん。

　兎とに角かく、今ここにいる俺という存在は『天音櫛あまねぐし秋良あきら』を材料に作り上げられ『天音櫛秋良』の形をして『天音櫛秋良』の記憶を持った、全く別の化け物だという事だ。



　　　◆



「ってー事は、アキちゃんは自分を化け物にした人に従ってるって事ですか」

「感想はそこだけかよ、おい」

「いや、結構訊ききたい事とか感想はあるですけど、さしあたっての疑問だったんで」

「あっそ。んでも、答えとしては――そうだな。ま、人間じゃなくなったし、それからの二年間でかなりの生臭い事に関かかわるようにもなっちまったけど、それでもまぁ、こうして生きてられるのはあいつのおかげだからな。感謝はあっても恨みはねぇよ」

　これは俺の嘘うそ偽り無い本心だった。というか、あいつは恨みを買うのが下手なのだ。

「そですか。んで結局のとこ、アキちゃんはその悪魔さんに電気ビリビリな化け物にしてもらったって事ですよね？」

「まぁ、そういう認識で構わねぇよ」

　端折はしよってはいるけど、結果だけ見ればそうだし、問題は無い。

「俺は悪魔と契約して電気の化け物に、《雷哮神龍ジヤマーヴアル》になった。それは間違いじゃないし」

「……じゃまー？」

「《雷哮神龍ジヤマーヴアル》。それが俺の正体だ。お前に斬きられた時に、俺は電気だって言ったよな？」

「あい」

　正直に言えば、俺のこれは反則だと思ってる。てゆーか、あいつと契約した連中は皆こんな化け物染みていると思うだけで寒気がするくらいだ。

「俺は、っつーか俺の能力の本質は放電とか帯電とか、そんなレベルの問題じゃない」

「んー、なんだろ、さんだーとか、さんだがーとか、ぎがでいんーって感じに電気を操るんじゃない、と」

「そうだ。放電だのはあくまでオマケで、俺おれ自身の能力はもっと別のところにある」

「ふんふん」

　どうも引き伸ばすように話したのが壊世かいぜの興味を引いたらしい。彼女は身を乗り出して俺の言葉を待っている。

「俺の能力、つか俺っつー化け物の特性、かな？　それは――」

「それは？」



「それは、雷らい化か同どう体たい、だ。俺はな、存在自体が既に雷電そのものになってるんだよ」



　体は電気でできている――、俺の場合は素でそうなっている。

　しかも付随効果として雷撃を放つなどの、雷電を用いた戦闘も可能。

　雷を纏まとい天を舞い、咆ほう哮こうを落雷として世界に君臨せし悪魔の眷けん属ぞく。

　それがこの俺――天音櫛あまねぐし秋良あきらという名の化け物。

　その名を《雷哮神龍ジヤマーヴアル》とする怪物の正体なのだ。



    

  
    
      


第三章　君と一緒にスカイハイ



　壊世かいぜとの血生臭い夜が明けた、同日の金曜日。

　睡眠を要求する体に鞭むち打うちながら、俺おれは登校した。

　別に休んでも構わないのだが、もし俺が休んだ事で、在歌あるかさんが俺の家に来る事になったら、それは今現在居間のソファーで寝転んでいるであろう壊世との鉢合わせを意味してしまう。その危険を可能な限り取り除くため、俺は登校したのだ。

　だが、疲労と眠気に襲われている俺は、朝のホームルームに顔を出しただけで、屋上へと直行していた。授業に出ても構わないが、このコンディションだと居眠りしかできない気がしたし、出席する気力も湧わいてこない。

　で、屋上に行くと、半ば予想通り、藍あいさんが入り口対面のフェンスに凭もたれていた。

「あー、おはよーさん」

「おはよう。……何だアキラ。今日は随分と疲弊しているようだな？」

「あぁ、まぁ、何て言うか……。ちょっと暴力沙ざ汰たに巻き込まれて」

『超能力事件ケースＰ』の真相を求めて犯人の一人と接触した後、正体不明の殺人鬼と殺し合った、なんて言える筈はずも無く、俺は曖あい昧まいに言葉を濁した。しかし――

「昨夜起きた事件、とか？」

「……。いやいや、んなアホな」

　中々に鋭い指摘に、俺は内心で盛大に焦った。

　昨日の惨さん劇げき。そのニュースは俺が通報した事も併せて、急速に広がった。

　しかも三名の死者のうち、二名は『火葬ライブ』と同様の焼死体だというのに、残りの死体が両りよう足あしと首を切断されていたのだから、謎なぞは深まるし、話題にもなるのだろう。

　実際、俺が家を出る前に少し見てみたニュースでは、新たな進展なのではと、派手な見出しで報道されていた。

「まぁお前の関係無関係は兎とも角かく、こうして事件が進んでるのは確かだ」

「確かに、そーだなぁ」

　適当に相あい槌づちを打ちながら、俺は彼女の隣に腰を下ろして、フェンスに凭れる。ぎしり、と軋きしんだ音が響いた。

　彼女は俺が会話を続けられる状態ではない事を察してくれたのか、それ以上は何も言わず、静かに空を見上げていた。

　そのまま二人、会話も無くたそがれる。

　そうしていると、俺おれの瞼まぶたは睡魔によって重くなり――閉じていた。



　この俺、天音櫛あまねぐし秋良あきらと皇楼院おうろういん藍あいの出で逢あい。

　それは、同級生にしては異常なもので、教室外で、しかも、入学から三ヶ月も経たってからの出逢いだった。

　両親の事と白い頭髪の事で、入学当初は腫はれ物ものに触るように扱われていた俺は、その事に対し、今ほどの諦てい観かんや線引きができていなかったため、子供が反発するように、周囲に対して威い圧あつ的な拒絶をするほどに荒れていた。

　当時は毎日が鬱うつ屈くつたるもので、平穏に対し嫌悪感が募り、気遣ってくれていた在歌あるかさんにさえ、意図して距離を置いていた。

　そんな時、俺と同様に――というわけではないが、孤立している生徒がいる事を知る。

　知った経緯はよく覚えていない。人ひと伝づての話だった気がするし、噂うわさに聞き耳を立ててたからかもしれない。

　兎とに角かく、俺は『屋上を占拠した同級生』の情報を得て、即座に屋上へと向かった。

　別に、相手が女子だったからではない。ただ、そうまで言われている生徒なら、今の俺には暇ひま潰つぶし程度にはなるんじゃないか。そう思っての事だった。

　かくして、そこには確かに噂通り、一人の女子生徒、皇楼院藍が青汁の紙パックを片手に、俺へと億おつ劫くうそうな視線を向けてきていた。

「何の用だ？」

　俺に対して言ったその一言。無ぶ愛あい想そうで無関心、あくまでも邪魔か否いなかでしか見ていないその態度に、当時の俺は、“〝差別されていない”〟という事実だけで、心地よさを覚え、以降屋上へと足を運ぶようになった。

　しかし俺は邪魔ではないのか、そう思い訊たずねた事もあったが、

「貴様は私をここから追い出す気は無いのだろう？　それに騒ぐわけでもなし。なら、私が貴様を追い出す理由は無い」

「ふぅん、そんなもんか」

「あぁ、所しよ詮せんはその程度の事だ」

　こんな軽い会話でその疑問も解消されてしまった。

　それ以降、無関心を求めた者同士、屋上でただ時が過ぎるのを待つ日々が始まった。

　それから数週間後に、俺と彼女が今のような関係に至る事件が起きるのだが――少なくとも、今現在この町で起きている『超能力事件ケースＰ』に比べれば些さ細さいで瑣さ末まつで下らない、それこそ、『それはまた別のお話』、というものだった。



　――何か、懐かしい事が夢に出てきたなぁ。

　意識が覚めて、俺おれは最初にそう思った。

　藍あいさんとの初の邂かい逅こう。あの時の無関心加減から考えると、今では随分と仲良くなったものだと感じ――

「だからっ！　どうして皇楼院おうろういんさんが秋良あきら君を膝ひざ枕まくらしているのかって訊きいているの！」

「異な事を訊くな、悠錐ゆうきり教師。何も不思議な事は無いだろう。単純に私が膝を貸し、アキラが借りているというだけなのだ」

　何な故ぜか在歌あるかさんと藍さんが口論していたので、俺は開きかけていた両目を閉じて、即座に寝たふりをする事に。

　というか、何かお二方とも怖いんですが。

「だから私が訊きたいのは、その状態に至った過程です！」

「経緯に意味など無いだろう。ただこうして事実がある。それだけで充分だと思うが」

「納得できません！」

　話を聞くに、どうやら屋上に来た在歌さんが俺達たちを見付けて咎とがめているらしい。

　というか、成程。どうも後頭部の感触が柔らかいと思ったら、俺は膝枕されていたのか。

　……なぬ？

「え、何でそんな事に!?」

「ひゃっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「む？」

　理解した事態が予想以上に突拍子も無い事になっていたので、俺おれは思わず上半身を跳ね起こし、叫んでしまった。

　その事に驚く在歌あるかさんに対し、固い床を苦にもせず、白い太ふと股ももを揃そろえて正座している藍あいさんは、異様なまでに落ち着いていた。

「漸ようやく起きたか。というか貴様、もう少し前に起きていただろう」

「え、いや、っていうか」

「さて置き、おはよう」

「…………おはようございます」

　戸惑う俺を諌いさめるような落ち着いた挨あい拶さつに、俺は気を抜かれ、表現しがたい気持ちのまま挨拶を返す。

「ある程度眠れはしたようだな」

「あぁ、うん。何でこうなってんのか解わかんないけど」

　自身を落ち着かせながら呟つぶやき、周りを見て状況を知る。真上に太陽がある事と、教師である在歌さんがいる事から、今は昼休みだと推測する。そんな現実逃避をしてみるが――

「――秋良あきら、君？」

　絶対零度。その表現が似合う声音で、在歌さんは俺を呼ぶ。若干以上の恐怖を感じながらそちらを向けば、案の定、無表情の中に激情を宿していそうな在歌さんが、さっきまでの怒声を感じさせぬほど静かに、こちらを見下ろしていた。

「…………こんちは、悠錐ゆうきり先生。一応、学校じゃ下の名前で呼ばない約束ですけど」

「これはどういう事かしら？」

　わぁ、聞いてねぇ。

「何で秋良君は、一昨日おとといあんな事があったのに、皇楼院おうろういんさんに膝ひざ枕まくらなんてしてもらってるのかしら？」

「いやいやちょっと待って待って。俺だって膝枕されてるって気付いたのは今だし、それに、何でそんな個人的な事を訊きくのさ。もっとあるでしょほら、教師としてさ」

「早く答えなさい」

　激情を隠した在歌さんの目は本当に怖くて、俺は思わず目を逸そらす――と、藍さんの笑い声が聞こえた。

「く、くくく、いや、中々楽しめた。私はここで帰らせてもらおう」

「え、ちょ、あ？」

「ちょっと、皇楼院さん！」

　藍さんは足が痺しびれた様子も見せずにすくっと立ち上がり、長い黒髪を揺らしながら歩いていく。が、扉の前で一度立ち止まり、こちらを、見た。

「あぁ、双方に一つずつ言っておく。まず悠錐ゆうきり教師。あまり躊躇ためらっていると後悔するぞ？」

「なっ、それは――」

「それから、アキラ」

　何の事なのか解わからないが、彼女の言葉にその顔を赤く染め、何か言おうとする在歌あるかさんだったが、それを無視するように藍あいさんは俺おれを見た。

「また、機会があればやってやる。何、私とお前の仲だ。遠慮は要らん」

　藍さんはそれだけ言って、笑いながら屋上を後にした。

　残されたのは、俺と在歌さん。しかし、藍さんのあまりにも突拍子も無い退場に、どんな声をかければいいのか解らない。

　それは在歌さんも同じようで、さっきまでの無表情から一変、恥ずかしそうに俯うつむいている。とても自発的に口を切りそうにはない。

　仕方なく、俺の方から声をかける。

「あのさ、悠錐先生。今って、昼休み？」

「ふぇっ？　え、あ、あぁ、そう！　昼休みよ！　他ほかの先生から朝のホームルーム以外は見てないって聞いたから、ここにいるかな、って探しに来たら……」

　あ、まずい。そう思った瞬間、再度在歌さんの表情が消えた。

「そう、そうなのよ。一昨日おとといの事があったから心配になって探してみたら、秋良あきら君は皇楼院おうろういんさんに膝ひざ枕まくらされてたのよ。ねぇ、何で？　どうしたらそんな状況になるの？」

「いやぁ……俺も解んないんですよね。さっきも言ったけど、起きたら既に膝枕されてたから……」

　顔色を窺うかがいつつ全力で下手に出て説明する。しかし、在歌さんの表情は変わらない。

　居心地の悪い沈黙。だが、数秒の間を空けて在歌さんが溜ため息いきを吐つく。それを聞いて顔を上げると、在歌さんの顔には、諦てい観かん交じりの笑顔が浮かんでいた。

「そう、じゃあ今回は見逃してあげます。――でも、午後の授業は出るように」

「んぁ、まぁ。気が向いたら」

　俺の消極的な答えに、またも溜息を吐いてから、「それじゃあね」と言って在歌さんも屋上を後にする。

　そうして残ったのは俺一人。奇妙な疲労感を抱えながら、俺は屋上のフェンスに凭もたれ、座り込む。

「……何だかなぁ」

　思い返すと、在歌さんは最後まで“〝教師として”〟ではなく、“〝悠錐在歌”〟として発言していた気がする。因ちなみに、藍さんはそんな在歌さんをからかって楽しんでいたように思える。

　しかし、何か、あんまし考えたい事ではないけれど。

「勘違いしそうになるよなぁ。男としては、さ」

　藍あいさんの膝ひざ枕まくらに、在歌あるかさんの個人的な憤ふん慨がい。

　違うとは思うけれど、勘違いしそうになる。

　恋愛感情。

　二年前――俺おれが一度死んだ時、失なくしたものだと思っていた。人らしい感情なんて、無いんじゃないか、って。だが――

「アホらし」

　俺はそれ以上考えるのを止やめて、目を瞑つむる。

　午前を睡眠で過ごしたのに、未いまだに俺の睡眠欲は強く、それは食欲よりも大きい。

　不確定な事を考えるよりは、確定的な事のために体を休める方が優先だろう。

　そうして俺は、またしても在歌さんの言い付けを破り、放課後までの時間を睡眠で過ごすのだった。



　そうして放課後。

　午前から昼にかけてのような騒ぎも無く、俺は可能な限り目立たぬように（それでも視線は多々感じたが）学校を後にする。

　在歌さんは職員会議でもあるのか、見かけなかった。藍さんは、まぁ、屋上以外で会う事は稀まれなので、会わなくても疑問は無い。

「あ、そういや一緒に帰る約束……」

『超能力事件ケースＰ』の影響で単独での帰宅を控えるよう言われており、それゆえに在歌さんと一緒に帰る約束があったが――

「まぁ、いいか」

　職員会議が終わるのは遅いだろうし、在歌さんだって俺以外にも付き合いはあるだろうから、今日ぐらいは問題無いだろう。

　そう判じて、俺は自宅へと急いだ。

　急ぐ理由は当然、夜に拾ってきた殺人鬼である。



　　　◆



「セクシーポーズって、考えてみると難しいですよね」

「…………何言ってんの、お前？」

　自宅に帰ると同時、壊世かいぜに対し若干の不安を抱えて玄関を開けると、昨日と同じコートを着て、しかしフードを取って人形のような顔を隠していない壊世が、何かの特撮でヒーローが変身するようなポーズと理解に苦しむ発言で出迎えてくれやがった。

「いや、だってですね、セクシーって思う基準は個々人によって変わるじゃねーですか。だっつーのに、その中で大多数に認められるポーズってーと中々に無いと思うんですよ」

「俺おれは寧むしろ今のお前の存在が無いと思うわ。つーかグネグネ動いてポーズを模索すんじゃねぇ。気持ち悪いわ」

「そこであたしは考えました」

「何にも考えてないように見えるが」

「今から大多数にアンケート取るのもめんどいので、グラビアアイドルがしてるポーズから、特に多いポーズこそがセクシーポーズなのだと判ずる事にしたのです」

　無視かよ。

「しかし問題が発生。この家にはどこを探しても青少年特有の所有物が見受けられないんですよねー。アキちゃんって禁欲主義者？」

「待て貴様。どこまで俺の家を荒らした」

「主にアキちゃんの自室のベッドの下と本棚。少なくともその二点の王道な隠し場所には無かったです」

　俺は我慢しきれずに怒ど鳴なり散らした。あぁ、玄関の戸、開けっ放しだよ。明日以降に近隣の人達たちに白い目で見られませんように。

　ちなみに、壊世かいぜが探そうとしていた物は過去に一度、在歌あるかさんに一掃されて以来、金の無駄になるから所持していない。興味はあるけどね。

「俺、おとなしくしてろっつったよな？」

「暇は人を駄目にする」

「元から駄目な奴やつが何言ってんだよ！」

「え？　屁へ理り屈くつですけど」

「そこに直れ！　正座しろ！　ぶん殴ってやる！」

　暫しばらくお待ち下さい。

「で、何であんなポーズで玄関に突っ立ってたんだよ」

　壊世を居間の床に正座させ、俺はソファーに座って問い質ただす。

「だってですね、こうして屋根のある場所を提供していただいている以上、何にもしないのも問題かと思いまして。サプライズを狙ねらってみたわけです」

「そんなものはいらん。俺が要求するのは『超能力事件ケースＰ』の早期解決と平穏だ」

「みたいですねぇ。やっぱり下着姿でやった方がマシでしたかね？」

「より悪いわ！　少しは常識を備えておけ！」

「そですか。や、あたし個人としてもセクシーポーズが解わからんからってヒーローの変身ポーズは無いんじゃないかって思ったんですよ」

「論点はそこじゃねぇってのがまだ解んねぇのかよ！」

　何かもう頭痛くなってきた……。つーか、こいつ本当に殺し以外だと滅茶苦茶だな。

　そんな俺おれの苦労など察する事も無く、壊世かいぜは正座したまま首を傾げた。

「お疲れですかね？」

「お前のせいでなぁ!!」

　それが、その日一番の俺の大声だった。



「はぇ？　明日ですか？」

「そ、明日の土曜日。午前から町に行って調査活動するから」

　壊世の頭に拳げん骨こつを叩たたき込こんだ後、明日の予定を伝えながら夕食を摂とっていた。

「どう思ってるか知らんがな、お前は俺に協力するっつー前提でここにいるんだ。忘れてるってわけじゃないだろうよ」

「そりゃ覚えてますけど。今日は動かないんですか？」

「嫌味かてめぇ…………。誰だれのせいで疲れてると思ってやがる」

　呑のん気きに首を傾げる壊世を睨にらむと、彼女は得心したように頷うなずきながら味み噌そ汁しるを啜すすった。

「ずずー、んむ。なるへそ。あの殺さつ人じん狂きようなヤンキーさんの事ですか。あれってもう結構なニュースになってましたねぇ。『火葬ライブ・アンコール』だとか」

「お前、ニュースとか見るんだ」

「暇だったんで」

　その理由はスルーしてやるとして、事件に名称が付いているのは初耳だった。それだけ話題として浸透しているという事なのだが、さて。

「あれで向こうが少しでも動いてくれればなぁ」

「向こう？」

「犯人の方々。もっと言えばＤＯ――ダストアウトとかいう麻薬を扱ってる連中。期待しねぇけど、お前は何か知ってるか？」

「麻薬ですか」

「そ、麻薬。しかも超能力を覚かく醒せいさせる成分が入ってるであろう、な」

「んんー、覚えはねーですねー」

「だろうな」

　予想通りの答えに、俺は落胆もせず白米を口に運び、咀そ嚼しやくする。

「んーと、なら、それを扱ってるのが『超能力事件ケースＰ』の犯人なんですか？」

「んぐ、犯人っつーか、黒幕だな。暫定だが」

　白米を飲み込んでから、俺は答えた。

　そう、麻薬を売うり捌さばいているだけならまだしも、扱っている連中が服用し、超能力を扱う可能性だってあるのだから。

「んで、その『火葬ライブ・アンコール』はどんな風に報道されてた？」

「んー？　どーでしたっけ？　何か、今までとは異なるから、捜査がさらに難航しているとか何とか」

「……多分、その原因はお前が殺した奴やつだろうよ」

　何せ今回の事件に限って言えば犯人までもが死体になっているのだ。それこそ真相を探るのは――壊世かいぜの事が表に出ない限り有り得ないだろう。

　そこでふと、俺おれに疑問が浮かんだ。

「なぁ、お前は殺気を感じ取ってあそこに来たみたいな事を言ってたが、それってどの程度の範囲までを察知できるんだ？」

「んー？　あぁ、あれですか。あれはですねー、正直あたしも詳しく測った事ねーんで解わかんねーんですよ。ぶっちゃけ感じ取ったのがすげぇ遠い場所の時とか、近い場所の時とか、思い返すとムラばっかですし」

　おかずに作った焼き魚の骨を取り除きながら話した壊世の言葉を、俺はじっくりと吟味する。その上で、俺は一つ、前向きな発想をした。

「お前のその感覚がご都合主義だろうがなんだろうが兎とに角かく、殺気を感じ取れる事には変わりは無いんだな？」

「はぇ？　えぇ、まぁ。っつーか、殺気だけでなく、敵意とか、まぁ、害意の類たぐいなら、ある程度なら勝手に身体からだが反応しますねぇ」

「それなら、尚なお更さらだ。少なくとも、お前がいれば俺達たちが後手に回っても、不意打ちでやられる可能性は下げれるからな」

「おお、成程」

　俺の言葉に、壊世は感心したように肯うけがく。

「確かにその通りですねー。んでも……」

「ん？　何か問題があるか？」

　無表情に言葉を澱よどませる壊世を促すと、彼女は静かに口を開く。

「それって、あたしのスイッチが入っちゃう事でもありますから、殺害禁止令を出してるアキちゃんとしては、あんましよくないんじゃないですかね？」

「……あー、はいはい。そういう事か」

　言われてみれば、それは確かに危き惧ぐすべき事態ではある。俺は最初から殺しなんか望んでないし、壊世にもその考え方を強いているのだから、わざわざ殺しをしてしまう可能性を上げるのは好ましいとは言えない。

「それを止めんのも俺の役目、かね？」

「はへー、そりゃまたご迷惑をお掛けする事で」

「……お前は本当、気楽でいいな」

「そりゃー、後ろ向きにジメっててもつまんないですしねー」

　皮肉交じりの俺おれの言葉にも、壊世かいぜは微み塵じんも動じず、再び味み噌そ汁しるを啜すする。正直その前向きさは分けて欲しい。

「まぁ、俺一人でやるよりは戦力的にはマシかぁ」

「何か問題は山積みっぽいですねぇ」

「そりゃーな。ＤＯを扱ってる連中の居所、それを服用した連中、その他諸もろ々もろと片付けるべき問題は、それこそ積み重なってるんだよ」

「だからこそ、明日から一つずつ片付けようって事ですか」

「そういう事だ」

「ふーむ、そうですか。……しかし、あれですなー。異い能のうを手にした人間ってのは、誰だれでも暴走するんですかねぇ？」

「少なくとも俺は違うが、でも、ＤＯって麻薬だからな。興奮作用とか、そういうテンション上げる効果があるらしい。それでハイになった馬ば鹿か達たちは殺人に走る――ってな」

「んー。一理あるんですけど、何か、足りない気が……」

　腑ふに落ちないというのを表すように、壊世は奥の見えない暗い双そう眸ぼうで遠くを見るようにしながら、箸はしで焼き魚をぐしゃぐしゃと掻かき混まぜる。

「ま、そこら辺は追々確かめりゃいいさ。兎とに角かく明日、あちこち徘はい徊かいして手掛かりを探す」

「うぃうぃ、了解ですー」

　少なくとも、今は壊世自身が危険ではないと判じる。

「んじゃあ、今日も寝るのはソファーでいいか？」

「問題ねぇですよぅ」

「風ふ呂ろは？　昨日は入ってなかったが」

「んー、今日もいいです。寧むしろ睡眠欲がちょいと抑えきれないんで。これ食べ終わったら眠らせてもらいますよう」

「眠かったって、何、昼間寝てないのかよ？」

「んぇ？　はぁ、まぁ、そうですねぇ。そういや寝てませんねぇ」

「……あっそ」

　その理由を訊きいたとしても、まともな答えは無いだろうと察し、俺は呆あきれながらスルーする事にした。

　そうして、金曜日の夜は何事も無く過ぎていった。



　　　◆



　次の日。つまりは土曜日。

　天候は最近連日快晴で、五月半ばに似合う過ごし易やすい初夏の爽やかさ。

　俺おれ達たちは昨日の予定通り、朝食を摂とってから商店街へと赴いていた。

　その途中、クレープ屋の前で涎よだれ垂らして物欲しそうにしていた壊世かいぜに「大人しくしている事」の交換条件として買ってやったクレープがそんなにも気に入ったのか、癖のある短めの黒髪を揺らしながら、俺の隣を上じよう機き嫌げんに歩いている。無論、上機嫌なのは雰囲気だけで、無表情のままだが。

　ちなみに、今現在壊世はいつも通りのコート姿ではあるが、フードを被かぶっていない。そのため、無表情ではあっても人形のように整った顔が露あらわになっているので、周囲から注目を（主に男から）集める事になり俺は気が重くなる一方だった。

　加えて言えば、俺はいつもどおりの制服姿。頭髪のせいで視線を集めるが、まぁ、そこは諦あきらめる方向で。

「んむ、ねも、ぃえんまあっらあぉぇお、いおあおおいえぅねぇ」

「口に物入れて喋しやべるんじゃねぇよ。飲み込め」

「んぐ、と。でも、事件があった後でも、人は多いですねぇ、って言いたかったですよ」

　そう言って、小首を傾げながらクレープを齧かじる。

「そりゃ休日だしな。事件だって夜中にしか起きてないんだから、昼間なら大丈夫だと思うだろ」

「被害無き人々の安直な考え」

「同感だ」

　あむあむとクレープを齧る壊世の冷たい批評に頷うなずきながら、周囲を見る。

　俺と壊世が初めて会った時とは真逆にあちこちに買い物や娯楽を楽しむ人々の姿が見える。彼らは自分達が被害者になる可能性を微み塵じんも考えていないのだろう。

「羨うらやましい限りだな。まぁ、俺達はあちこち徘はい徊かいして手掛かり探すんだが」

「まー、そうですなー。ふふふ、しかし一体誰だれが思うでしょう。この一見恋人同士にしか見えない二人の正体がサンダーマンと殺人鬼だという事に」

「恋人同士云うん々ぬんはさて置くとして、確かに思いもしねぇよなぁ」

　片方は化け物。もう片方は殺人鬼。確かに一般人にしてみりゃ、そっちの方が『超能力事件ケースＰ』に巻き込まれる以上に想像の範はん疇ちゆう外だろうさ。

　そんな他愛たわいも無い会話と何の気も持たない徘徊。ここ最近でこんな人間染みた事は在歌あるかさんと藍あいさん以外とはしていなかったから、何かこそばゆい気分だ。そう考えてから、俺はその考えを払ふつ拭しよくするように首を振った。こいつは殺人鬼なんだから、そんな温ぬるい事を考えてられないっつーの。

「お、タイヤキのカスタードとな。どうでしょうアキちゃん。ここは休憩がてら甘味を食すとしませんか？」

「今の今までクレープ食ってた奴やつが何を言う。つーかお前が警戒しててくんねぇと、後手に回った時に困るから真面目まじめにやってほしいんだが」

　そんな俺おれの考えなど露知らず、表情も変えずに目を輝かせるという器用な真ま似ねをしてタイヤキ屋を指差す壊世かいぜに呆あきれ返かえる。しかし、頭の中で財布の中身の計算をしている俺も俺でまずい気がする。さっきまでの俺の葛かつ藤とうは一体なんだったのだろうか。

　ていうか俺も喰くいたくなっちゃった。

「すんませーん。カスタードと漉こし餡あんを二つずつお願いしまーす」

「何でもう言ってんの!?　お前文無しだろ!?」

　さっきのクレープも買ってやったのだが、こいつは驚くべき事に一文たりとも金銭の類たぐいを持ち合わせていなかったのだ。それでいてこうして何の躊ちゆう躇ちよもせずに食い物を頼むのは肝が据わっているのか、単なる考え無しなのか、判断に困る限りである。

「えーと、ほらアキちゃん。四つで八百円との事。これ安い？」

「比較的安値だとは思うが、だからといって奢おごられる事を前提に頼んでんじゃねぇよ。つーか四つも食うのかお前」

「んぇ？　いや、カスタードと漉し餡を互いに一個ずつなら丁度いいかなーと思っての事でしたが、アキちゃんはいらない？」

「あぁ、そういう事。一応最低限の気遣いは備えてるのね……」

　とは言え、その程度の気遣いでは迷惑の領域から一歩たりとも抜け出せていないのだが。

「まぁ、いいか。すんません、これで」

「はいよー」

　俺はタイヤキの型がいくつも見える鉄板の前で今もタイヤキを焼き続けているおっさんに千円札を差し出す。おっさんは作業の手を止めて気軽に受け取った。

「若いってのはいいねぇ。恋人同士でのんびりしてられんのも若いうちだけだからな」

「や、俺達たちは恋人とかじゃないんで」

「照れるな照れるな。ほれ、カスタードは一個ずつおまけしといてやったぞ」

　言われて渡された紙袋の中身は、確かにタイヤキが六個入れられていた。

「おー。流石さすがは齢よわいを重ねた御お方かた。いい人ですね」

「気にすんなって」

「ホントすいません」

　おっさんのニヤケ面を見るに、俺達の事は完全に恋人同士と認識したのだろう。しかしタイヤキのおまけは素直に嬉うれしかったので、はしゃぐ壊世を引っ張るようにしながら、俺は微び妙みような気分でその店から離れた。

「お前ね、ああもポンポンと欲望に忠実に動くんじゃねぇよ。俺だって金が無限にあるわけじゃねぇんだぞ」

「いやー、ごめんなさい」

　俺おれの言葉で流石さすがに悪いと思ったのか、壊世かいぜは素直に頭を下げた。

「何か、ここに来る前はずっと兄さんと一緒だったんで、その時の感覚が抜け切らないといいますか……」

「……お前がよく言ってるお兄さんには深く同情するな。――まぁいい、兎とに角かくこれ喰くっちまおう。近くに公園があるから、そこ行くぞ」

「あーい」

　陽気に返事をする壊世を後ろに、俺は目的地へと足を向けた。



「ほほー。中々に小さい公園ですな」

「しかも、ろくに人がいないだろ。理由は解わかるか？」

　それから歩いて五分ほどでその公園に着いた。

　商店街からさして離れているわけでもないのに、周囲には高層ビルだのといった高い建造物が見られない、緑が眩まぶしい木々が目立つ公園。その中に置かれているベンチの一つに俺達たちは並んで座っていた。

「ほれ、多分これカスタードだろ」

「ういうい。さんくーです。んで、さっきの質問ですけど。もしやこの公園って『超級ダイブ』があったっつー公園ですかね」

「そういう事。因ちなみに事件現場はこの対面にあるベンチの目の前」

　壊世は袖そでから手を出さないままタイヤキを受け取ったので、俺は注意すべきか迷ったが、結局何も言わない事にして、十メートルほど先にあるベンチを指差しながら、俺もタイヤキに齧かじり付く。漉こし餡あんだった。

　さて置き、『超級ダイブ』とは、『超能力事件ケースＰ』の二件目の事件の俗称である。詳細といえば、先程俺が指し示したベンチの前に、人間二人が最低でも百メートル以上の高さから墜落したというもの。この公園の周りには高層ビルなどなく、被害者はどのようにしてその高さから落ちる事になったのか、そこが不可思議である事件だ。

「一応、事件現場全部には足を運んどきたかったから……。まぁ、休憩を兼ねれた事を考えると、結果オーライになるのかね？」

「なるって事にしときません？　その方があたし、報われるんで」

「責められはしないだろうが報われもしねぇよ」

　それで金銭面を俺に任せた事は帳消しにはならん。それとも俺の考えが小さいのか？

「でも、確かに血の匂においはしますねー。いえ実際の匂いではなく、感覚的なものですが」

「……お前、ホント便利だな」

　俺おれにはそんな事なんて微み塵じんも解わからないというのに。本当に、こいつの感覚ってのは普通とは掛け離れて、外れているようだ。

「それにしたって、警察の姿も調査した痕こん跡せきも見られませんが」

「そりゃな。一昨日おとといってーか、昨日の朝に別の事件があったばっかだぜ？　そりゃ全く手掛かりの無い事件を延々と探ってるよりはそっちの方に行くだろうよ」

「あー、成程。確かここのって、二件目ですもんね」

　昨日の事を含め既に五件の事件が起こっている。しかし、今回の事件は今までとは異なり、『超能力事件ケースＰ』の殺人方法とは異なる死体が出てきたのだ。なら、これまでの事件を洗い出すよりも証拠が出てきた事件を優先するのは当然だろう。

「つまり、あたし達たちが探すのは、二件目から四件目の犯人ですか」

「『火葬ライブ』の犯人があのヤンキーだとしたら、最低限はそうなるな」

「ほえ？」

　俺の言い方が理解できなかったのか、壊世かいぜは呆ほうけたような声を上げた。しかし、作り物みたいな顔はそのままだから、ちょっと怖い。

「これは麻薬が絡んでるんだぜ？　だったら、それを取り扱ってる闇やみ商人も捕まえなきゃならねぇんだ。さっきも言っただろうがよ」

「あー、あー、はいはいはい。言われて思い出しました。確かにあったです、そんな事」

「だから、取とり敢あえず犯人達が動きそうに無い昼間はこうして現場検証して、動き出しそうな夜はＤＯを取り扱ってる奴やつ、または買った奴を探して捕まえれば、後は芋いも蔓づる式しきで黒幕まで辿たどり着つける筈はずだ」

「おー。知的作戦」

「……お前、実は頭悪いだろ」

「え？　うん、悪いですよ」

　素直に肯定されたら返す言葉も無いだろうが。俺は脱力しそうになるのを堪えるため、必要以上の大声で話を区切った。

「兎とに角かく！　今後俺達の動きはそういう方針だ。くれぐれも忘れないように！」

「あいさー」

　と、にこやかに敬礼した壊世に一抹の不安を抱くべきか否いなかを迷った、その刹せつ那な。



　俺と壊世は、空中に移動していた。



「は？」

「お？」

　突然の出来事に唖あ然ぜんとしている間に、重力は正常に作用して俺達を大地へと引き寄せ始める――って、おい。

「おー、すげー。飛んでますよあたし達たち」

「落ちてんだよ！　フォールダウン！」

　ゴゥオオオオ！

　と猛たけ々だけしい風を切る音の中、隣で一緒に落ちているにもかかわらず間抜けな感想を述べて、全く危機感を覚えていない壊世かいぜの襟首を引ひっ掴つかんで引き寄せる。

「――うぉ、あ、息が」「我慢しろ！」

　ふと下方を見てみれば、俺おれ達はかなりの高度まで引き上げられたらしく、いつもは地に足付けて一部しか見えない筈はずの光景が、上空からミニチュアサイズで見える。勿もち論ろん、その光景は次第に大きくなっていく。

「ちょ、ちょいと、アキちゃん、……」「我慢しろって！」

　加速してる最中で次第に聞こえ難にくくなる声を遮りながら、俺は考える。

　正直に言えば、俺自身は雷らい化かすれば墜落死は免れる。しかしその場合、壊世を救えるかどうかと訊きかれれば、確実に頷うなずく事はできなかった。

　だから考える。俺達が双方とも助かる方法を。

「あ……、んか、お花……ばた、け――」「解わかったから！　手を伸ばせ！」

　しかし、その前に窒息死しかけて危ない世界が見えていた壊世を案じ、掴む場所を襟首から袖そでに変えて意識を集中する。

　その間にも、驚異的な強風に煽あおられながら落下は続き、目に映る緑杉ろくすぎ町ちようは次第に大きくなっていく。

「ちょいと、アキちゃん。何してるです、かね？」

「……………………肉体変質。別名変態」

　落下の影響で途切れ途切れになった壊世の疑問に短く答え、俺は意識を集中する。

　特殊性的嗜し好こう者を総じて変態と言うが、実は変態って蛹さなぎが蝶ちようになる事もそう言うんだから、変態を一概に特殊性的嗜好者とするのは如何いかがかと思うのだ――ではなく。

　尚なおもあれこれと声を掛けてくる壊世を無視して、自分の存在をイメージする。しかし、ここ最近はあまりやっていなかったから、感覚がボケてて中々上う手まくいかない。

　無論、その間にも地面は迫っている。

「んぁー、成程。『超級ダイブ』の、被害者は、これを体験、したのかー」

「…………今はどうでもいいだろ」

　地面が近くなったからか、少し聞き取りやすくなった壊世の言葉に俺は集中を絶やす事無く呆あきれ返かえる。こいつには落下による危機感が無いのだろうか。

　そんな中でも俺は集中を続けるが、やはり上手くいかない。

　最後にやったのはいつだっけ――なんて考えた時、黒い影が一瞬で横切っていき、それに続くように、俺おれ同様にその影を確認したらしい壊世かいぜの呑のん気きな声が聞こえた。

「あー、カラスだ」

　落ちている俺達たちと対照的に、上空を飛ぶ一羽のカラス。

　少し見上げた先、既にかなり遠くを飛んでいるカラスを認め、俺の意識が、感覚が一瞬にして符合した。

「思い出したぁっ！」

　俺は龍りゆう。雷の龍。龍が持つ翼――蝙こう蝠もりの如ごとき一対の、雷光の翼！

「っだらぁっ!!」

　気合一つで脳内にイメージを固めて、それを自分に投影する。

　瞬間、急激な落下途中にあった俺達は、中空にて一時停止を果たす事になった。

「お、おー、お？」

「あーよかった。思い出せたー」

「…………おー。人間ビックリショー、ですね」

「あー、まぁいいじゃん。助かったんだし」

　蝙蝠のような、空想上の飛ひ龍りゆうのような黒い大きな翼が一対、俺の背中から生えてバッサバッサと俺達を支えていた。

　これも契けい約やくによる異い能のうの一つ――というか、付随効果。



    

  
    
      



    

  
    
      　天音櫛あまねぐし秋良あきらが材料になって生まれた《雷哮神龍ジヤマーヴアル》は、雷の龍りゆうを示している。故に、俺おれはこうして龍の形態を部分的に顕現する事が可能となっているのだ！

　……いや、細かい理屈は俺も解わかってないけど。

　下を見れば、先程まで俺達たちがいた公園の広さや樹木が簡単に確認できた。地面がそこまで近付いていたのだという事実に冷や汗を浮かべながら、可能な限り人目を注意して木々の間へとゆっくり降下していく。

「アキちゃん」

「んー？」

　中空で停止したために、俺の手を掴つかんでぶら下がる形になった壊世かいぜが真まっ直すぐこちらを見上げていた。その目には相変わらず底の見えない暗さがあった。

「助けてくれて、ありがとですっ」

「――――！」

　吃驚びつくりした。本当に吃驚した。あの作り物のような顔が満面の笑みへとその形を変えたのだ。それはもう、元が綺き麗れい過ぎて整い過ぎているだけに、見慣れた在歌あるかさんの笑顔とはまったく別の破壊力を伴って俺の集中力を破壊し。

　結果として、俺の背に生えた一対の翼が消滅した。

「あ」

「お」

　翼を失った俺達は、当然の如ごとく自然落下する。

「あ――――！」「お――――」

　声を荒げる俺と感心するような声の壊世。ぶっちゃけ集中力が途切れてしまった事もあり、かなり血みどろな惨さん劇げきが頭によぎったのだが――

「ぶ、がどぅべがががぉっぶ！」

「ぬ、の、も、あ、ど、る、か」

　何か緑色のバサバサしたものと茶色の枝分かれした硬質な物に飛び込み、その中間辺りで受け止められた。

　っていうか、木に落ちたため、葉とか枝とかによって地面への激突は免れたのだった。

「……あー、もう結構下りてたんだなー」

「そうみたいですねー。枝が刺さんなくて幸い幸い。……んむ？　ねぇアキちゃん」

「あ？　どした？」

「いえ、素そ朴ぼくな疑問なんですけど」

　壊世にしては珍しく、眉まゆ根ねを寄せるという表情で俺へと視線を向け、そのまま訊たずねてきた。

「アキちゃんて全身が電気ですよね？　んだったら、何で今は木に引っ掛かってるんですかね？」

「……あぁ、まぁ、いいとこに目ぇ付けたな、お前」

　指摘された事に驚きながら、別段隠す事も無いので俺おれは短めに説明した。

「俺は確かに全身を電気にできる。でもそれって、まず肉体があっての話でな。正確には俺の体を電気にするか否いなかは俺自身の意志でスイッチを切り替えなきゃいけないんだよ」

「はー。スイッチとは、それはまた本当に電気みたいですねぇ、アキちゃん。え、じゃあもしかして、今は気が抜けて電気になり損ねたって事ですかね」

「…………うっせ」

　まぁ、「お前に見み惚とれて気が抜けた」とは言える筈はずも無く、俺は余計な話を避けた。

「取とり敢あえず、半端な助け方で悪かったな」

　そうして誤ご魔ま化かすように話題を変える辺り、自分でも子供っぽいと思う。それを考えないようにしながら、俺よりも上の方で枝に引っ掛かっている壊世かいぜに呼び掛ける。すると、彼女は顔だけをこちらに向けてきた。勿もち論ろん、満面の笑みではなく、無表情を。

「そうですかな？　あたしとしては、あんな死亡確定な状況から生還できただけでもさんくーべりーまっちと言いたい気分なんですけど」

「……」

　何とも前向きな意見だと羨うらやましく思う。それとも、殺人鬼っていうのは皆こんなに楽観的なのか？

　そんな事を考えながら、ふと公園を見下ろすと――一人の男と目が合った。

　気の弱そうな、背の低い男。外見に特徴らしい特徴の見られない、まるっきりありきたりな外見のその男は、俺達たちが座っていたベンチの後ろにある茂みから、俺の方を見ていた。

　まるで、先程からずっとそこで俺達を見ていたかのように。

　そんな不自然極まりない場所にあの男がいた理由。それを察すると同時、既に壊世がフードを被かぶり、何の予備動作も見せずに木から降り、真まっ直すぐにその男へと疾走していた。

「――まずい！」

　俺がそう口に出す間に、その男は俺達に背を向け、走り出す――逃げ出した。それこそ、その男が俺達を空中に移動させた張本人である可能性を肯定しているが――俺の懸念は、その男に逃げられる事ではなかった。

　問題なのは、既に殺人鬼の状態にスイッチが入っているであろう、壊世だ。

　もしあいつが既に殺人鬼になっているのなら、俺の言葉など届きはしないだろう。だとすれば、と俺は考えを纏まとめ上あげ、木から降りると同時、意識を集中する。公園の出口に向かうその男の前方に移動するビジョン。自分が人の形から解放されるビジョン。

　自分が、雷へと、変わるビジョン。

「――――ふっ！」

　紫し電でん一いつ閃せん。雷らい化かを果たした俺おれは、そう評するに相応ふさわしい速度をもってその男の前へと回り込んで人の形に戻る。

「ひ、ひぃっ」

　一瞬にして目の前に現れた俺に驚いたのか、その男は即座に百八十度旋回して――

「――馬ば鹿か野郎！　下がれっ！」

　俺の制止も間に合わず、既に両りよう腕うでの鉈なたを振り被かぶっている壊世かいぜに向き合う事になる。その事態に、男の動きが驚きよう愕がくで止まる。無論、壊世は止まらない。

「くそっ！」

「ひ、ぅわぁっ！」

「両肩切断」

　俺は慌てて男の両りよう足あしを払って姿勢を崩す――瞬間、壊世の鉈が男の顔を掠かすめた。

　しかし、それで終わりではない。

　壊世は外したのと同時、振り下ろした両腕をすぐに持ち上げ、倒れた男の頭に向ける。

「頭ず蓋がい斬ざん壊かい」

「ふざけ――るなぁっ！」

　そのまま叩たたき付つけられる鉈。しかし、その直前に俺は男の首根っこを掴つかみ、後方へと一気に投げ飛ばす。その結果として、壊世の鉈は、二本とも地面に突き刺さった。

「う、うわぁあああっ！」

　先程から当人そっちのけの事態に、男は悲鳴しか上げていない。しかし、それに構う暇は無い。俺は即座に男の側そばに駆け寄り、投げ飛ばされた衝撃に呻うめいている男に詰め寄る。

「――おいっ！　お前、『超能力事件ケースＰ』の関係者か!?」

「ひっ、ぼ、僕は――」

「『はい』か『いいえ』で答えろ、早く！」

「は、はいぃ！」

　無理矢理聞き出した答えだから正しいかどうかに若干不安はあるが、しかし、この状況で咄とつ嗟さに嘘うそを吐つけるとも思えない。なので、俺はその男の発言を信じる事にして――

「ぐ、このぉっ！」

　背後から、俺ごと斬きり付けようとした壊世の鳩みぞ尾おちに、裏うら拳けんを叩たたき込こんだ。

「――ぐ、ぷ」

　その瞬間、フードの隙すき間まから壊世の顔が見えて――俺は、ゾッとした。

　その表情、と言うよりは、その双そう眸ぼう。

　俺に殴られてなお、俺の前にいる男に向けられた、絶対零度の殺意の視線。それこそ正に、殺人鬼の視線だった。

　そして、俺がその壊世の視線に怯ひるんだ一瞬。その隙に動いたのは壊世――ではなく、俺の前にいる男だった。

「――あ？」

「んぇ？」

　俺おれの前にいる男と言ったが――しかし、そこには既に誰だれもいなくなっていた。勿もち論ろん、走り去った気配も後も無い。

　しかしその答えは、壊世かいぜの殺人鬼としての本能が教えてくれた。

「――逃亡禁止」

「……っ、あぁもう、畜生！」

　先に駆け出した壊世を追うように視線を向けると――そこは既に公園の出口の向こう側。そこに――先程までここにいた筈はずの男が、素人丸出しの姿勢で走っていた。

　その事実で、俺はあの男の能力を把握する。

「まったく、面倒くせぇっ！　瞬間移動テレポートかよっ！」

　そう考えれば、説明は難しくない。ようするに、『超級ダイブ』は、被害者が瞬間移動によって上空に移動させられた事で起きたのだ。

　先程の、俺達たちのように。

　だが、今の問題はそこではない。最たる問題は――如い何かにして壊世を宥なだめ、あの男を生け捕りにするか、だ。

　とは言うものの、考える時間など壊世も男も与えてくれず、俺は再度雷らい化かして、逃げる男と追う壊世に迫り、そのまま男の前へと移動する。

　男が逃げ込んだのは、まるで計ったかのように人気のない小道だった。

「ひっ!?　――うげぇっ」

　紫し電でんと共に俺が目の前に現れた事に怯おびえる男に、俺は何の躊躇ためらいも無く鳩みぞ尾おちへと拳こぶしを叩たたき込こむ。正直、こんな道に来てくれなければ、確実に俺と壊世は警察行きだっただろう。

　さて置き、男は本当に軟なん弱じやくだったようで、拳一発で気を失い、地面に倒れる。その直後、恐怖を駆り立てる視線を凍いてつくような無表情で彩った壊世が真まっ直すぐに男へと鉈なたを向け、

「いい加減にしろ、この馬ば鹿か」

「ぴぎゃっ」

　バチンッ、と、俺が放った紫電――精せい々ぜい足止め程度の威力――を真正面から浴びて、漸ようやく壊世の目に正気が戻った。

「あー、あぅ。すんません、目、覚めたです」

「まったくだな。ったく、ここまで面倒だとは思わなかったぜ、畜生」

　フラフラと揺れながら謝罪する壊世に、俺は愚痴を零こぼしながら、先程気絶させた男を抱え上げようとして――

「ぃい、ぎ、ぎ、ぐぅううっ！」

　その男の首が右回りに捻ねじれ始めた。

「――は？」

「ぎぎぃ、ぎ、ぃぐぇ、えぇええっ！」

「な――んだよ、これ！」

　俺おれは半ば混乱しながら、捻れる男の首を戻そうと顔へと手を伸ばし、逆方向へと力を入れるが、その力は万力のように強固で、そのまま捻れていく。

　そうして、明らかに人間の限界以上に捻れ始めた男の首から伝わる痛みは、本人にとっては圧倒的な辛苦であろう。既に男の目は白目を剥むき、口からは泡を吹いている。

「って、何でいきなり！　こんな！」

「アキちゃん、あっち」

　この状況でも、相変わらずマイペースな壊世かいぜが指し示した方を見れば、少し離れた場所から、妙な男が近付いてきた。

　二十代半ばほどだろうか。メッシュの入った黒の短髪。赤いタンクトップ。黒いジーンズにごついベルト。両りよう腕うでには縞しま模も様ようの指抜き長手袋が嵌はめられている。姿からして、異様な男だった。

「何だ、お前」

　警戒を含んだ俺の問いに答えず、その妙な男は、俺の足元にいる男に声を掛ける。

「駄目だよー、キミィ。使い捨ての分際でバラしたら」

　まるで鶏のような甲高い声で話しながら、そいつは近付いてくる。そして――その妙な男が近付いてくるのに合わせるようにして、足元にいる男の首はどんどんと捻れていく。

「まーったく一回目が上々だったから、もう一回使ってあげようってのに、こーんな失態晒さらすんじゃ――」

　俺達たちとの距離が三メートルまでに縮まる。同時に、その妙な男は手を突き出し、中指と親指を折り曲げ――

「始末するしか、ないじゃあないかぁ」

「ぎゃぇっ、っぱ」

　同時に、足元の男の首が捻ねじ切きれてしまった。

　捻じ切れた首からは、ドプリドプリと、一定のリズムを刻みながら血が溢あふれ出でてきて、地面に広がっていく。転がった頭部にある顔は、痛みと恐怖に歪ゆがんだままだった。

　その光景を視界の端に留とどめ、沸き立つ怒りを抑えながら、妙な男に視線を定めた。

「……ったく、壊世といいお前といい、人の命を何だと思ってやがる」

「ふん？　妙な事言うね、キミ。人の命って言ったら、簡単に壊れるものだろう？」

　男は悪びれもせずにそう断言する。その異常性に今すぐにでも顔面に雷撃を撃ち込みたくなるが、何とかそれを堪えて現状を確かめる。

　今のは明らかにこの妙な男の仕業だろう。なら、その仕組みは何なのか。それを考える前に、捻ねじ切きれた首を見て、『超能力事件ケースＰ』の三件目を思い出していた。

　あの事件、被害者の死因は失血死だが、話題になったのは死体の損傷具合だ。何せ、四人分の死体の全すべてが、両手両足が万力で締めるように捻じ切られており、そこから『歪わい曲きよくアート』と呼ばれている。正に、先程の男の首が捻じ切られたように。

　それが意味する事は、単純に一つ。

「お前が、『歪曲アート』の実行犯か？」

「イエス、アイアム。ミーの名前は阿久津あくつ。フォーレス＝阿久津。以後よろしく、ねぇ」

「以後なんて無いです」

　気軽に自分の名前を明かした男、阿久津の真上、阿久津の殺気に反応したのか、いつの間にか壊世かいぜが鉈なたを振り上げ、阿久津に飛び掛かった――って、おい！

「馬ば鹿か、引け！」

「両りよう腕うで頂ちよう戴だい」

　無論、殺人鬼のスイッチが入った壊世に俺おれの制止など届きはせず、彼女は二本の鉈を阿久津の両肩に振り下ろし――

「無粋だねぇ」

　中空から右回りに、不可視の力で弾はじき跳ばされた。

「んぁ、っと」

　そのまま俺の横に転がってくるが、大事は無かったようで、直すぐに受身を取って立ち上がり――再度突っ込もうとしたので、

「お前はいい加減にしろっつーの！」

「ぅげぶっ」

　前傾姿勢の壊世の額に、思いっ切り裏うら拳けんを叩たたき込こんでやった。

　結果として、壊世の上半身が後ろに引っ張られ、下半身は進行方向へと向かい――仰あお向むけにぶっ倒れてしまった。

「「「……………………」」」

　俺、壊世、阿久津の沈黙が暫しの間この小道に満ちる。そうして、そんな沈黙を最初に破ったのは、仰向けのままの壊世だった。

「あんのぉ、アキちゃん。あたしを止めるのは構わねーんですけど、もちっとマシな方法は無いもんですかねぇ？」

「その内に考えとく。それよりも、フォーレス＝阿久津、つったか？　今は、お前だ」

「んんー、面白いコントを見せてもらった上に、一度で名前を覚えてくれるのは相当に有難く面白いねぇ」

「そんな事より、お前は何だっつーんだよ。いきなり出てきやがって」

「んー？　いやそれは簡単だねぇ」

　見てるこっちが不愉快になるように、そいつは愉快そうに笑う。

「単純にゴミの処分、だねぇ。一個目のゴミはキミ達たちが処分してくれたから、手間が省けて有難かったくらいだしねぇ」

「……一個目って、『火葬ライブ』のヤンキーか？　見てたのかよ、お前」

「まぁねぇ。ここらを根城にした以上、ある程度の目は光らせとかないと、ねぇ？」

　俺おれの中で情報が一致していく。『火葬ライブ』と『超級ダイブ』の両実行犯は一般人上がりな感じがあった。だからこそ、こいつはあの二人を「ゴミ」と呼んだのだろう。それで理解する。フォーレス＝阿久津あくつは、確実に俺や壊世かいぜと同じ人種なのだと。

「アキちゃんアキちゃん、あいつ殺したいんですけど」

「我慢しろ。つーか考え無さ過ぎ。俺が止めねぇと死んだかもしんねぇぞ」

「いやー。身体からだが反応しちゃいまして」

　それは、仕方ないとは思うが。しかし、ここまで融通が利かないとは思っていなかった。まさか彼我の実力差を無視して動くとは、かなり危ない事だ。

「――さて、こんな感じな挨あい拶さつになっちゃったけど、ねぇ」

　俺達の剣けん呑のんな雰囲気を感じ取っている筈はずなのに、そいつは気にした様子も見せずに踵きびすを返した。

「おいっ！　待ちやがれっ！」

「キミ達もさっさとここを離れた方がいいと思うよぉ。いつ誰だれがここに来るかなんて、解わかったもんじゃ無いからねぇ。おっと、忘れてたねぇ。ミー達のボスから、キミ達に伝言だ」

　クルリと反転し、再びこちらを向いた阿久津は、ビシッと俺を指差した。

「ミー達のボスは常に優秀な人材を求めてる。だからこう言ってたねぇ。『今度顔を合わせて、僕達と一緒に先を目指さない？』ってさ」

「ふざけんな。受けるわけねぇだろそんな話」

　当然のようにその話を蹴けった俺なのだが、阿久津はその不愉快な笑みを変える事無く、再度踵を返す。

「ま、そこら辺は次回に期待って事で、じゃぁねぇ」

　ひらひらと右手を振りながら、阿久津は曲がり角を曲がり、俺達の視界から消え去った。

　その後ろ姿が見えなくなってから、俺は地面に転がる死体を見る。

　捻ねじ切きれた首は、苦く悶もんの表情をそのままに、何も映さない虚うつろな目をいっぱいに開けている。俺は可能な限り流れる血を避けて、男の生首の側そばに行き、その両目を閉じてやる。

　この男に対する同情は、無い。この結果は自業自得だろうし、それ以前に、こいつは俺達を殺そうとしてきた。だが――

「それでも、許せねぇって思うんだよなぁ……」

　さっきの男、確か、フォーレス＝阿久津あくつとかいったか。まるでこの男を人扱いもせずにあっさりと殺した男。

　俺おれは、その事実が許せなかった。

「アキちゃんアキちゃん。これから、どうするですかね？　この死体とか、さっきの奴やつとか。追っかけるですか？」

「いや……、止やめとけ」

　壊世かいぜの問いに、俺は深く息を吐き出してから答える。

「死体は、どうせこれから人が集まるだろうから無む闇やみに触るわけにもいかねぇし、長居すると面倒になるのは、口惜しいがさっきの野郎の言う通りだしな。あんましいい気はしないが、放置させてもらう」

　最後に一度、合掌してから俺は立ち上がり、思考を切り替える。

「それに、あいつの能力も未知数だし、ここで深追いして罠わなだったり、そうじゃなくても警察とかに見付かると面倒だしな。だから、まぁ……」

　思い付く限りの可能性を挙げながら、俺は踵きびすを返す。考えるべき事はいくつもあるが、今俺が考えているのは、壊世の事だった。

「どーしました？」

「……いーや、何でもない。さっさとずらかるか」

「うーい」

　そんな呑のん気きな返事を返す壊世を見て思う。俺はまだこいつを信用できない。いつ、どんな時にまた不要な殺人を犯すか解わからないからだ。

　例えば、さっきもそうだ。フォーレス＝阿久津へのあの特攻。もしもあれが成功していたら？　壊世の狙ねらい通り、奴の両りよう腕うでが肩から切断されたら？

　生あい憎にくながら、俺には治療の心得なんて無い。止血すら満足にできないと思う。それが四し肢しそのものをぶった切ったとあれば尚なお更さらだ。だとすれば、確実に奴は、フォーレス＝阿久津という人間は、失血死かショック死の可能性があったのだ。

　だが、そういった懸念以上に、壊世の殺人鬼としての本質のヤバさを、俺は今回、十二分に実感した。

　本能による殺意。殺人のための本能。それが起こす行動の突発性と凶暴性。それに対して、俺は衝撃によって正気を戻す事しか手段を講じられなかった。

　そして多分、これからも俺は壊世の殺人鬼としてのスイッチが入る度に、暴力を持ってそれを止める事になるだろう。

　その結果として、俺が誤ってこいつを殺す可能性もある。

　いや、それだけではない。寧むしろ、逆に俺が止め切れず、壊世が不要な殺人を犯したとしても、俺が壊世を殺すと約束しているのだ。

　たとえそうなっても、こいつは自分の失敗を認め、何の躊躇ためらいも無く俺おれにその頭を垂れるだろう。「悪いのはあたしなんで」、とでも言って、簡単に。

　俺は、それが嫌だと考えていた。

　不要な殺人は許容できない。だから危険な壊世かいぜを殺す。これが矛盾なのは解わかってる。だが、俺が躊躇ったのはそういう理由だけではなかった。

「……なぁ、壊世。お前、俺の事嫌ってる？」

「はえ？　別にあたし、アキちゃんの事嫌ってないですし、寧むしろ好きですけど」

　こうやって、こいつは容易たやすく人に懐くようだ。その本人が、自分を殺す可能性があるというのに、だ。

　それが俺には辛つらくて、それ以上に嬉うれくて。これまで、両親が死んでから人との間に距離を作っていた俺に、久方ぶりに知人ができたことが本当に嬉しくて、失なくす事を惜しんでいる。

「お前は、何つーか、本当に扱いが難しいよな」

「んぇ？　どゆ事ですかね？」

「何でもねーよ」

　自分でも理解しきれない感情を誤ご魔ま化かすようにそう言って、俺は踵きびすを返す。

「兎とに角かく、一回俺の家に戻って、情報を纏まとめとこう」

「あいあい。了解しましたー」

　そんな喜びと自虐とを誤魔化すよう、壊世の前を早足に進む。家に戻ったら、まず、壊世の暴走をまともに抑えられる方法を考えよう。そう思いつつ、後に『歪わい曲きよくアート・アンコール』と呼ばれる事件現場から立ち去った。



　　　◆



　現場からこそこそと人目を避けるように帰宅すると、時間は既に午後三時を回っていた。予想以上に時間が経たっていた事に驚くが――郵便受けに入れられた一通の白い封筒が、その驚きを後回しにさせた。

「何だこれ？」

「んむー？　差出人が無いですね」

　覗のぞき込こんできた壊世の言った通り、切手も無ければ郵便番号も住所も書いていない。その白い封筒には、ただ『天音櫛あまねぐし秋良あきらへ』とだけ書かれている。暮れ始めた夕日に透かして中を窺うかがうと、入っているのはどうやら三つ折にされた紙だけのようだった。

「……誰だれからだ？」

　もし差出人名だけが無く、俺の家の住所などが書かれた当たり前の封筒とかなら心当たりがあるのだが、こんな風に如い何かにも直じかに投とう函かんしました的な手紙を出す様な人物には心当たりは無いし、そんな変人な知り合いを持った覚えも無い。

「考えるのは後にしません？　ずっとここで立ち往生ってのはアレですしねー」

「ん、あぁ。そうだな」

　フードを被かぶったままの壊世かいぜに促されるまま家に入り、二人向かい合うようにソファーに腰を下ろすと、どっと疲れが来た。予想以上に精神的にも肉体的にも疲弊していたらしい。

「あー……。疲れたけど、まずはこれか」

「そですねぇ」

　身を乗り出してきた壊世の肩を横目に、俺おれは封を切って中身――予想通り三つ折にされた紙を取り出した。

「んー？」

　その紙を開くと、短めの文章が印刷されていた。

「手紙、だな」

「して、その内容は？」

「あーっと？」

　何となく壊世に渡してもまともに読むように思えなかったので、音読する事に。

「んー、『天音櫛あまねぐし秋良あきらへ――』」



　天音櫛秋良へ。

　フォーレス＝阿久津あくつより伝言を受けている場合、明日午前零時、君が初めて『超能力事件ケースＰ』の実行犯と会った場所で待つ。

　同伴人数は自由。時間厳守。

　ＤＯ製造者より。



「との事だが」

「罠わなですかね？」

　それが妥当な考えだ。俺だって、こんなものに誘われてホイホイ行く気にはなれない。

「まぁ、これが罠であれ何であれ、その前にお前には言っておく事がある」

「あい？　何ですかね？」

「これ以降、俺はお前の暴走を可能な限り温ぬるい手段で止めようと思ってる。だが、その際にお前がどうしようもないなら、最悪の結果になる可能性がある事を理解しておけ」

「……やっぱ、アキちゃん。あたしはご迷惑ですか」

「そういう問題じゃねぇよ」

　無表情のままではあったが、珍しく項うな垂だれ、しおらしい態度を取る壊世に、俺は言い聞かせるように話す。

「迷惑とかじゃなくて、単純に、この手紙からも解わかるが、相手は組織的な規模なんだ。下手な時に味方が減るのは得策じゃねぇだろ」

「成程。あい、解りましたです。以後気を付けます」

　フードを取って頷うなずいた壊世かいぜは、その後で手を出してきた。

「……何これ？」

「んと、味方と言ってくれた事と、感謝の気持ちって感じに、握手くらいしようかな、と」

　袖そでに覆われたその手を伸ばしたまま、壊世は相変わらずの人形染みた顔で首を傾げた。

「味方云うん々ぬんはさて置き、感謝って何にだ？　俺おれはそこまでの事をした覚えは無いけど」

「助けてくれたじゃないですか。『超級ダイブ』の時も、阿久津あくつさんとやらの時も」

「……後者は、俺はぶん殴っただけな気がするが」

「結果オーライです」

「あぁ、そう……」

　結局、俺は少し悩んでからその手を握り返す。袖のせいで手の感触は解らなかった。

「そんで、お前はどうする？　正直、この招待状、俺にしか宛あてられてないんだけど」

「もち、同伴します。アキちゃんとはそういう約束ですし、今更蚊か帳やの外になぞ、出る気は無いですよぅ」

「まぁ、そうだな。――にしてもＤＯ、か」

　俺は壊世から手を離して、今回の件について考える。

　結局、今日の調査で解った事は、相手が組織である事、その中でも重役と使い捨てが存在している事。そして――

「ＤＯってのは、超能力の発現を促す薬品って事で間違いは無いな」

「はえ？　何ですかいきなり」

　ＤＯ服用者と思われる連中が今まで見せてきた能力は、世間的に超能力と呼ばれるものに違いなかった。

　ヤンキー主犯の『火葬ライブ』はパイロキネシス。

　気弱そうな男が主犯の『超級ダイブ』はテレポーテーション。

　そして、阿久津が主犯の『歪わい曲きよくアート』は――

「多分、サイコキネシスの類たぐいだと思う」

　気弱そうな男の首を捻ねじ切きった事と、真上から襲い掛かった壊世を何の動きも見せず、不可視の力で弾はじき飛ばした事。それらから判断すると、サイコキネシスと呼ぶのが一番適した能力ではないかと考えられたのだ。

「勿もち論ろん、確定じゃないけどな。ぶっちゃけ不可視の力場による物理干渉の異い能のうなんて、その道を探せばいくらでもいるし。だが、他ほかの二人を見るに、まず間違い無いだろ」

「……ふむ。サイコキネシス、ですか」

「何か心当たりでも？」

　俺おれの質問に、壊世かいぜは顎あごに袖そでを添えて思案のポーズを崩さずに一つ頷うなずいた。

「何となくですけど……。あたしが阿久津あくつさんとやらに吹っ飛ばされた時、何か弾はじかれたというよりは……、振り回された――って感じだったんですよねぇ」

「振り回された？」

　確かにあの時を思い返すと、壊世は阿久津の真上から横回転しながら吹っ飛ばされていた。それが振り回されたと感じるのなら別にいいが、しかし、それだけでは単なるサイコキネシスと言う他ほかに無い。何せ力というものは回転を加えた方が威力は上がるのだ。なら、操れる力場を回転させる事で威力を上げている、もしくは少ない力で上々な威力を発揮するための技術と言えなくも無い――と、そこである事を思い出した。

「そういえば、阿久津さんって『歪わい曲きよくアート』の犯人さんなんですよね」

「あ、やっぱお前もそこに考えがいったか」

「はい？」

　不思議そうに首を傾げたところを見ると、本人は考えなく浮かんだだけらしかった。壊世にまともな意見を求める気など無いから、それはそのままにして俺は話を続ける。

「いやさ、俺もさっき直じかに会ったインパクトが大き過ぎて忘れてたけど、あいつって、『歪曲アート』の実行犯なんだよな。そうなってくるといろいろと見えてくる――ってーか、場合によっちゃあいつの力の法則性が解わかるかもしれん」

「…………あの、アキちゃん。少しいいですか？」

「あん？」

　いつも通りの無表情ながら、雰囲気だけで真剣さを帯びた壊世が、珍しく控えめに話し掛けてきた。

　何事かと思い、俺は黙って続きを促す。すると、その奥の見えない双そう眸ぼうを、まるでスイッチが入った時のように暗くして、彼女は口を開く。

「できれば、その法則性に結構な自信が持てたなら、あたしに教えてくれませんか？」

「んー、いや元から教える気だったが――」

「その上で」

　壊世の要求が察せられず、首を傾げながら答えた俺を遮って、彼女は言った。

「その上で、阿久津さんの始末は、あたしに一任してくれませんか？」

「…………あぁ、成程ね」

　そこまで言われて漸ようやく気が付いた。壊世は悔しかったのだ。自分が――真正の殺人鬼が、偽りの殺さつ人じん狂きように後れを取ってしまった事が。一度とはいえ、上手を取られた事が。

　これは彼女が持つ誇りの問題だ。本来ならば、もっと詳しく調査して、各個撃破に適した状況や戦術を考えるべきだ。

　だが、俺おれは彼女の要求に肯うけがいた。

「そういう事なら是非はねーよ。やる気があるってーなら上等だ……。ただ、殺すな、とは言っておく」

「努力はします」

　壊世かいぜにしては前向きな答えではあったが、しかし、不安は残る。だというのに、それ以上追及しないのは、俺が情に流されているからだろうか？

「兎とに角かく、阿久津あくつは壊世に任せるぜ」

「合点承知。お任せ下さいな」

　現状での問題は、未いまだに山積みだ。

　敵の数、敵の規模、敵の本拠地、ＤＯの普及率。どれを取っても頭を抱えたくなる現状ではあるが、それでも目的があるのと無いのとではモチベーションは違う。だったら、味方はベストテンションの方がいい。そう考え、俺は壊世の要求を受諾したのだった。



　それを区切りに、これからどうするかと考えていると、不意に壊世が話し掛けてきた。

「あ、そーだアキちゃん。お風ふ呂ろ使わせてもらっていーですかね？」

「ん？　風呂？」

「そう、風呂」

　唐突な壊世の要求に俺は少し戸惑うが、別におかしな事は無い。何せ昨日は入っていないし、壊世だって（一応）女なんだから、二、三日も風呂どころかシャワーすら浴びれないのは苦行だろう。

「解わかった。今から沸かすからちょっと待っててくれ」

「ぅいーす」

　壊世が返事をしながらソファーに寝転がるのを見つつ、俺は居間を後にした。

　その後、十分も掛からなかった風呂の準備を終えて戻ってみると、

「……何で頼んだ張本人が寝てるんだよ」

　壊世は、ソファーに寝転がったまま眠っていた。いや、寝転がったまま、というのは語弊がある。正確には、猫のように寝転がって、だ。

「猫耳でも付ければさぞ似合うんだろうな……。さて置き、どうすんだよ、コレ」

　口に出してみても答えは見つからないとは思ったが、それでも口に出すのは人の性さがか。

　さて置き、すやすやと静かな寝息を立てて眠る壊世。その姿は見た目以上に幼く見える。

「ったく、無防備な。……お前にとってここは寝床扱いなのかよ」

　意識が無い事をいい事に、すぐ側そばまで近付いて人形じみた顔を観察する。彼女の水底のような黒の双そう眸ぼうは閉ざされ、整った顔が寝息に合わせて上下する。俺はそんな壊世が予想以上に綺き麗れいに思えて、暫しの間見み惚とれてしまっていた。

　暫しばらくして、唐突に鳴り響いた電子音に、俺おれは慌てふためいた。

「――んなっ？　な、何？」

　何事かと思い周囲を見回すと、見慣れた機械――湯が張られた事を知らせる壁に付けられたパネルが、緑色の光を点滅させていた。

「あぁ、はいはい。驚いたなー……。ん？」

　基本的に俺の家の風ふ呂ろはボタンを押してから三十分前後でこの音が鳴る。つまり。

「三十分もこいつを見てたのか、俺は」

　言葉に出してみて、心底から呆あきれ返かえる。自分で自分が馬ば鹿からしい。

「ん～、んむ……。んぁ？」

「起きたかネボスケ。風呂の準備できてんぞ」

　壊世かいぜの瞼まぶたが動いた時点で俺は即座に立ち上がり、平静を装って声を掛ける。

「あー、はい。お風呂ですねー。さんくーです」

　のっそりと、猫のように起き上がりながら壊世は居間から出ていこうとして、振り返った。

「できれば、案内してくれますかね？　あたし、この家の間取りなんて知らねーですんで」

「まぁ、そうだわな」

　俺は溜ため息いき交じりに壊世を風ふ呂ろ場ばまで案内する事になった。



　で、壊世を風呂に送って、やる事も無く居間のソファーに座り込む事三十分。女の入浴がどれほど時間を要するか知らないが、果たしてこれは長いのか否いなか。あえて女性の入浴時間に例を挙げるとなると、幼少時の在歌あるかさんしか思い浮かばないために参考にはならないだろう。加えて普段十五分前後で入浴を済ませる身としては、二倍時間が掛かっている事をどう捉とらえるべきなのだろうか？

　などと考えていると、浴室の方からペタペタと足音が聞こえてきた。

「アキちゃーん。出ましたー」

　相変わらずな呑のん気きな声に振り返ると、

「…………は？」

　全裸のまま髪をバスタオルで拭ぬぐっている壊世の姿があった。

「な、っちょ、おま！　き、着替え！　服！」

「んぇ？　あー、服ですか。つってもあたし、風呂上がりっていつもこんなんですけど」

「ざっけんじゃねぇぞゴルァッ！」

　俺は可能な限り壊世を見ないようにしながら居間を走り去り自室へと飛び込む。その勢いを殺す事無く箪笥たんすに駆け寄り、そこからジャージの上下を引きずり出して、再び居間へ。

　案の定、居間では裸の壊世が突っ立ったままだった。未いまだに濡ぬれてる髪からは雫しずくが落ち、常はコートに隠れている肢体へと滴っていく。その身体からだはコート越しでは解わからなかったが、歳とし相応かそれ以上の女性としての膨らみを――じゃなくてっ！

「これ！　着ろ！　今すぐ！」

　俺おれは慌しくジャージを壊世かいぜに投げ付けて後ろを向く。

「……あー、何かアキちゃんも兄さんと同じ事するんですねー。兄さんもあたしが風ふ呂ろから上がるといつもそう言って無理矢理服着せようとするんですよねー」

「当然だ！　お前に羞しゆう恥ち心しんが無かろうとも俺の方に問題があるから即座に着ろ！」

「んむー。まぁ、仕方ないですかね」

　仕方ないのは俺の方なんですが。さて置き、壊世も別に裸でいる事に執着は無かったのか、あっさりとジャージに着替え始めたようで、背後から布の擦れる音がする。しかし、何な故ぜ、こうも布の擦れる音ってのは人の脳を掻かき混まぜるのか。そんな感じで妄想に囚とらわれそうな俺の脳を必死に抑えながら、俺は壊世が着るのを待つ。

「――ったく、何だってんだ」

　この正体不明な状況に眩暈めまいを覚えながら振り向けば、袖そでも裾すそもかなり余らせた状態の壊世がソファーに座っていた。

「やっぱサイズは合わないか」

「いや、ピッタリですけど」



    

  
    
      



    

  
    
      「いつものお前の服装と一緒にすんな」

　だぼだぼのコートが私服だからか、サイズが大きすぎる俺おれのジャージにも文句は無いらしい。

「つーか何で裸なんだよ。お前、いくら殺人鬼っつっても常識を知らんわけじゃあないんだろ？」

「んー、んんー。そうは言いますが、あたしにとっちゃこれが普通なんですよねー」

　それはおかしいという事に是非とも気付いてほしいんだが。

「で、お前はその点も兄さんとやらに世話になってんのかよ。本当、その人には同情するぜ。毎回こんなんじゃ大変だろうに」

「兄さんはお節介が過ぎるんですよ。いつもはそれで助かってますけど、これに関しては身体からだ乾いたらちゃんと着替える所存ですし」

「乾くまで脱衣所から出てくんじゃねぇよ！」

　こいつはどれだけ常識が欠落してるんだ。なんて、思いながらも俺の思考は結構いっぱいいっぱいだった。そりゃ俺とて年とし頃ごろの男なわけで、目の前であんなにも無防備に、しかも上質といって差し支えの無い裸体を見せられたとあっては、精神的に厳しいわけで。

「おや、顔が真っ赤ですがアキちゃん。……もしや、あたしの身体にムラムラしたとか？」

「うっせぇよ。悪いかよ。こちとら真っ当な神経持ってんだから目の前に女の裸とかあったら気まずくなるだろがよ」

「ふむ。そりゃまそうですな。あたしの考え不足でした」

「……ったく」

　俺はどうにか心拍数を抑えながら立ち上がる。

「着替え、どうせ無いんだろ？　服はどこに放置したよ？」

「脱衣所の脱衣籠かごに、ポーンと」

「あっそ。洗濯しといてやるから、取とり敢あえず今日はそれで我慢しとけ」

「んふふ～」　

　居間を出て脱衣所に向かおうとした俺に、壊世かいぜはこいつにしては珍しいにんまりした笑みを向けてきた。

「……何だよ」

「いえいえ。ただ、アキちゃんは優しいなぁ、と」

「あ？」

「普通って言うなら、こういう時ってあたしを押し倒したりするんじゃないですかね？　それをしないで世話してくれるんですから、優しいですよね」

「……そういう危ねー思考ができるなら二度とあんな事すんじゃねぇよ」

「はいはい」

　何だか腑ふに落ちないものを感じながら、俺おれは改めて脱衣所へと向かうのだった。

「あ、下着とかは気にせず触ってもらって構わないので」

「だから！　わざわざ！　そういう事を！　言うんじゃねぇ！」

　俺は顔が真っ赤になるのを自覚しながら、無む頓とん着ちやくな壊世かいぜに怒声を浴びせるのだった。



　三十分後。俺も入浴を済ませ、先程までの気分を気合で鎮め、思考を切り替える。

「つー事で、全部は明日の夜だな」

「了解。――明日は喧けん嘩か、無しですっけ？」

「その筈はずだが、警戒するに越した事は無いだろ」

　漸ようやく話の方向性が決まり、伸びをしながら壊世に答える。そう、多分勝負は明日日曜の夜であり、明後日である月曜日との間――午前零時からだ。

「だから、それまでは存分に休んで、準備整えとこうぜ。っつー訳で、先ずは飯だ。壊世、お前何か喰くいたい物あるか？」

「ほほう。食事ですな。あたしは何でもいいですけどー。敢あえて言うなら、手料理、期待してますぜ」

　ニヤリと、これまた珍しい笑みを見せた壊世は、今までで一番楽しそうに見えたから、たまにはこんなのもいいかな――なんて思う俺なのであった。



    

  
    
      


第四章　午前零時の会談



「お早う、秋良あきら君」

「お早う御座います、在歌あるかさん」

　翌日朝八時。健すこやかな朝日が眩まぶしい中、私服姿の在歌さんが俺の家を訪ねてきた。

「こんな朝早くにどうしたのさ？」

「ん？　んー、一昨日おととい私を置いてけぼりにしていった秋良君が何しているのかなー？　って思って」

「…………すんません」

　怖さすら感じさせる満面の笑みで痛いところを抉えぐる在歌さん。しっかり恨まれてました。しかしその笑みもすぐに崩れ、不安そうに視線を落とし、両手を胸の前で緩く組んだ。

「あと、ちょっと、夢見が悪くてね」

「……あぁ、成程」

　その言葉に、在歌さんが『肉体ロスト』の事を夢に見たのだという考えに至る。確かに在歌あるかさんにしてみれば、あんな惨状を目まの当あたりにしたのは初めてなのだから、何度か夢に見てもおかしくは無い。それだけで、俺おれは在歌さんがここに来た理由を察した。

「何つーか、変わんないね。在姉ぇは」

「うぅ……。いいじゃない。怖かったんだもん」

　この人は昔から何か怖い事があると、暫しばらくは俺や親の側そばを離れる事ができない癖があった。俺の両親が死んでからは無くなった癖かと思っていたが、どうやら未いまだに治っていないらしい。

「それで、その、今日はこの家にお邪魔してもいいかなー？　って」

「あー、…………えーと。できれば、遠慮してもらいたいかなぁ？」

　俺の言葉が意外だったのか、在歌さんは童顔気味の顔を不思議そうに傾げた。その仕草が、少し壊世かいぜとダブる。

「どうして？」

「イエ、ソノ、一身上ノ都合ト申シマスカ……」

　思わず片言になった俺に、在歌さんはスカートに覆われた足を一歩進め、俺に詰め寄るように柔にゆう和わで見慣れた、しかし今度は若干不ふ機き嫌げんそうになった顔を近付けてきた。

「でも、こないだは入れてくれたじゃない。それに、今までは入っちゃいけないなんて一回も言わなかったのに、どうして？」

「イヤー、此方こちらトシテモ説明シ難にくイ状況デシテ」

　確かに、今までは在歌さんの来訪を拒んだ事など一度も無い。しかし、今はまずい。単純に見知らぬ女性を家に上げているっていう状況もそうだが、何せそいつは殺人鬼なのだ。いくら本人が自制云うん々ぬんを言っていたとしても、何かの拍子に流血沙ざ汰たになったら大変とかで済む問題じゃないのだ。

　故に、ここは在歌さん本人のため、何としてでもお帰り願わねば――

「んぁ……、んむ。……おはよごぜーます、アキちゃん。お客さんですかね？」

「…………君は空気を読むという行為ができないのかね」

　俺の必死の決意を蹴け散ちらすように、問題の渦中にある殺人鬼さんが階段を下りてきた。寝起きが悪いのか、昨日着せたジャージに覆われた両手両りよう足あしをだらけさせ、目を眠そうに細めながらこちらにやってくる。

「んにゅ、んむぅぁあ～ぁ」

「でかい欠伸あくびをしたとこ申し訳無いが、絶賛取り込み中なんでな。顔洗って居間に置いてある朝食喰くってろ」

「……あい。んぁ～」

　本当に眠いのか、コシコシとジャージに覆われた手で目を擦こすりながら洗面所へと向かっている壊世。その後ろ姿を見送ってから振り返ると、

「……………………誰だれ、今の？」

　静かに、ただ静かに異様なまでの威い圧あつ感を放ち、屋上で藍あいさんと会った時のような無表情で在歌あるかさんが立っていた。

　うわー、さっきより怖くなってますよ。

　そう判じた俺おれは、どうにか笑顔（でも引ひき攣つった）を模かたどり、平静を装った声で無難な回答をする事に。

「エート、友達デスヨ？　諸事情ニヨリ数日ホド宿ヲ貸ス事ニナリマシテ」

「嘘うそ」

　怖っ！

「嘘だよね、それ。ねぇ秋良あきら君。あの女の子、誰？　ねぇ、正直に答えて？」

「……………………」

　俺はその気迫に気まずくなりながら、それでも頷うなずけなかった。何せ、壊世かいぜの事を正直に話せば、それはそのまま俺の裏事情まで話す羽目になってしまうからだ。だから、俺はこの人を拒む行為に幾いく許だかの罪悪感を覚えながら、頭を下げた。

「ごめん、話せない」

「……どうして？」

「それも、話せない」

「…………そう、そっか。じゃあ、一つだけ」

　頭を下げたままでは在歌さんの表情は見えないが、それでも声色から気迫が消えた事は解わかった。

「あの女の子、秋良君の彼女さん、かな？」

「…………はい？」

　そんな場違いな質問に、俺は思わず下げていた頭を上げてしまう。すると、そこに見えたのは、先程とは打って変わり、在歌さんの強こわ張ばりを伴う、紅潮した顔だった。

「だ、だから、あの子は秋良君と付き合っているの？」

「いや、別に、そんな事ないし。さっきも言ったけど、単なる友達、だし」

「――そっか」

　俺の答えを聞いた途端、在歌さんは顔を綻ほころばせた。まさに一喜一憂。こういう感情を隠さないところが、この人が学校で人気者である理由の一つだろう。

「なら、いいわ。私もこれ以上は聞かない事にしておくね。でも、その代わり」

　一変して朗らかになった在歌さんは、嬉うれしそうにピッと右手の人差し指を立てた。

「今度、暇な時でいいから私の買い物に付き合う事。いいわね？」

「……はぁ。まぁ、いいけど」

「約束だから、忘れたら怒るからね。――それじゃ、悪い事もほどほどにね」

　そう言って、在歌あるかさんは先程までの追及する様はどこへ行ったのかと、そんな事を疑問に思うほどの軽い足取りで、笑顔を浮かべながら帰っていった。

「……いや、何だったんだ？」

「ぉいふるおもめおぃおいをはっしれ、ぁいせたんおふいはん」

「喰くいながら喋しやべるなと何度言ったら理解するんだお前は」

　玄関の戸を閉めながら振り返ると、口の中身をおそらくは俺おれの作った朝食でいっぱいにした壊世かいぜがもぐもぐと口を動かしながら立っていた。その両手はジャージから出されており、来客用の箸はしと味み噌そ汁しるの入ったお椀わんが握られている。

「んむ、んぎゅ、ん――んむ、っくん。つまんないですね、あたしが背後にいても平然としてるなんて」

「残念ながら、気配を感じるのは得意な方でな。で、さっき何て言ったんだよ？」

「あれはですね『恋する乙女の匂においを感じて、壊世ちゃんの推参』と言ったんですよ」

　似合わねー。

「似合わねー」

「思いが口に出てますよ」

「失敬。つい真実が」

「そこは本音と言うべきです。――さて置き」

　ずずずーっと味噌汁を啜すすって、今度はちゃんと飲み込んでから壊世は続ける。

「今のお方、恋する乙女の匂いを感じました」

「いや、お前が感じるのは殺意とか血の匂いとかだろ」

「甘いですね。女は如い何かなる存在であろうとも、恋の気配には敏感なのです」

「あーはいはいそうですかー。って言っても、在歌さんに限って言えば、俺と恋仲になるなんて事は無いよ」

　立ち喰いは止やめろと促しながらリビングまで移動し、向かい合うようにソファーに座って話を続ける。しかし、こいつと話す事に違和感無くなったな。どうでもいいけど。

「まったく、甘いですよアキちゃん。そりゃもうマックスなコーヒーほどに甘いです」

　そうやって座って、味噌汁を啜っては飲み込みながら、壊世は無表情ながらに得意げな雰囲気で箸をこちらに向けてきた。こいつ、改めて思うが、食事に対する行儀が悪いな。

「男と女がそこにあれば、そりゃもう恋の可能性は無限大なのです」

「ほほー。それが赤子と老人でも？」

「……訂正しましょう。相応の年とし頃ごろの男と女が以下略です」

　やはりある程度の制限はあるようで、俺の指摘に壊世は訂正をする。

「んな事を言われてもな、あの人が俺に関かかわってんのって、昔むかし馴な染じみだからってのと、俺の両親の言伝があるからであって、それ以上はありえないよ。殺人鬼の癖に一般論語るのは構わんが、人の事情は考慮すべきだぜー」

「んむ？　両親の言伝――ですか」

　俺おれの言葉に、壊世かいぜは僅わずかに眉まゆ根ねを顰ひそめてから続きを口にした。

「そういえばアキちゃんってば、両親を亡くしてた人でしたっけ」

「あぁ、結構前にな。前も言ったが、詮せん索さくしない事を祈る」

「しませんよ。ただ、あたしと同じなんだなぁ、と、改めて感慨に耽ふけってみたり」

「……へぇ、そりゃ奇遇。あれ、でもお前、兄は――あぁ、血縁じゃないんだっけ？」

「そですねー。細かい事はスルーさせていただきますが」

　箸はしで虚空を掴つかんで、横に置くという仕草をしながら、壊世は話す事を拒んだ。話せない事があるのはこちらも同じなので、これはお互い様という事かね。

「話を戻しますが、やはり先刻の女性は貴方あなたに恋愛感情があると思うのですが、如何いかがか」

「如何か、ってなぁ……。お前、一億分の一の確率でそれが真実だったとしても、そういうのを第三者が言うのって無粋ってもんじゃねぇの？　いや、それこそ俺が一般論語るってのも可お笑かしな話だけどよ」

「少なくともあたしが話すよりはマシですね。しかし、確かにこれは無粋極まる話と言えば、その通りなのかもしれません」

　左手に握るのを味み噌そ汁しるから白米に替え、それをもぐもぐと咀そ嚼しやくしてから飲み込んだ壊世を眺めつつ、言われた事を内心で考える。どうでもいいけど、こいつって食器の類たぐいを使う時には袖そでから手を出すんだな。

「色恋沙ざ汰た、か」

「む？　もしやアキちゃんは初恋もまだだったり？」

「んー？　んー、まぁ、そうだな」

　考えてみれば、俺は人の色恋に関かかわった事はあっても、自分自身が渦中の人になるという事は未経験だ。

「そういうお前はどうよ？　殺人鬼でも恋とかすんの？」

「さぁ？　あたしも未経験なんで何とも言えねーですけど。兄さんの話じゃ皆無ってわけじゃないらしいですよ？」

「はぁん、成程。もしお前等ら殺人鬼が一般人に惚ほれたら大変だな。惚れた方は殺意を抑えなきゃならんし、惚れられた方は殺される恐怖を抱えなきゃならねぇんだから」

　何気ない俺の感想に、壊世は無表情ながらも興味深そうにこちらへと視線を向けてきた。

「確かに、その通りかもしれねーですね。んでも、ほら。皆が皆一般人に惚れるかと訊きかれたら、寧むしろ答えは逆だと思うんですよ」

「……逆って。あぁはいはい、そういう事。成程ね」

　俺は壊世の言いたい事を察した。

「確かにお前らが関かかわる人間関係つったら非日常こそが当然か。それこそ殺人鬼と殺し屋が恋をしたなんつーＢ級映画展開も有り得る、と」

「そーゆー事です。ま、あたしとアキちゃんは初恋すらまだですから、恋に恋して夢見てればいいんじゃないですかね？」

「んー、俺おれは別に色恋沙ざ汰たに憧あこがれた事は無いけどなぁ」

「奇遇ですね、あたしもです」

「……………………」

「……………………」

　空むなしい沈黙の中、むぐむぐ、ごくんと壊世かいぜが米を飲み込んだ。

「んな事言ったら今の話に意味無かったって事じゃねぇか？」

「えー？　そですかね？　暇ひま潰つぶしの時間潰しにはなったと思いますけど」

「もう会話が終わってんじゃねぇか！　時間も暇も潰せてねぇし気まずい空気が残っただけだっつーの！」

「え、じゃあトランプでもします？　ババ抜きとか」

「修学旅行かよっ！　しかもチョイスが何でババ抜き!?　二人でやっても悲ひ惨さんな結果しか見えてこねぇよっ！」

「ぬーん。なら何しますかね？　あたし花札なんかできねーですけど」

「チョイスが渋いよ！　さっきから何でそんな昨今廃れ始めてる遊びを提唱するかね！」

「そーですねー。最近の子供はそういったテーブルゲームよりテレビゲームとか携帯ゲームとかを好みますからねぇ。あ、ところでアキちゃんってポ○モン持ってません？　あったら貸して下さいな。目指せ六Ｖ」

「お前も最近の子供と同レベルかよ！」

　しかも六Ｖて。やり込み屋さんですか。

「んーぬ。だったらここは小学校時代に戻るべく鬼ごっこでもします？　本気で」

「俺達たちが本気で鬼ごっこしたら周りの住人達は吃驚びつくりすんだろが！　少しは己の異常性を自覚しろ！」

「は、大変ですアキちゃん」

「何!?」

「寧むしろこうして話してアキちゃんの反応を見てる方が面白いと気付きました」

「俺は玩具おもちやじゃねぇー！」

　バゴンッ！　とテーブルに拳こぶしを叩たたき付つけて怒ど鳴なる俺。その後で、若干気を落ち着けてから俺は再度口を開く。

「……ったく、何？　お前、例のお兄さんとやらにもこんな感じで接してんの？　だとすりゃ、そのお兄さんの苦労を察するわ……」

　行儀が悪く、行動は突発的。言動もあやふやとくれば、それはもう世話をするだけでストレス値は鰻うなぎ上のぼりだろう。ストレスに悩む殺人鬼ってのもどうなんだ？

「まぁ、この話題は置いときますかね。それはさっきの話題も然しかりという事で」

「確かに、これ以上膨らみようが無いしな。水掛け論より目先の事をどうにかするか」

「目先の事、ですか」

「そ、さし当たっては今夜のお話し合いについてだ」

　ソファーに凭もたれるように足を組んでから、俺おれは壊世かいぜに話題を提供する。

「お話し合い……ですか。でもあたしとしては、正直お話し合いよりも優先したいのは、阿久津あくつさん攻略なんですけどねぇ」

「ま、それも含めての事で――っと、悪いな。少し席外すな」

　実戦以外にはあまり興味が無いのか、あまり乗り気で無いような壊世にどう話そうかと思った時に、ポケットに入れてた携帯電話が震えだした。ディスプレイを見れば、仕事の斡あつ旋せん者しやから。俺は慌てて廊下に出て、携帯電話の通話ボタンを押して耳に当てた。

「もしもし？」

『よぉ』

　受話器越しの聞き慣れた声に、俺は緊張感に包まれた。

『一応の現状確認。大おお雑ざつ把ぱでもいいから判明した事を教えろ。状況如何いかんじゃ増援を送る』

「あ、あぁ」

　静かな相手の指示に、俺は即座に現状を頭で纏まとめ、可能な限り解わかり易やすく話した。

　ＤＯの事。壊世の事。阿久津の事。そして今日の午前零時に、敵のボスと相対するという事。

「――ってな感じ。今のところ増援とかの必要性は感じてない、かな」

『そうか。成程、な。予想以上には進んでるみたいだな。正直情報不足だから不安だったんだが……、敵の頭と接触できるのは上出来だ』

　俺の説明を聞くと、彼はそう答えて暫しばらく黙る。その沈黙が気まずくて、何と返せばいいのか解らず、まずは呼吸を整えようとした矢先、

『その殺人鬼は今もいるのか？』

「へ？」

　予想外の事を訊きかれ、俺は一瞬呆ほうけてしまった。

『別にお前の仕事に不満は無い。寧むしろこの短期間でよくやったと思う。上出来だ。ただ、俺が訊きたい事は今もその殺人鬼と一緒にいるのか？　という事だ』

「……いや。それ、どういう事？　確かにあいつは殺人鬼で、危ない奴やつだとは思うけど」

　俺は彼の意図が判じ切れずに訊たずね返す。すると返されたのは若干低い声だった。

『殺人鬼っつー事を理解した上で一緒にいる、のか？　お前、本当に、正真正銘の殺人鬼の危険度を理解できてるか？』

「いや、何を指してそう言ってるかは解わからんけど、少なくとも今一緒にいる奴やつ、全無うつなし壊世かいぜが危なっかしい奴って事は解ってるつもりだけど」

『――いや、そうだな。今は味方っつー話なら急いで話す事もないか』

「は？」

『何でも無い。忘れろとは言わないが、今は気にするな。そいつを匿かくまい続けるってなら、その内に知る事になるだろうさ』

「……あ、そう？」

　よく解らなかったが、彼がこう言った以上、これ以上の詮せん索さくは無意味だろう。そう判じた俺おれは、戸惑いながらも頷うなずいておいた。

『んじゃ、この件は以降もお前に一任する。後はいい報告を期待してるぜ』

「ん。解った」

　会話はそこまで。俺は携帯電話を耳から離し、通話を切る。

「怪しげな気配」

「のわぁっ！」

　そうして完全に油断していた時に耳元で囁ささやかれたので、俺は思わず声を荒げてしまった。

「お、おま、いきなり何を……！」

　気付けば、俺は壊世に背後から両りよう腕うでで腰に抱き付かれ、簡易的に拘束されていた。

「いや何。どうも気になる単語がチマチマ聞こえてきましたので、何事かと思い聞き耳を立てましたら、あたしの事が話題に上がったので」

「いや、確かに話題にはなったが。あといい加減、耳元に話し掛けるな。くすぐったい」

「あたし、腕力には自信ありまして、このまま締めれば、内臓潰つぶしながら背骨を折る自信があります」

　俺の言葉には答えず、ずるり、と、壊世の両腕がよりきつく締めてくる。

「いや、俺は全身を電気にできるから、関係無いんだけど」

　言いながらも今は発動していないので、若干の息苦しさを感じながらそう答えると、壊世は相変わらずの口調で続ける。

「あたし、個人的な見解として、アキちゃんとは争いたく無いんですよね」

「……個人的見解？」

「例えば、あたしがアキちゃんを殺そうとします。そうするとアキちゃんはビリビリします。そうしたらあたしはアキちゃんに殺されちゃいます」

「そりゃ、そうだな」

　壊世が強いのは知っている。だが、俺はそれよりも強い事を既に確信している。

「あたし、アキちゃんには助けられてます。なので、もう敵対したくねーんです。少なくともあたしは、あたしに優しくしてくれた人を襲いたくないし、殺されたくもないです」

　その言葉に、俺おれは壊世かいぜに抱いていた認識が変わったのを実感した。

　こいつは確かに殺人鬼で、無差別に人を殺す。簡単に、殺してしまう。殺す必要が無いのに、殺してしまう。

　しかしこいつは、こうして人同士の繋つながりというか、恩とか情とか、そういうのが理解できないというわけではないらしい。

「だからあたしに殺意を向けないで下さい。あたしに敵意を向けないで下さい。あたしは殺人鬼ですから、殺意や敵意には自分を抑えられない。――あたしは、友達とは殺し合いたくないです」

　軋きしり、と、さらに俺に回された腕に力が加わる。しかし、それは殺意あってのものではなく、あくまでも、懇願から来る強こわ張ばりでしかない。だからこそ、それがこいつの本音なのだと理解できた。

　同時に、俺は昨日、阿久津あくつに会った後に思った事と、在歌あるかさんに対し、壊世が友人であると何の躊躇ためらいも無く言った事を思い出す。

　どうやら俺も、壊世の事は友人として認識し始めているらしい。

「――っは」

　笑い話にもなりゃしない。あれだけ殺人鬼を、殺人を嫌っていた俺が、たかが二日行動を同じくしただけで、その殺人鬼を友人として受け入れようってんだから。

「安心しとけ」

　ゆっくりと、不自然にならないように壊世を引き離す。

「お前と殺し合う気なんて無いよ。俺は別に戦闘狂ってわけじゃないからな」

「それは解わかってましたけど、改めてそう聞いて、安心しました」

「そりゃ重ちよう畳じよう」

「でも、今の電話の人って、あれですか？　前に言ってた、アキちゃんをサンダーマンに改造した人ですかね？」

「そんなバッタ人間にされたような感じじゃないが、結果だけなら確かにその通りだな。因ちなみに、今回『超能力事件ケースＰ』の解決を斡あつ旋せんしてきたのも、同じ人」

「ほうほう。という事は、アキちゃんは簡易的な請負業を生なり業わいとしているというわけですね。若いながらに大変ですねぇ」

「達観したように言われてもな……。そういや壊世って何歳なんだよ？」

「んぇ？　あたし？　あたしは今年で十六ですよ」

「……一つ年下、って事か」

「んじゃアキちゃんは今年で十七ですか。お兄さんって呼んだ方がいいですかね？」

　ジャージ姿で小首を傾げる壊世の頭を、俺は軽く叩たたいた。

「痛いですよ。何すんですか」

「別に、今更お前と俺おれで上も下もねーだろ。今まで通りで構わねーよ」

「あーい」

　呑のん気きな返事を返す壊世かいぜ。その姿には先程までの深刻さは見受けられない。

　多分、これでいいと思う。こいつが殺人鬼である事は変わりないし、誰だれかを殺してしまう可能性も否めないが、それでも、今までみたいに肩かた肘ひじ張はって見張る必要は無いだろう。

「さてと。そんな些さ細さいな事実が判明したとこで、改めて今後の予定を決めますかね」

「あー、そういえばそういう話でしたねー」

　考え直してみると盛大に話がずれていたが、俺達たちは漸ようやく話を元に戻し、これからについて話し合うのだった。

　それがあまりにも静かで、穏やかで、だからこそ俺の内心はざわついていた。

　これが、嵐あらしの前の静けさなのか――と。



　　　◆



　深夜零時。

　約束というわけではないが、しかし指定されたその時刻に、俺にとっては今回の件の始まりでもある場所――『火葬ライブ・アンコール』の事件現場――に壊世と一緒に来ていた。ぶっちゃけると、この周りには『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』と書かれた黄色いテープが大量に張り巡らされていたのだが、それをぶった切ろうとする壊世を押さえて侵入していたりする。流石さすがに夜間なだけあって、警官の姿どころか、人の姿は一つも見えない。

「静かですね」

「そりゃ夜中だし」

「いや、そうじゃなくてですね」

　既に顔をフードで覆い、両の袖そでから鉈なたの刃やいばを覗のぞかせている――臨戦態勢にある壊世は、相変わらずの無感動さで周りをきょろきょろと見回している。

「何て言いますか、こう、不自然な静けさなんですよ。本来ならこうした時間って、些細ながら社会が動く音がするものじゃないですか。車とか、そんな感じの。でも今は、その音すらしないんですよ」

「そりゃま、世間であれだけ物騒な事件が起こってりゃ、外出だって控えるだろうよ」

「んー、んんー、まぁ、そうなんでしょうけど……。うーん？」

　俺の憶測にも納得し切れないのか、壊世は尚なおも周りに視線を巡らせ続けて首を傾げている。確かにいつもよりは静かだと思うが、それにしたって気にするほどでも無いだろうに。

　何て事を思っていると、俺達が来たのとは真逆の方向――真正面から、二人分の人影が見え始め、徐々に近付いてきた。

「来たぞ。周りの事より目の前の事に集中しとけ」

「うー……。まぁ、そうしましょう」

　いつもの真まっ直すぐさが出ていないが仕方ない。戦闘になったら俺おれがカバーすればいい。

　そして、その二つの人影が、この路地裏の唯一の光源である街灯に照らされ、確かな姿を見せる。

　一人は見覚えがある男。メッシュの入った黒髪と縞しま模も様ようの指抜き長手袋を嵌はめた『歪わい曲きよくアート』の実行犯であるフォーレス＝阿久津あくつ。

　もう一人は、この初夏の季節に合わない格好をして阿久津を従えるように前を歩く、全く見覚えの無い長身の男だった。

　その出いで立たちは後ろに撫なで付けている黒髪同様に、コートもスラックスも黒一色に統一され、同色の手袋まで嵌めている。というか、顔以外は全すべてが黒で覆われているような、影のような男だった。

「や、待たせちゃったかな？　こうして顔を合わせるのは初めてだね。嬉うれしいよ」

　彼我の距離が三メートルほどになった時、そいつは歩みを止めて、いやに親しげに、屈託の無い笑みを浮かべながら挨あい拶さつをしてきた。その動きがあまりに自然で、そして唐突だったために俺は虚を突かれ、僅わずかに呆ぼう然ぜんとする。しかし、すぐに気を取り直して、俺は言葉を返した。

「お前が、ＤＯをばら撒まいてる連中の頭か？」

「早速質問かぁ。せっかちだね。うん、でも訊きかれたら答えなきゃね」

　その男は、どこか芝居じみた口調でもったいぶるように頷うなずき、こちらへと真っ直ぐに視線を向けてきた。

「そう。異い能のう麻薬ダストアウト、通称ＤＯを製作した組織、正式名称《開かい闢びやく衆しゆう》の長は、間違い無く僕だ。加えて言うなら、この町で最近起きている『超能力事件ケースＰ』を促したのも、僕」

　流りゆう暢ちように、まるで用意していたかのように、訊いていない事までも、そいつは自然にそう言った。

「お前――」

「待った。まだ自己紹介の途中だよ？」

　自分の行いに一切の非を見みい出だしていないそいつの態度に苛いら立だちを覚えた俺が言葉を発する前に、そいつは右手を突き出して俺を制止した。

「名前、教えてないでしょ？　僕の名前は是胤ぜいん。終莉崎おわりざき是胤。記憶したかな、天音櫛あまねぐし秋良あきら君？」

「ゼイン――ね。こっちの名前は既に知ってるわけだから、自己紹介をする必要は無いな？」

「そうだね。悪いとは思ったけど、君の事は『火葬ライブ・アンコール』だっけ？　その頃ころから観察させてもらってる。勿もち論ろん、そこのお嬢さんの事もね」

　すいっと、自然な動きで壊世かいぜを指差しながら、ゼインはそう言った。

「そう、僕としては君達たちについてある程度の事は解わかってるからね。だからこそ、こうして顔を合わせる場を用意したんだ」

　こいつは『ある程度』と言ってはいたが、実際それがどの程度なのか解らないので、こちらも迂う闊かつに話せない。

　そんな俺おれの考えを察してか、ゼインはこちらに指を向けたまま笑みを浮かべる。

「……んで、その目的は？」

「君達との友好関係を築く事」

　俺の質問に、ゼインはさも当然のようにそう言った。

「僕達はいつだって優秀な人を優遇してる。そこに貴き賎せんも何も無い。あるのは単純な実力主義。そういう意味じゃ、君達は十分に合格レベルだ」

　だから、とゼインは一歩近づき、指差していた手を広げる。まるで、俺達を誘うように。

「どうだい？　僕達と一緒に来ないかい？　後悔はさせない。いや、寧むしろ類たぐい稀な幸福感を、未知の歓喜を享受できると確約しよう」

　自分の言葉に微み塵じんも間違い無いと信じ切ったその言葉。時代によっては王と称され、崇あがめられたかもしれないその姿に、俺は、

「ふざけんじゃねぇぞ、ボケ」

　即座に、罵ば倒とうを浴びせかけた。

「生あい憎にくな、俺はとっくに別の主あるじを持ってるんでね。今更お前みたいなわけの解らん奴やつに従う義理なんか持ってねぇんだよ」

　俺の言葉を聞いて、驚いたように目を見開いたゼインへ、俺はさらに拒絶を投げ付ける。

「つーか、俺は麻薬なんつー物を扱ってる連中と仲良くする気なんざ微塵もねぇ。これでも俺は飲酒喫煙薬物とは無縁の生活だったからな。健康体が自慢なんだよ。しかもお前等らは一度俺等を殺そうとしたんだぜ？　だっつーのに、仲良くする理由なんざ何一つねぇだろうが。解ったか？」

　一息に言い切り、その意見に変更が無い事を示すためゼインを睨にらむ。と、ゼインは何を思ったのか、暗い、それこそ悪党に似合いな笑みを浮かべた。

「そう、それじゃあ仕方ないね。残念だけど、君達と僕達は今日この時をもって敵同士だ。勿論、そのつもりで言ったんでしょ？」

「当然。お前等こそ、今更『すいませんでした』なんて言うんじゃねぇぞ。その程度で済む問題じゃないんだからよ」

「あぁ、僕達たちだって解わかってるさ」

　決定的な敵対の宣言。それ以上の言葉は互いにもう要らない――といったところで、

「あんのー、ちょいといいですかね？　ゼインさんとやら」

　壊世かいぜの間の抜けた声に、一気に張り詰めていた空気が弛し緩かんした。

「あれこれと二人の中で話が進むのは構わねーんですけど、ちょいと気になった事がいくつかありまして。てゆーかですね、アキちゃんは勢いで敵対宣言して『はいさよなら』って雰囲気ですけど、この人に訊ききたい事、いっぱいあるんじゃないですか？」

「…………あー、まぁ」

　言われてみれば、確かに。

　雰囲気に呑のまれて、質疑応答の機会を逃すところだった。

「成程、確かにそうだね。君達からすれば解らない事だらけな筈はず。うん、そういう意味じゃ、僕のお誘いは早計だったかな？　うん、そうだね。いい機会だ、何でも訊くといい」

「……しかし、主あるじ」

　敵へと情報を渡す事に抵抗があるのか、阿久津あくつがゼインに声をかけるが、しかしゼインはそれを手で制した。俺おれ達への情報提供を何とも思っていないのだろう。

「気前がいいな」

「そりゃね、もしかしたら僕の答え次第で君の意見も変わるかもしれないし、何より君達を呼んだのはこちらだからね。ある程度の質問には答えるよ」

「んじゃ遠慮無く」

　確かに訊きたい事は山とある。それを本人が答えてくれるというのなら遠慮はいらない。

「はいはいはーい。あたしからの素そ朴ぼくなぎもーん。ぶっちゃけディーオーってやつはどんだけ出荷したんですかー？」

「お前が訊くの!?」

「へ？　あれ、でもあたし言いましたよね？　気になった事あるって」

「いや言ったけど！　でもさ、ほら空気とか流れとか、明らかに俺が訊く場面だったと思うんだけど！」

「常識には囚とらわれないです」

「ならせめて空気を読め！」

「本すら読まないあたしにそんな事言われましても」

「こいつめんどくせー!!」

「……楽しそうなとこ悪いけど」

　俺達のやり取りをどう取ったのか、ゼインは明らかに呆あきれながら声をかけてきた。

「僕としてはどちらが質問してくれても構わないからね。そんなわけで今の質問なんだけど、答えとしては『解らない』かな」

「あん？」

　やや無理矢理ながらも話を進めたゼインの答えに、俺おれは眉まゆを顰ひそめた。それをみたゼインは、「まぁ、待ってくれないかな」と言って、両手を俺達たちを制するように軽く前に出した。

「無責任と言われても仕方ないけれど、僕達の目的は異い能のう者しやの蒐しゆう集しゆうと資金稼ぎなんだ。だったら、数を把握するよりどんどんと売うり捌さばいた方が得策だろう？　その結果覚かく醒せい者しやが増えるんなら僕達にとっては儲もうけ話なんだから」

「てー事はあれですか。最初っから把握する気は微み塵じんも無かった、と？」

「ま、そだね。麻薬が効かない無能には何の価値も無いし。麻薬なんて基本的にそういうもんでしょ？　責任はご自分でお持ちいただいた上で服用して下さい、ってね」

　壊世かいぜの質問にもあっけらかんと答えるゼイン。おそらく本人にしてみれば「それがどうした？」という程度の話なのだろうが、こっちにしてみれば迷惑極まりない事だ。

「後処理すらする気は無いのかよ、お前。だとしたら最低だぜ、おい」

「んん？　いや、少なくとも最低限の処理はしたつもりだけれど？」

「は？」

　ゼインの言葉に首を傾げる。壊世も同様に理解できなかったのか、フードに隠れた頭をかくん、と傾げた。

　そんな俺達の様子を見て取ったのか、ゼインは心底から楽しそうに続ける。

「あ、もしかして気付いてなかったかな？　いやいや、確かにあれは気付かなくっても仕方ないね。何せ普通に考えればあんなもの、ただの猟りよう奇き殺人だし」

「猟奇殺人……って、おい。お前、まさか」

「言ったよね、僕。促したって」

　ゼインの言葉から導かれる憶測――多分、正解だろう――に、嫌な予感が背筋を這はい回る。そんな俺を鑑賞して愉たのしむように、ゼインは笑みを深め、



「巷ちまたで噂うわさの『超能力事件ケースＰ』。あの被害者は、全員ＤＯを服用して能力を発現した人達だよ」



　決定的な一言を言い放った。

「――同士討ちを、させてたのか」

　冷静に、とは考えるが、それを行えるだけの理性があるかは自信が無い。それほどの怒りが湧わいてくる。それこそ、壊世の不要な殺人すらも温ぬるく思えてしまうほどの怒りが。

「テメェが舌先三寸口八丁で乗せて麻薬に染まった連中を、お前は殺し合いをさせたのか!?　何のために!?」

　無意識に叫びとなった俺の言葉にも、ゼインは愉しげに笑うだけ。

「怖いなぁ。何をそんなに怒るのさ。あぁ、それと勘違いしてるみたいだから言っておくけど、あれは『同士討ち』じゃないよ。あれはねぇ、『選別』だ」

「は？　選別？」

「そう。いくら発現したからって、弱い能力じゃ意味無いでしょ？　だから、選別するんだ。発現同士を殺し合わせて、生き残った者を受け入れる。世界の真理、弱肉強食によく似合った方法でしょ？」

「ざっけんな！　テメェ何様のつもりだ！」

「何様でもない。純粋な僕、終莉崎おわりざき是胤ぜいんでしかないよ。それとも君には、僕が神にでも見えるのかな？　だとすればそれはそれで嬉うれしいけど」

「テ、メェ……！」

「アキちゃん待った」

　からかうような態度のゼインに、ついぞ堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れかけた俺おれを制したのは、フードを被かぶったままの壊世かいぜだった。

「お気持ちは――んと、あたしじゃ察せねーですけど、まだ抑えて下さい。ちょいと聞きたい事が増えましたんで」

「何を――」

「だから黙ってろっつってんですよ、単純馬ば鹿か」

　いつの間にか首筋に添えられた一本の鉈なたと、壊世が見せた有無を言わせぬ気迫。俺はそれに何も言い返せず、ただ口を噤つぐんだ。これまではお気楽な殺人鬼だと思っていただけに、その変へん貌ぼうっぷりには心底から怖おぞ気けを感じたのだ。

「すんませんです。アキちゃんってば殺す殺されるが嫌いなんで、今みたいな軽い発言に過剰反応しちゃうんですよ」

「ふーん。そういう反応を見るに、君はそうじゃないみたいだけど？」

「えぇ、そりゃもう。あたし、基本的に殺人は肯定してますから」

　今は諸事情により自重中ですけど、と言いながら、壊世はひらひらと俺に突き付けてない方の鉈を振る。

「特に、あんた達たちみたいな半端な人殺し連中は、すぐにでもぶっ殺したいくらいなんですよねぇ」

「……くっふふ。君も穏やかじゃないねぇ」

　笑うゼインとは反対に、俺は先程までの怒りを上回る焦燥に駆られる。そうだ、考えてみればこいつは殺人鬼と殺さつ人じん狂きようについてかなりの拘こだわりを持っていた。そういう意味では、表面上では解わからないだけで、内心では俺以上に激げつ昂こうしている可能性だってあるのだ。

「――おい、壊世」

「暴れません。まだ、暴れないんで、もうちょい黙っててください」

　壊世のその言葉は、果たして俺に向けられたものなのか。はたまた壊世自身へのものなのか。俺おれには解わからない。しかし、今はその言葉を信じる他ほかは無さそうだ。

「んで、続きですけど」

　目まぐるしく変わる状況に戸惑う中、壊世かいぜはいつもの気楽さを感じさせぬ真剣さで話を進めていく。

「これから育つかもしんない人達たちをわざわざ最初っから優秀な人達に殺させてたって事は解りました。それはもういいです。――だったら、あんた達はそんなに急いで、何をしたいんですか？」

「あ」

　壊世の質問に、俺は今更ながらに気付いた。考えてみればＤＯにしろ『超能力事件ケースＰ』にしろ、後ろで糸を引いていたのは、ゼインが統すべているという組織なのだ。しかも急造させた戦力は粗い方法で絞っているのだ。とすれば、何かしらの目的があって然しかるべきだ。だというのに、何な故ぜ俺は今までそこに考えが至らなかったのか。

「別に僕は急いでいるわけじゃないよ」

　しかし、ゼインはこちらの予想とは裏腹の事を言った。

「確かに目的はあるよ。だけど、だからこそ、その目的を共に歩む者達は皆が皆強者であって然るべきなんだ。だから、ＤＯと選別、この二つを潜くぐり抜けたという事実が、何よりも僕と共に歩むに相応ふさわしいと、そういう事さ」

「……随分身勝手だな」

「僕なんか、まだまだだよ。この世界、もっと大きな不ふ条じよう理りや不公平による身勝手を行っている奴やつなんて、それこそ腐敗し切れないほどに溢あふれてる」

　だから、とゼインは言葉を区切る。

「そいつらに見せてあげるんだ。本当の実力を、選ばれたという事を。彼等ら、ＤＯで超能力に気づいた者達と一緒に、ね」

　その声は、憎悪に満ちていた。顔は笑ったままだというのに、まるでそれこそがゼインを象かたどる全すべてとでも言うような憎悪が、その時に溢れ返るようにゼインを染め上げていた。

　その真意は解らない。しかし予測はできる。多分こいつは、過去に何かがあったのだろう。その何かが何なのかは、部外者の俺には解らない、が、こいつがここまで歪ゆがんだ理由は、そこにあるんだと、そう思った。

「僕は、僕達は、僕達という存在を、この世界に根付かせる。今は準備段階だけど、いずれはＤＯを広範囲に普及させ、選別を繰り返す。――そうしてこの世界に、僕達の存在を証明する。誰だれにも異を唱えさせない、完全に選ばれた者として、ね」

　その演説にも似た発言は、まるで自分の存在価値を語るようだった。その決意は固く、それ故に俺達とは相あい容いれないと判じ――

「ってー事はゼインさんとやら。あんた昔は誰からも認められなかったって事ですか。そんで逆恨みとは、なんちゅーか、こっちにしてみれば傍はた迷めい惑わくな話ですねー」

　空気の読めない殺人鬼に絶望した。

「……壊世かいぜ、お前少しは人の気持ちを察するとか、いやそれ以前にいい加減空気を読みなさい。ほら見ろ阿久津あくつのあの顔。あんまりのＫＹ発言に言葉失って鳩はとが豆鉄砲くらったような顔してるじゃねぇか。どうすんだよアレ」

「はぇ？」

　阿久津はともかくゼインが微み塵じんも動じないのは凄すごいと思う。あいつは終始笑ったままだし。だが、当然のように自覚の無い壊世は、わけも解わからぬ様子で俺おれと阿久津を交互に見やる。その後で一つ頷うなずいた。

「あぁ、地雷踏んじゃいましたか」

「気付くの遅――」

「――死ね」

　間抜けな壊世の発言直後、俺の言葉に合わせるようにそれまで沈黙していたフォーレス＝阿久津が憤怒の形相でこちらへと疾走し、腕を向け――



「ストップ」



　ほんの一瞬。何の気配も動きも見せず、一メートルの距離まで狭まった俺達たちと阿久津の真ん中に、ゼインが割り込んでいた。

　その唐突さに俺と壊世はとっさの反応ができなかったが、阿久津は何の狼ろう狽ばいも見せずに腕を引き、しかし視線はこちらを睨にらんだままだ。

「しかし主あるじ。こいつ等らは主の意志を無む碍げに――」

「いいよ、もう。所しよ詮せん彼等は僕達と違い、認められている存在。最初っから解り合えはしなかったという事さ」

　先程までの憎悪とは違う、寂しそうな声で、ゼインは俺達に背を向ける。

「もしかしたら――って期待したんだけれどね。僕も甘かったのかな」

「おい、ちょっと待て――」

「悪いけど、もう君達と語り合う気分じゃないんだ」

　その言葉通り、ゼインは阿久津を引き連れ、来た道を戻っていく。

「――本当に、とても残念だ」

　しかし、十メートルほどの距離が開いた時、俺は堪たまらず荒げた声をぶつけていた。

「お前がそう言うなら、こっからは俺も容赦しねぇ。完全に、お前達を潰つぶす」

「全面抗争、か」

　俺の言葉を聞いただろうゼインは、寂しげに呟つぶやいてから、

静かに左腕を真横に伸ばし、パチンッ。と、左手の指が軽やかな音を鳴らす。



　それを合図に、俺おれ達たちは大量の人影に包囲された。



「は？」

「お、んー？」

　状況が飲み込めない俺達を置き去りにするように、阿久津あくつを従えて静かに立ち去ろうとするゼインの後ろ姿を見て、俺は漸ようやく正気を取り戻す。

「おい！　待ちやがれテメェ！　何だこれは！」

「本当に残念だよ、秋良あきら君。君とは仲良くなれると思ったんだけどね。でもね、君達が敵になるっていうと、確実に強敵だからさ。――だから、ここで僕の目に入らないように死んでちょうだい。《選別集エレクターズ》の開発部が誇る最新作、この《群型ドールタイプ・クラスタ》でさ」

　それだけ言ってまた歩を進めるゼインに、俺は慌てて右の拳こぶしを向けて、振り上げた。

「待てコラァッ！」

　振り上げた拳に電圧を圧縮する。いっそ体に障害が出るくらいの気持ちで、俺は拳を振り下ろす所作に乗せ、その一瞬で溜ためられる限り圧縮した電圧をゼインに放った――が。

「それじゃ、さよなら」

　またしてもゼインは、直撃より一瞬早く聞こえたその声と同時、今度は阿久津と共に、その場から忽こつ然ぜんと移動し――消え去っていった。

　その後に起こる轟ごう音おん。俺が放った雷撃が目標を見失いアスファルトを直撃する。それによって直撃した場から半径三メートルほどが凹へこみ、電熱によって焦げた部分から煙が上がってきた。

「っ、あいつもテレポート持ちかよ！」

「そんな事を確認してる場合じゃないっぽいですよ」

　逃した事を歯は噛がみする俺に、壊世かいぜは相変わらずの冷静な声で呼び掛けてくる。その冷静さが今の俺には若干癪しやくに障ったが、壊世の言う事は正論なので、改めて回りも見渡す。

　やや広がりを見せるこの路地裏に、まるで俺達を中心にするようにして、人の形をした何かが大量に揺らめいていた。　

　それらは全すべて同じ形をしていた。まるでマネキンのような、のっぺらぼうの人型。

　それらは全て同じ模様をしていた。革製のような体の表面に描かれた、幾何学模様。

　それらは全て同じ動きをしていた。揺ら揺らと、目が無いのに、目標を定めるように。

「……何だこいつら」

「人ではありませんね。あたしが殺す気になりませんから。多分、人形か何かでは？」

　壊世の憶測は、おそらく正解だろう。でもなければ発狂したくなる。こんなキモい物が生き物であってたまるかっての。

「俺おれは俺達たちが入ってきた方を焼き尽くす。お前はそっちを全部刻んでくれ」

「あいさ」

　俺は広範囲の攻撃が可能だから、こういったものの掃討は簡単だが、白兵戦専門の壊世かいぜには若干きつい筈はず。だからこそ、俺がさっさと終わらせて手を貸そうと考えて――即座に実行に移った。

「――せぇあぁあああっ！」

　視界に入る人型全すべてを目掛け、俺は存在を解放――少なくとも人間なら確実に灼やき焦がせる威力の雷電を撃ち放った。

　夜中という事を刹せつ那なに忘れさせる閃せん光こうとともに、雷電特有のバチバチッといった音が幾重にも轟とどろき、周囲を焦がし尽くして――

　人型は、一つたりとも欠ける事無く、その場に立っていた。

「ん？」

　電圧が弱かったのかと思い、もう一度撃ち込んでみる。

「だぁらぁあああああっ！」

　またしても上がる閃光と轟ごう音おん。そして煙が晴れた先――

　やっぱり人型は、一つたりとも欠ける事無く、その場に立っていた。

「あ？」

　そんな信じ難い事実に対して上げた俺の間抜けな声を機に、その人型達は堰せきを切ったように圧おし寄せてきた。

「って待て待て待てぇっ！」

　俺は慌てて全身を雷らい化かし、せめて距離を取ろうとして――

　がっちりと、人型の手に左腕を掴まれた。

「――は？」

　その事実――ありえない現象に、俺は一瞬虚を突かれ、気付けば、既に対処仕切れない数の人型に全身の至る部分を掴つかまれ、押さえられ、地面に叩たたき付つけられていた。

「な、何で……っ！」

　雷化は確かにできている。自身の身体からだから発せられる紫し電でんは見えるし、その感覚もある。なのに、何な故ぜこの人型の群れは俺に触れるのか。

「ぐ、ぉあっ」

　そんな疑問に混乱する間に、俺の顔面に酷ひどく重い衝撃が打ち込まれた。どうやら殴り付けられたらしい――というか、まずい。既に視界さえもろくに把握できないほどの人型が俺を覆い、押さえつけている。

「ぐが、ご、この……、ぶふっ！」

　どうにか雷らい化かして、せめて距離だけでも取ろうと思うが、何な故ぜか俺おれの身体からだは、その人型共にしっかりと押さえ付けられ、微み塵じんも動けず、殴り続けられている。

　だからって……黙ってやられている気は、無い！

「こ、のぉおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　雷が効かないなら――物理的に払い除のけるまで。

　俺は叫びと共に全身に力を込め――肉体変質で翼を生やし、その反動で纏まとわり付く人型の群れを弾はじき飛ばした。

「げほっ、ぺっ。口切っちまったじゃねぇか畜生」

　殴られた顔面や腹部が痛む。だが、その代償に解わかった事があった。

　この人型は、力は強く、雷も効かないが――少なくとも、全力でかかれば弾き飛ばす事はできる。物理的には、対抗できるのだ。

「この、どけぇ！」

　俺は再び寄ってきた人型の一つに拳こぶしを打ち込み、地面に叩たたき付つけてから、翼を羽ばたかせて空に逃げる。何せ、物理的な対抗ができると解っても、相手の数が、多すぎるのだ。これでは再び挑んだとしても、先程と同じく押さえ付けられるのは目に見えている。だからまずは、せめて囲まれないように一度退ひくしかない。

　そう判じ、壊世かいぜを連れて行こうと空中から人型の群れを見ると、俺から僅わずかに離れた場所で、壊世が人型の腕や足、頭に当たる部分を切断していた。その心意気というか戦闘意欲には感心するが、人型に埋没するように暴れる姿は明らかに不利な状況にしか見えず、俺は慌てて壊世の真上へと移動し、手を伸ばす。

「壊世っ！　掴つかまれっ！」

「アキちゃんっ」

　やや切羽詰まった声を上げる辺り、やはり限界間近だったのだろう。壊世は俺が伸ばした手に自分の手を絡めるようにして掴まってきた。

　そのまま俺はやや強引に上昇。その際、壊世に二体の人型がしがみ付いていたが、上昇する際の風圧と壊世の抵抗に耐え切れずに落ちていった。

「壊世、無事か!?」

「んぃ、ちょいと何発か殴られたですけど、支障は無いですよぅ」

　返されたいつも通りの声に安あん堵どしつつ、俺達たちは人型達から離れようとするが、まるで探知レーダーでもあるのか、そいつらはかなりの速度（飛んでる俺に追い付けるくらい）で追い掛けてくる。

「何なんだよアレは！」

　苛いら立だち混じりに吐き捨てた俺の言葉に、壊世がまるで焦りを感じさせない声で答えた。

「斬きった感じ、革製っていうよりは、ゴム製ですね」

「ゴム……って、まさか絶縁体？」

　絶縁体とは、平たく言うと電気を通さない物質の事を言う。

「って事は、あの人型って――」

「間違いなくアキちゃんを潰つぶすために開発されたものですね」

　事も無げな壊世かいぜの発言に、俺おれは舌打ちする。悔しくはあるが、確かにゼインは俺が予想した通り、俺を殺すための最善の策を既に用意していたのだ。しかし、いつの間に？

「アキちゃんの事をあの人達たちが知ったのが昨日とか一昨日おとといですから――その二日間で作り上げたんですかね？」

「だとしたら凄すげぇ技術だなぁ、おい」

　とはいえ、そんな壊世の無茶な考えを俺は否定しきれない。何せ俺は、異常をありえないと断ずるには、ありえないと思っていたものをこの二年で見過ぎていたのだから。

「……だとすると、その技術者がＤＯも創つくったって事か。……いやそれより、まずあの人型をどうするかだよ」

「うーん。流石さすがにあたしもあの数を皆壊しするのは難しいですし……。てゆーか、あれって腕とか足とかに意味無いっぽいんですよね」

「あん？」

「いやー、あのですね。あの人型さん方、腕斬きっても足斬っても頭斬っても動くんですよ。しかも確実にこっち目指して。あれは本当に人の形をした何か、って感じです」

「人の形してんなら、せめて人らしく壊れてくれっつーの」

　何かもう、解析する度に嫌な事しか判明しない人型軍団、《群型ドールタイプ・クラスタ》とかいう無機物だか有機物だか解わからんそいつらは、人気の無い道の上空を飛んでいる俺達の後を、相変わらずに地上から追い掛けてくる。

　始めの内こそ商店街から通じる路地裏をあちこちと飛び回っていたが、何気にあいつらには学習能力があるのか、気が付けば別の方向から、また逃げればさらに別の方向からと追い詰められ――

「……まずい。追い詰められる」

「んぇ？」

　俺の腕に掴つかまっている壊世は下の人型ばかりを見ていたから解らないだろうが、既に三方向から包囲されており、このままでは緑杉ろくすぎ町ちようの最南端、倉庫街に直面する事になる。

「人型達の上を飛べばどこにでも逃げれるんじゃないですかね？」

「んで？　逃げ続けてどうすんだ？　流石にあんなもんを街中に放置する気はねーし、人目に付かせるわけにもいかんだろ」

「ほほう、大変ですなー。んじゃ、どうすんです？」

「……しゃあねぇ、腹括くくるか」

　そう呟つぶやいて、俺おれは加速し、倉庫街でも特に広い場所に移動した。ここは既に使われなくなってから何年も経たっているため、多少派手に暴れても問題は無いだろう。

「どうすんです？」

　俺から離れ、今は見えなくとも、いずれは迫ってくるであろう人型を警戒しながら、壊世かいぜが深しん淵えんのような双そう眸ぼうを俺に向けてくる。

「絶縁体っつっても効かないのは電気だけだ。さっき殴ったら吹っ飛んだし、お前でも斬きれるなら、やりようはある」

「不利だとは思いますけど」

「当たり前だ。ぶっちゃけここが正念場かもしれん」

「はー、お話し合いだけかと思いきや、とんだ苦労ですよ」

　そうこう話している内に、大量の足音が近付いてくる。周囲は幾つかの通路はあっても、基本は大きな倉庫に囲まれている。上空以外の逃げ場は無い。とはいえ、あの人型どもを放置できない以上、逃げるという選択肢も既に潰ついえている。

　正直に言うと、あの人型の群れがどこから来るのかは予想もできない。もしかしたら前後の挟み撃ちかもしれないし、四方を完全に囲ってくるかもしれない。俺達たちをここに追い込んだ以上、その程度は簡単にやってくるだろう。

　そうして近付いてきた足音が轟ごう音おんになり、終ついに視界に人型が映った。

「……壊世」

「前と左右ですね。後ろの逃げ場を残されてるのが、遊ばれてる気分ですよぅ」

　俺の呼び掛けの意味を正確に理解した壊世の言葉に、俺は嘆息した。二方向なら先のように一人一方向と対処できるものの、三方向となれば確実に乱戦になる。

　そして、三方向から来る人型が――これまで以上に加速し、まるで短距離走のランナーのような自然な動きで迫った来た。つまりは、俺達を確実に仕留めに来たのだ。

　それを見ながら、俺は壊世に声を掛ける。

「壊世。鉈なた、一本貸せ」

「あー、はいはい」

　俺の意図をすぐに察したのか、壊世は何の抵抗も無く俺に左手に握っていた鉈を差し出した。俺はそれをすぐに握り――その重みに、僅わずかに眉まゆを寄せる。

「これ、重くねぇか？」

「あぁー、まぁ、姉さんの特注品らしいですしねー」

「……お前、姉もいんのかよ」

「ゆっくり話したいですけど――今はそれどころじゃねーですしねぇ」

　壊世の言う通り、人型の群れは既に目と鼻の先。

「まぁ、いいか。死ぬなよ、壊世」

「アキちゃんも、死んじゃ嫌ですよぅ」

　何て、まるで長年の付き合いのようなやり取りをして、俺おれ達たちは目の前の不気味な人型共を睨にらむ。そんなやり取り全すべてに、こんな状況だというのに呆あきれてしまう。

　つい先日殺し合った奴やつと、今はこうして共同戦線を張っているのだ。これが奇き矯きようでなくてなんだというのか。

「まぁ、いいか」

　口の中でそんな言葉を転がしながら、俺は右手に壊世かいぜの鉈なたを握り直し――

「せぇあっ！」

　既に目前まで迫っていた人型の右肩から左ひだり脇わき腹ばらへと、その刃物を叩たたき付つけた。勿もち論ろん、俺は刃物の扱いなんて包丁や鋏はさみとかしか知らない。なので、力任せに叩き付ける事しかできなかったが、人型にはそれで十分だった。

　中途半端に二分割された人型は、バランスが取れなくなったのか、その場に倒れ込み、後から迫り来る人型に踏ふみ潰つぶされていく。俺はそれを目の端で確認しながら、再び鉈を振るっていく。

　相手は確かに人の形をしている。だが、それはあくまでも形状だけで、骨肉の感触も無ければ、血潮も飛ばない。ただ物を壊している、という感覚だけ。

　そんな罪悪感の湧わかない戦闘は、今までの争いよりも気分が楽に思えた。

　しかし、楽なのはあくまでも気分だけ。その戦況は徐々に不利になってくる。何せこちらは生きているのだ。だから普通に疲れるし、それに伴い動きも鈍る。だが、相手は数が多い上に、まるで動きにのろさを感じさせないのだ。

「……ふ、ぐ、くっそがぁ！」

　横一文字に力任せに振るった鉈の一いつ閃せんは、疲弊による集中力と腕力の低下からか、二体の人型を吹き飛ばしはしたが、鉈が直撃した方は、肩に僅わずかな切れ込みが入っただけ。その結果に歯は噛がみする間も無く、背後からと両側から人型が襲い来る。

　それをしゃがんでかわしつつ、前方と両側に視線を巡らせ、比較的空間の広い方向を探す――左。即座に足を動かし、可能な限り人型を見渡し――その先の一点に、俺の視界が集中する。

「な……！」

　一瞬の戸惑い。その原因は、視線の先にいる一人の殺人鬼。彼女――壊世が、人型に殴り付けられた光景を、俺の目が捉とらえていた。

「――壊世っ！」

　自分の状況も忘れて助けに行こうと足を進めようとし――俺はうつ伏せに地面へと叩き付けられた。

「……っが、げ、ほっ」

　その瞬間に肺を打ち、呼吸が詰まる。せめて地面にぶち当たる瞬間に雷らい化かしていれば防げた衝撃に、俺おれは意識が混濁する。

　いや、それよりも壊世かいぜは無事なのか。そんな疑問を抱きつつ、先程壊世がいた方向へと必死で目を向けると、その先では、俺と同様に人型に押さえつけられた壊世が見えた。

「――く、そ…………！」

　その光景に、俺は即座に雷化し、翼を生やして周りの人型を弾はじき飛ばそうと力を込める。だが、人型に学習機能があるのか、背中に三体ほどの人型がのし掛かり、残る人型が両手両りよう足あしを押さえて俺の動きを完全に止める。

「は、――あ、ぁ……っ」

　先程の肺への衝撃と併せて、息苦しさが増し、言葉すら言えない状態になる。

　まずい、殺される――と、そう悲観的な思考に襲われた瞬間――



　目の前が、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに埋め尽くされた。



「…………!?」

　湧わき上あがったのが炎である事に気付き、俺が真っ先に連想したのは、初めて壊世と会った時にいたヤンキーだった。もし、この炎があのヤンキーと同系統だとするなら、新たな敵の可能性がある。しかし――その可能性は即座に否定された。

　何な故ぜなら、その炎は俺に届く事は無く、周囲の人型だけを灼やいていたのだから。

　人型は逃げる間も無く灼け落ちていく。その炎に容赦は無く、無情なまでの灼しやく熱ねつが燃え盛ってく。

「なん……だ、これ…………」

　掠かすれた声で呆ぼう然ぜんと呟つぶやくが、その答えはどこからも無く、俺はただその炎を見続ける。

　そうして灼熱がうねる事、数分。炎が消えた後には、灰すら残らない静寂だけが残った。

「……アキちゃん、ダイジョブですかね？」

「っっげほ、――は、壊世っ……、無事か？」

　無表情ながらも、疲れを隠せずフラフラと近付いてきた壊世だったが――その左腕は、力なくダランと、下がってた。

「おま、それ、折れたのか？」

「んーにゃ、外れただけですよぅ」

　ゴキン、と軽い動作で鉈なたを握ったままの右手で左肩を嵌はめ直す。

「痛くねぇの？」

「すげぇ痛いです。んでも、それより――何ですかね？　これ」

「いや、解わかんねぇ、が――っげほ、警戒、しろよ」

　どうにか呼吸が戻ってきた俺おれは、簡単に肩を嵌はめ直した壊世かいぜに驚くが――取とり敢あえず、人型に殴り殺されなかった事を安あん堵どする。しかし、先の炎の正体が解わからない以上、安心はできない。そう思い周囲を見回す。

「何か、人型以外は何にも燃えてないですねー」

　確かに、壊世の言葉通り、周囲一体は何一つとして焼けた様子は無く、それどころか、焦げ跡すら見当たらない。これで倉庫まで焼けていたら、何かしらの炎熱兵器と判ずる事もできた。しかし人型以外の一切を燃やしていないという事は、先の炎を操っていた者がいるという事になる。

　その正体不明の人物を警戒し、あちこちへと視線を巡らせていると、ふと、倉庫の一つ、その屋根の縁に座る人影が見えた。

「……………………」

　俺は警戒を怠らず、壊世の鉈なたを握り締めながら、その倉庫へと近付いていく。それに気付いた壊世は、黙って俺に続いた。

　そうしてかなりの高さがある倉庫から十メートルほどにまで近付いた時、その人影は軽やかに飛び降りた。

　何事かと驚く俺の前で、その人影は危なげ無く真まっ直すぐに落下し、地面に衝突する直前で、膨大な炎熱が発生。その上昇気流で落下速度を落とし、静かに地面に降り立つ。

　見慣れた長い黒髪。見慣れた制服。見慣れた吊つり目気味の顔。その手に青汁の紙パック。



「いい夜だな、アキラ。調子はどうだ？」



　俺の学校の同級生――皇楼院おうろういん藍あいが、不敵な笑みを浮かべていた。



　　　◆



　あまりの展開に驚く俺と何が何だかさっぱりな壊世を前に、藍さんは「場所を変えよう」と言ってきた。

　俺としても反対する理由は無かったというか、反対する気力が無かったので、壊世に鉈を返してから促されるままに移動してみれば、何な故ぜか俺の家に着いていた。

　そのまま藍さんは勝手知るかのように中へと這は入いり、結局三人揃そろって居間のソファーに座って顔を付き合わせる事になっていた。

「ふむ。なんだろうな。ここに来るのは初めてだが、何故か、凄すごく落ち着くな」

　言葉の通り、腕と足を組んでソファーに座る藍さんは、まるで我が家のように寛くつろいでいる。なのに何故、家主である筈はずの俺が借りてきた子猫状態で縮こまっているのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　ちなみに壊世かいぜは、既に藍あいさんへの警戒心は無いのか、フードを取って俺おれの隣で両手を足の間に挟み、興味深そうに突然の来訪者を注視している。

「さて、それで、どこから話そうか」

　そんな壊世の視線にも動じず、足を組み替えながら（下着が見えない辺り凄すごいと思う）話題を切り出した藍さんに、俺はやや怖おぞ気け付きながら手を上げた。

「んーと、そんじゃまず、藍さんが何者なのかを訊たずねたいんだけど」

「――まぁ、妥当だな」

　藍さんは、ふむ、と呟つぶやいてから口を開いた。

「お前達たちは、ＷＨＯと聞いて、何を連想する？」

「……は？　何さ、いきなり」

「だぶる、えいち、おー？」

　突拍子も無い発言に、俺と壊世は首を傾げた。そんな様子を予想していたのか、藍さんはさして動じず、無言で答えを待っている。

「んー、ＷＨＯつったらあれだよな。一九四八年に設立された保健衛生向上を目的に国際協力する機関で、正式名称は世界保健機関」

「そーなんですか？　あたしは英語の基本、５Ｗ１Ｈの一つかと思ったです」

「中学校の基礎じゃねぇかよ」

　ボケなのか素なのか判断に困る辺り、俺おれも随分壊世かいぜを理解している気がする。

　さて置き。

「でも、藍あいさんが言ってるのは、そういう一般的なものとは違うんだよな？」

　俺の疑問に、彼女は「そうだ」と肯うけがいて説明を始めた。

「私が言うＷＨＯとは、Ｗｏｒｌｄ世界　Ｈｕｍａｎ人間　Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ観測所というある組織の事を指す。組織と言っても、その規模は浅く広い小さいものでな。人数も少なく、やっている事も、まぁボランティアじみたものだ。規模の大きさで言うなら、多分お前達たちが今関かかわっている連中の方が上の可能性もある」

「……何つーか、地方自治体みたいだな」

「いい表現だな。異なる事といえば地方ではなく全世界規模であるという点だが、まぁ、管轄する地域が広いからといってその地位や実力が大きいというわけでもあるまい。より正確に言うなら自警団の方が正しいかもしれん。一定区画へと派遣され、その中で生じた問題の管理、観測、記録を主とし、場合によっては武力介入も行う。こう言えば聞こえはいいが、実際は年中人材不足の上、あてがわれた区画の状態報告だ。ま、こんな場所なんぞほぼ毎日が『異状無し』で済んでたんだが――」

「ちょい待ち、話を一人で進めんのやめてくれ。ぶっちゃけ俺達、藍さんの素性に関しての説明がまだ途中なんだが」

「む？　あぁ、すまん。話が逸それてたか」

　いつも通りの藍さんのままなのだが、如何いかんせん話す内容が専門的過ぎて対応に困る。いや、考えてみれば、こっちこそが本来の姿なのかもしれないが。

「さて、どこまで話したか――っと、私が属する組織の成り立ちだったか」

　確認するよう口に出しながら、彼女は説明を続ける。

「ともかく、私はそのＷＨＯの一員でな。数年前からこの周辺一帯を監督している。細かな事は話せないが、これでも『超能力事件ケースＰ』が起きてからは、あっちこっちと情報収集に勤いそしんでいたんだぞ？」

「監督っつー事は、じゃあ『超能力事件ケースＰ』について、ある程度の事は最初っから知ってたって事か？」

「最初から、というのは語弊があるな。ここ最近調査して漸ようやく、といった所だ。その調査の中では、悪いとは思ったがお前達の後を尾行つけさせてもらう事もあった。ま、それ故に先の現場に遭遇し、件くだんの組織の名前とその頭に辿たどり着ついたのだがな」

　そうなのか。全然気付かんかった。

「んで、藍さんの能力って……」

「察しの通り、見ての通りのパイロキネシスだ。無論、私は『超能力事件ケースＰ』の犯人のような人工ものではなく、先天的なものだがな」

　彼女は一瞬だけ差し出した掌てのひらに炎を出現させた。言われなくとも、あれだけの炎熱を見せられれば、俺おれが相手をしたヤンキーの能力が如い何かに弱かったのかが思い知らされる。

「あんのー」

　俺が藍あいさんの尾行術や能力に感心していると、壊世かいぜが控えめに挙手をした。

「もしかして、今日に限って不自然なほど静かだったのって、アイさんの仕業――ですかね？」

「慧けい眼がんだな。その通りだ」

　ゼインと話し合う前に言っていた壊世の疑問。「静か過ぎる」とは言っていたが、あれは気のせいでも何でも無く、藍さんによるものだったらしい。何かこの二人の会話を聞いてると、俺がかなり鈍感に思えてくるんだが。

「正確に言えば、ＷＨＯによって一般人には夜間の行動や移動を控えてもらうように情報操作を施していたのだ。そんな中、お前達たちが動くのを確認してな。これは何かあると思い、後を追ったという事だ」

「何つーか、本当に化けの皮を被かぶってたんだな、藍さんは」

「それはお互い様だろうアキラ。お前の正体が、身体変質と現象同化を併せた異い能のう者しやだというのだからな」

　再び足を組み直しながら、藍さんは肩を竦すくめて溜ため息いきを吐つく。

「以前資料を見て本当に驚かされた。お前、あの悪魔の眷けん属ぞくなんだろう？　正直に言うとお前の存在は、こちらでは危険度がＳＳ＋ダブルエスプラスに指定されているんだ。よくもまぁ、私はこれまで何の問題も無く、お前と駄だ弁べる事ができたものだと、笑いが込み上げてきたよ」

　こっちの方が素なのか、藍さんはいつもよりはるかに饒じよう舌ぜつに話している。

　にしても、ＷＨＯってのは小規模ってわりに随分と情報通なのだと感心させられる。俺の個人情報は兎とも角かくとして、「あの悪魔」っていうのは、俺の友人の事だろう。そこまで情報が揃そろってるとは。

「アキラ。お前にとってあの悪魔は恩人程度の認識しかないのだろうがな、その実は――」

「えーと、すいませんアイさん。話、逸それてます」

「む。あぁ、そうだな。済まない。どうも私は話し出すと余計な事に口が回ってしまう」

　壊世の指摘を受けて、藍さんは気まずそうに咳せき払ばらいをした。

「兎とに角かく、だ。今回、ＷＨＯの方から出されている任務は『超能力事件ケースＰ』の早期解決及び、実行犯の掃討。この件に関しては、おそらくはアキラと同様であると思う」

「まぁ、同じだけど。……何だろ？　『超能力事件ケースＰ』を起こした連中って、指名手配とか賞金首とかになってるって事なのか？」

「いや、実際に今回の件を敵視しているのは一部の者達だけだ。賞金なども、同様にな」

　俺おれの仕事内容が藍あいさんと被かぶっている。

　しかし彼が俺に仕事の斡あつ旋せんで間違いを起こした事は無いので、藍さんの属する機関と彼のとそれぞれに、異なる方面からの依頼があったのかと思ったが、藍さんは億おつ劫くうそうに首を横に振って、そんな俺の考えを否定した。

「いつの時代も同じだ。財界政界問わずに、お偉いさんというものは面倒事を押し付けたがる。しかも、解決すれば過程などには目もくれない。――勿もち論ろん、その過程というものに、同業者同士の衝突があったとしてもな」

「……んじゃ、今回の件って、その『お偉いさん方』が、手の空すいてる連中に、片っ端から依頼したって事――になるのか？」

「その通り。とは言え、殆ほとんどの者達たちがその不可解さに退ひいていったがな」

「おいおい……」

　何とも虚しい話の中、いつも通り表情一つ変えない壊世かいぜが藍さんに声を掛けた。

「んじゃー、何でアイさんとこの皆さんはこのお仕事を請けたんですー？」

「――難しい質問だな」

「やー、個人的に気になったんで」

　壊世の質問に、藍さんは難しい顔をしてから、申し訳無さそうに頭を下げた。

「悪いが、これ以上は話せない。その辺りは察してくれると有難い」

「大丈夫ですよぅ、さして追及する気も無いんで」

　壊世は本当に「ただ気になっただけ」だったのだろう。藍さんの言葉にも気を害する事無く丁寧に窘たしなめた。

「――それで、今度は私が訊ききたいんだが、君はいったい何者だ？」

「んぅ？」

　自分に話題が来ると思っていなかったのか、壊世は驚いたような声を上げてから、やはり無表情のまま端的に答えた。

「あたしの名前は全無うつなし壊世。壊世って呼んで下さいよぅ。ちなみに殺人鬼なんですけど、今現在はアキちゃんに手綱を握ってもらってるんで、絶賛殺害自重中でーす」

「……全無、だと？　おい、アキラ、どういう事だ？」

「あー、藍さんも知ってるのか？　その、殺人鬼の事とか」

　眉み間けんに皺しわを寄せて訊たずねてくる藍さんに質問で返すと、彼女は溜ため息いき交じりに話し始めた。

「正直に言えば、ＷＨＯでは資料が不足し過ぎて把握できない存在の一つだ。私が知る事と言えば。そうだな。都市伝説のような殺人鬼であり、狙ねらわれれば生き残れない、と言われるほどの強さを有している、と言う事だな。――だが、まぁ、実物は初めて見るな」

「んーと、もしかして、殺人鬼とかって嫌いだったりする？」

　彼女があまりにも難しい顔をしていたので、心配になって訊ねてみると、返ってきたのは否定の言葉だった。

「そうではない。と言うか、お前が認めた以上、腕は確かなのだろう。それに――」

「んぃ？」

　藍あいさんは、今度は俺おれから壊世かいぜに視線を向ける。

「今は、アキラの味方なのだろう？」

「はい。あたしはアキちゃんの友達ですんで」

「…………アキちゃん、ねぇ」

　壊世の言葉を聞いた後、藍さんはやや険を含んだ表情で俺を睨にらむ。

「ん？　どうかしたのか？」

「随分とまぁ、仲がよさそうじゃないか。アキちゃんだなんてな。なぁアキラ。悠錐ゆうきり教師といい、彼女といい、本当、美人の知り合いが多いものだ。なぁ？」

　何だろうか。藍さんから逆らう事を許されない威い圧あつ感を感じるのだが。

「んぃ？　アイさんだって美人さんだと思うですけど？」

「有難う。なぁ、アキラ。お前はこんな純情な子をどうやって丸め込んだんだ？」

「いや、ちょと、だからそいつは――」

「黙れ」

　理不尽だった。

　というか、俺、何で怒られているんだろうか？　それ以前に藍さんは何が気に食わないのだか解わからんのですが。

「唐変木、とはお前の事を指すのかもな。まったく、何でこんな……」

「ほほぅ。大変ですねー、アイさんも」

「…………カイゼ、君は中々に油断ならんな」

　女同士で通じ合う事でもあったのか、壊世は無表情に藍さんの何かを理解し、その当人は大仰に溜ため息いきを吐ついて、組んでいた足を組み替えた。

　何つーか。何て言うか。意味不明だなぁ、おい。

　そんな居いた堪たまれない空気を払ふつ拭しよくするべく、俺は改めて藍さんと壊世に訊たずねる。

「兎とに角かくさ、皆さんお仲間という事で構わない、と」

「あぁ、そうだ」「あーい」

　素っ気無く、しかししっかりと答える藍さんと、呑のん気きに手を挙げる壊世。締まりはしないけれど、それでも強力な助すけっ人とである事には違いない。

「それじゃ、三人仲良く、無様に惨めに手を取り合って、あの連中をフルボッコするとしましょうかね」

　とりあえず、使命完遂のためのメンバーがここに揃そろったのだった。



「んじゃ、改めて現状を確認したいんだけど」

「あぁ、その点に関してだが、中々に興味深い情報があるぞ」

　グダグダになっていた空気を持ち直し、これからどう動くかを話し合おうとしたら、先ほどまでの不ふ機き嫌げんは直ったのか、藍あいさんが始めにそう言ってきた。

「情報って……、どんな？」

「こう言うと不謹慎だがな。お前達たちが連中を相手にしている間、私は情報収集に集中していたんだ。いや、連中の注意がお前達に向いていたからな。かなり楽だった」

「……てー事は、その分の成果は期待していいと？」

「無論だ」

「おぉー。アイさん格好いいですねー」

　成程。藍さんは藍さんでこれまで動いていた、と。そうなると、俺おれ達の行動も一定の意味を成したのだから、苦労した価値はあるって事か。

「んで？　その情報って――」

『プルルルルルルル。プルルルルルルル。プルルルルルルル』

「タイミング悪いですねー」

「いや、まったくだな」

「……ちょいと待っててくれ」

　身を乗り出した姿勢から立ち上がり、各々自由に座っている二人を居間に残して、俺は廊下に置いてある電話へと向かう。しっかし、本当に空気読んでないな。――と思った時、俺はふと目に入った時計を見て、不審に思った。

　その時計が示す時刻は午前三時十二分。いったい、何がどうなればこんな時間に電話を掛ける気になるのか？　何て思いつつ、廊下に置かれた棚の上にある電話の受話器を手に取り、耳に当てる。

「はい、もしもし――」

『や、さっきぶりー』

「――――!!　その、声、……！」

『驚きのあまり声も出ないかな？　あっはは、僕だよ、終莉崎おわりざき是胤ぜいんだ』

　驚く俺の神経を逆さか撫なでするように、受話器の向こうから軽薄な声が響く。

「……テメェ、このペテン師、よくもまぁ俺のとこに連絡する気になったな。ご両親から迷惑な時間帯に電話すんな、って教わんなかったのか？」

『あ、ごめんねー？　迷惑かなー、とは思ったけど、急いでたからさ』

　三時間前に聞いたその声は、変わらぬ気安さと軽々しい口調のまま。それが、まるで、今も自分の優位が揺らいでいないと言われているようで、腹立たしく思う。

「急ぎだぁ？　テメェは俺を殺す気だったんだろうがよ。それともアレか？　俺が生きてるって解わかったから、土下座でもしたくなったか？」

『いやー、あれは僕も予想外だったよ。まさかあんな強い未知の人が味方にいたなんてね。うんうん。やっぱり戦況はちゃんと見極めるべきだったかな』

　気安く、苛いら立だたしいほどに気安くゼインは話し続ける。

『だからね、僕は考えたんだ。いや、元から考えていたって感じかな？　ま、どっちでもいいけど、兎とに角かく、これは重要な事だからよく聞いてね？』

　そう念を押して、ゼインは笑った。――笑いやがったのだ、この状況で。

　それが意味するのは、自分の絶対優位。しかし、いったい何をもってしてその優位を確立したのかまるで見当も付かない俺おれは、苛立ちをぶつけるように先を促す。

「さっさと言いやがれ。下らねぇ事だったらガチでぶっ潰つぶすぞ」

『あは、準備はできた？　それじゃあ言わせてもらうけど――』



『悠錐在歌さんだっけ？　彼女の身柄は僕達が預かったから』



「は？」

　その言葉が、理解できず、俺は、数瞬の間、動きが止まった。

『あっれー？　言葉が足りなかった？　んじゃ細かく言うけどさ、君の幼おさな馴な染じみで、君が通う学校の教師の悠錐ゆうきり在歌あるかさん。その人の身柄は僕達たちが預かった。この意味、もう解るよねー？』

「――おい、嘘うそだろ」

　半ば呆ぼう然ぜんと、その事実そのものに問い掛けるように、俺はその言葉を理解していく。

　そして、頭が理解していく度に、全身から力が抜けていくような感覚が襲ってくる。

「嘘だよな、おい。あの人は何の関係も無いもんな」

『関係ならあるよ。何せ彼女は君の幼馴染なんだ。人質としては充分に価値があるし、関係もある』

「――ざっけんなよテメェ!!」

　気付けば俺は、我も忘れて叫んでいた。

「狂ってると思ったが、そこまでいかれてるのかてめぇは！　どこにいやがる！　ぶっ潰してやる！」

『あはは、さっきも聞いたよそれ？　まー何はともあれ、彼女が大切ならこっちにいらっしゃい。勿もち論ろん、三人揃そろって来てくれて構わない。じゃ、楽しみにしてるから』

「な、待ちやがれこのっ……！」

　俺の返答など聞く気が無いのか、通話は無慈悲に切られた。

　その瞬間、俺は弾はじかれたように玄関へ向かう。

「おい、どうした！」

「はれ？　アキちゃん？」

　居間にいた二人が何か言っているが俺おれの耳には入らない。俺は靴を履く事すら忘れ、壊しかねない勢いで玄関の戸を開けて外に出る。目指す場所なんて一つだけ。昔から行きなれた隣の家。在歌あるかさんが今は一人で暮らしている家。

　門を通って玄関へ。鍵かぎが開いているかなんて確かめもせずにドアノブを回して――鍵が開いている事に気付き、絶望感が増す。

　そのまま、不法侵入など気にもせずに中に這は入いる。これで在歌さんに怒られるなら構わない。だってそれは、あの人が無事な何よりの証拠だから。

　しかし、無音の家には、人の気配を見みい出だせない。

「在歌さん！」

　俺は大声で叫んだ。時間帯とか、近所迷惑とか、そんな事はどうでもいい。ただ、あの人の姿を見付けるためだけに、慣れ親しんだ家のあちこちを走り回って、名前を呼ぶ。

「在歌さん！　在歌さんっ!?　どこにいるんだよ！　――在姉ぇっ!!」

　あちこち探し回って、叫び回って――結局、どこにも彼女はいなかった。

「……嘘うそ、だろ」

　絶対に巻き込まないと、あの人だけは守って見せると。そう誓いながら生きてきたのに、その筈はずだったのに。

「…………こん、な」



　結局、俺は家族同然の大切な人を巻き込んでしまった。



    

  
    
      


第五章　龍は吼える



　夜が明けた。

　在歌あるかさんの家を捜し回った後の事はよく覚えてない。気が付いたら、藍あいさんと壊世かいぜに支えられるようにして自分の家に戻っていた。

「まぁ、電話の内容は解わからんが、先の行動で大体の事情は解った。大方、悠錐ゆうきり教師が人質に取られたのだろう」

「んぅ？　その人ってどんな人ですかね？」

「赤っぽい茶髪を肩まで伸ばした女性だ。私から見ても美人だな」

「あぁ、はいはい。アキちゃんとこに訪ねてきたあの人ですか」

　ソファーに座らされた俺おれの前で、二人が何かを喋しやべっている。しかし、今の俺はそれを聞き取る余裕も無い。

　ただ、己の迂う闊かつさと無力感に打ちひしがれていた。

「……畜生、どうして、こんな……っ」

　せめて、あの人にはこんな世界に関かかわることなく幸せになってほしいと考えていた。何だかんだ言いながらも、天涯孤独となった俺をずっと支えてくれていたのだ。だったら、その苦労は報われてもいい筈はずじゃないのか。何な故ぜ、こんな血生臭い事に巻き込まれなければならないのか。

　今すぐに助けに行きたい。しかし、俺は奴やつ等らの本拠地など知りもしない。あるいは、ゼインの奴はそれを知っていて俺を笑っているのだろうか。

「く、そ……！」

「いい加減にしろっ」

　バシンッ！　と小気味いい音と共に、俺の頬ほおが何かに弾はじかれた。

　驚いて見上げれば、藍さんが珍しく険しい表情を浮かべながら俺を睨にらんでいた。

「な、ん」

「悠錐教師の誘拐にショックを受けるのは構わない。だがな、だからといってそのまま沈まれていても困るんだ。何せ私達たちはあの連中を叩たたき潰つぶさなければならないからな。だというのに、一番の主力であるお前がその調子でどうする！　ここでいじけていても、後悔していても悠錐教師は助けられないだろう？」

「……あ、でも、場所は」

「だから言っただろう。私が興味深い情報を持っている、と」

　その言葉に、俺おれの意識は再び回転を始める。

「それって――」

「無論、連中の本拠地の予測も、その中に含まれている。――どうだ？　まだお前がここで止とどまっている理由は存在するか？」

「……無い」

「なら、やる事は解わかっているな？」

「――あぁ」

　俺は立ち上がる。ＯＫ、身体からだも精神も問題無し。最大の懸念が消えた以上、藍あいさんの言葉通り、ここで止まっている理由は何も無い。

「ありがとな、藍さん」

「何、私とて担任を失なくすのは惜しい。お前の友人でもあるとなれば尚なお更さらな」

　そういえば藍さんは楽しそうに在歌あるかさんをからかってたなー、なんて思い出しながら、俺は苦笑する。状況は変わらず最悪だが、それでも、少し気が晴れた。

　そうして俺は、考え方を改める。そうだ。在歌さんは攫さらわれた。その事実は重いが、だからといってへこんでいる場合ではない。助けだす事が、最優先事項なのだ。

「ほんじゃまぁ、行くんですかね？　敵さんの本拠地」

「あぁ、行くぜ」

　壊世かいぜの言葉に、俺は腹を括くくる。そうだ、藍さんの言う通り、ここでいじけても後悔しても意味は無い。

　だから、俺は立ち上がった。

「――そんじゃ藍さん、道案内お願いするわ」

「任せろ。さぁ、出陣といこうじゃないか」

　藍さんは長髪を翻し、壊世はフードを被かぶる。俺は、ただただ怒りを溜ためる。喧けん嘩か上等。久々に血が滾たぎる。待ってろ気狂い共。完膚無きまでに叩たたき潰つぶしてやる。



　　　◆



「夜の人型の群れだが、あれはお前達たちを誘導していただけではなかったのだ」

　案内されたのは、緑杉ろくすぎ町ちよう最北の郊外にある、打ち捨てられたような森林地帯だった。

「お前達は囲まれるように誘導されたと感じているだろうが、実はあの連中、こっち側、つまりは北側へは近付かせないよう、巧妙にお前達を動かしていた」

「はぁ。そんじゃアイさんは上からそういうのを眺めてたんですかね？」

「そういう事だ。逆を言えば、最初っから人質を取る腹積もりだったのかもしれんがな」

　その森の中を藍さんは黒髪を揺らし、周囲に気を配りながら進んでいく。どうもこの森に本拠地があるのは解わかっていても、入り口に関してはまだ見付けていないとの事だ。

　入り口を探す間黙っているのも無意味と思ったのか、これまで調べた事の補足を話していた。

「んにゅ？　どういう事ですかね？」

「お前達たちを南側へと追い詰め、その場で殺せればよし。切り抜けられたら、即座に人質を取り、真逆のこちらへと逃げ込む。単純ではあるが、有効な手段だったという事だ」

「別に、そんなものは今更だ」

　未いまだ苛いら立だちが消えない俺おれは、つい藍あいさんに当たるような口調をぶつけてしまう。しかし当の本人は、仕方ないというような表情でそれを受け流し、前髪をかき上げた。

「ま、お前が苛立つのも解るが、もう少し待て――って、カイゼ？」

「人影発見」

「！　どこだ!?」

　突然呟つぶやいて走り出した壊世かいぜに続き、俺も走り出す。その後ろでは藍さんが「おい、待て！」と叫んでいるが、頭に血が上っている俺もほぼ本能で生きている壊世も聞き入れず、ただ目標へと走っていく。そして確かに、壊世の言葉の通り、進行方向に人影が見えた。どうやらしゃがんでいるらしい。

「壊世、先行くぞ」

「あい」

　先行していた壊世に一言断ってから、俺は全身を雷らい化かし、目測した距離を奔はしる。その時間、僅わずか一瞬。そうして俺が再び人に戻って見たのは――

「……あん時の、人型？」

　しゃがんでいたのは、まさに俺と壊世を襲い、藍さんに焼き尽くされた人型と全く同じ物だった。それが、何やら地面に手を向け、ごそごそと土を弄いじくっている。

　あまりに異様な光景に絶句していると、突然人型の動きが止まり――

「って、うわっ！」

　がばり、と地面の一部が開いて、地下への階段を出現させ、動きを止めた。

「あれ、何ですかねこれ？」

「……お前達、少しは自重しろ。――と、これは？」

　追いついた壊世と、息を荒げながら若干苛立っている藍さんも、この光景に驚いている。

「いや、何かこの人型がいきなり持ち上げるみたいな感じでこの蓋ふたを開けたんだけど」

「まぁ、入り口だろうな。連中の巣穴への」

　一応説明すると、藍さんは事も無げにそう続けた。

　人型は、機能停止したように動かない。

「で？　これが罠わなの可能性もあるが、どうする？　這は入いるか？」

「お先に失礼しまーす」

「愚問でしかねぇよ」

　答えながら、先に入っていった壊世かいぜに続き、見た目以上に広い階段を下りていく。その後で、呆あきれたような溜ため息いきを吐つきながら藍あいさんが付いてきた。

　直後、俺おれ達たちが入ってきた入り口が激しい音と共に塞ふさがれ、階段の周囲が蛍光灯で照らされる。

「……ありゃ？　アイさん。何で閉めるんですか？　開けたら閉めるを徹底して教えられたんですかね？」

「生あい憎にくと私じゃない。外にいた人型の仕業だ。――どうやら、誘い込まれたらしいな」

　悔しげに呟つぶやく藍さんに、俺は思った事をそのまま伝えた。

「別に関係無ぇよ。やる事は同じなんだ。今更罠わなだったとしても、その罠を突き破った上で、連中を潰つぶして在歌あるかさんを連れ帰ればいい」

「……そうか。ま、目的さえ忘れていなければ構わない」

「忘れてねぇよ。藍さんはこの組織を潰すんだろ？」

　俺のその発言に、しかし彼女は真剣な声を返してきた。

「阿あ呆ほうか。人質を救うのが最優先だ」

「……了解」

　多分、現状では一番冷静である藍さんに、俺は気け圧おされるように頷うなずいた。

「それで、カイゼ。どうだ？　階段に終わりは見えるか？」

「んんー、多分、もう少しですね」

　壊世の言葉は正しく、そのまま一分も経たたずに階段は終わった。そうして目の前に広がったのは、入り組んで見える、白い通路だった。

「何か、病院みたいだな」

　俺の率直な感想を、藍さんは頭を振って否定した。

「病院ではなく、研究所だな。聞けばこの組織、異い能のう発現の薬品を作っていたのだろう？　だとするなら、入り組んだ構造をしているのも自然だな」

「んで、どうします？　道は分かれてますけど」

　壊世の言葉通り、道は分れている。

　真正面へと続く一本道。左へと続く一本道。右へと続く一本道。まさにこちらが三人である事に合わせたようにして、先へと伸びている。

「三手に分れる。俺は左。壊世は右。藍さんは真ん中」

「……根拠は何だ、アキラ」

「ただの勘。それ以上は無いな」

「そうか。ところでアキラ、お前、雷らい化かした状態で金属や電線には潜れるのか？」

「へ？　まぁ、できるけど……」

「だとしたら、私達たち全員がシャッター等で閉じ込められた場合、お前のその能力は脱出への唯一の方法になるかもしれん。覚えておけ」

「……成程」

　考えるまでもなく、ここは既に敵の腹の中なのだ。ならば、何が起こっても不思議ではない。

「もう一つ、あまりこの地下を壊すなよ？　地盤沈下なんぞ起きた日には、一般の目から誤ご魔ま化かすために試行錯誤するのは私なんだから」

「了解」

「あーい、わっかりましたー。そんじゃ行ってきまーす」

「あ、ちょい待て、壊世かいぜ！」

「んぃ？」

　すぐさま飛び出そうとする壊世に、俺おれは慌てて呼びかける。彼女はすぐに立ち止まり、いつも通りの無表情な顔だけをこちらに向けた。

　そんな彼女に、俺は真剣に言い聞かせる。

「約束、忘れてないだろうな？」

「…………こんな時でも、アキちゃんは優しいですねぇ」

　不要な殺人はしない。約束があるからこそ、俺と壊世の関係は成り立っている。その事を理解しているのか、壊世はひらひらと鉈なたを握った右手を振る。

「ダイジョブです。尽力はするですから」

　そう言い残し、壊世は右へと伸びる道を駆けていく。その途中、壊世は一度立ち止まり、こちらを向いて「御武運を祈ってますよぅー」と大声を上げた。

　それを見てから、藍あいさんも真正面へと続く道へ向き直る。

「何だ、約束とは」

「いや、何つーか、約束っつーよりは、誓約みたいなもんだな」

　それだけ答えると、彼女もそれ以上追及する事は無く、ただ、「そうか」と言って話を終わらせた。

「では私も行こう。アキラ、お前はお前の思う通りに動け」

「――おう」

　いつも通りの制服姿なのに、いつも以上に凛りんとした姿の同級生に促され、俺は左へ続く道を駆け出した。



　～真正面へと続く道にて～



　皇楼院おうろういん藍あいは、先天性のパイロキネシストである。なら先天性とはどのようにして発覚するのか。例えば、生まれる以前より、両親が既にそういった能力を保有していたり、専門の機関に属しているのであれば容易たやすくその能力の有無を量れるだろう。

　しかし、彼女の両親は小さな村に生まれた、ごく平凡な一般人だった。

　では、如い何か様ようにしてその能力が発覚したのか。答えは、その真実を知る者からすれば一いち目もく瞭りよう然ぜんであり、それ故に信じ難いものであった。

　彼女の能力が発覚したのは、生後間も無く。文字通り、生まれた瞬間の事だった。



　彼女は生誕と同時に、周囲一帯をその能力で焼け野原にしたのだ。



　彼女を胎内で育はぐくんだ母を焼き、その母を出産の苦痛から励ましていた父を焼き、彼女の誕生に全力を尽くしていた医師達たちを焼き、入院していた患者達を焼き、病院そのものを焼き、周囲の家屋を焼き尽くした。

　無論、そこに彼女の意思など反映されている筈はずも無い。言うなれば、生誕の際の衝撃につられるようにして、彼女の能力が枷かせも無く発動しただけなのだ。しかし結果として、彼女は生まれると同時に、自分の故郷となるべき場を焼き尽くし、大量殺人の大罪を背負う事になってしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      　その異常事態を観測した当時のＷＨＯにより、彼女は能力の安定を兼ね、以後その組織に育てられる事になる。

　それから十数年間、能力の安定した彼女は、さして他者に関心を示さず、まるで人形のように、ＷＨＯの一員として、観測者として、与えられた使命を遂行していた。

　しかし、一年前、彼女に転機が訪れる。

　言うまでもなく、白髪の少年――天音櫛あまねぐし秋良あきらとの出で逢あいだった。



　そして彼女は今、そんな同級生に協力する形で自分の責務を全うしている。

　観測者として、そして、秋良の友人としての、皇楼院おうろういん藍あいのすべき事を。

　彼女はそこに、自分が行う任務に私情を交えている事に、違和感も疑問も抱かない。

　何な故ぜなら、それが自分であると、皇楼院藍であると確信しているのだから。

　さて置き、それとは別に、彼女は現在疑問を感じていた。

（警備が薄い――いや、無い？）

　あまりにも無防備な道に、胸中に僅わずかな不安が灯ともる。しかし、観測者としての経験から、即座に現状を予測する。

（つまり、この道にいるのは強者のみ、という事か）

　警備が無い理由。それは単純に警備が必要無いから。なら、何故必要無いのかといえば、答えは至極簡単だ。

　黒髪を靡なびかせて疾走する中で、自分の考えが正しい事を理由なく確信する。もし間違いだとしたら、それはその時に対応すればいい。

「とはいえ、明らかに誰だれかが待ち構えてそうな扉が見えてきた以上、おそらく私の予想通りなのだろうがな」

　呆あきれるように、次第に近付く扉を見る。白い通路に対比するように真っ黒の扉は、どこか嫌悪感を催すように感じられた。

　無論、その扉の前までは何の問題も無く辿たどり着つき、藍は躊躇ためらい無く扉を開けた。

「んん？　あぁ、君が来たんだ。ムカつくなぁ」

　扉の向こうは、広い――約五十メートル四方の部屋。壁や天井、床の全すべてがチェス盤のように白黒の正方形の模様。扉は藍が入ってきた扉と、対面にある同じ形の扉だけ。

　その部屋の中央に、一人の男が三十体ほどの人型――《群型ドールタイプ・クラスタ》――を従えるように立っていた。

「貴様はここで何をしている？」

「あれ、何者なのかすら訊きかないの？　本当にムカつくね、ムカつく、死んでほしい」

　にこやかに毒づくその男。片眼鏡に白衣を着た姿は、解わかり易やすいほどにこの組織の研究員である事を示している。

「それに、君が勝手に入ってきただけじゃん。ここに住んでる僕が何してようと勝手でしょう？　本当にムカつくなぁ」

「ならば、ここで一生籠もっていてくれれば私としても有難かった。貴様等らが地上に上がってきたせいで、私は来たくもないこんな場所まで来る羽目になったのだ。今すぐに首を吊つってくれるというのであれば、私としてもありがたいのだが」

「ムカつくなぁ。ムカつく。本当にムカつく。どこまでも君はムカつくね」

　ニコニコと。どこまでも苛いら立だちなど見せない表情のまま毒づく男。その男の感情を表すように、男が従えていた人型が、俊敏な動きで藍あいへと襲い掛かってきた。

　しかし、藍はそれを見ても動じず、人型を観察する。

（……人型操作、か。おそらくはテレパシーの類たぐい、か？）

　今回の事件が超能力によるものと判明しているために、藍としてはその能力に見当を付けるのは難しくなかった。

　テレパシーとは思念同士の対話という認識が多いが、より正確な能力の本質は、能力者の思念送信にある。そしてその思念とは、突き詰めると微弱な電磁波なのだ。

　おそらく、《群型ドールタイプ・クラスタ》とは、あの男の思念――電磁波によって動くように造られているのだろう。

（とすれば、あの時もこの男が近くにいた可能性がある、と）

　秋良あきら達たちの時の事を思い返しながら、彼女は最終的な結論を下した。

「まぁ、下らんな」

　吐き捨てるように言った台詞せりふと共に、視界に入る全すべての人型を把握、イメージ、具現。

　三十体の人型を、もはや奔流にも思える灼しやく熱ねつが呑のみ込み、灰かい燼じんに帰す。

「貴様はただの愚ぐ鈍どんなのか？　私が一度、このガラクタを灼やき尽くした事を忘れたか？」

　尊大に、腕を組んだまま一歩も動かず、見下すような視線を男に向ける。しかし、男は自分の手て駒ごまが無くなったにもかかわらず、ニコニコしたまま毒づく。

「酷ひどいなぁ、僕の作品をこんなに駄目にしちゃうなんて。本当にムカつく」

　流石さすがにその様子を不快に感じた藍は、脅しの意味を込めて威い圧あつする。

「生あい憎にくだが、私は容赦しないぞ。下らん時間稼ぎなら、即殺す」

　藍にとって、人を殺すという事は秋良よりも遥はるかに単純な事だった。生まれ付いた強力な異い能のうに引きずられるようにして血生臭い世界に足を踏み入れていた彼女にとって、基本的に『敵』とは『殺す』ものでしかないのだ。

「うわっ、その言い方ムカツクね。本当死んでほしい。しょーがないなー」

　そう言った男が、見ている方が腹立たしくなるわざとらしい仕草で指を鳴らす。途端、床の白黒の正方形の一つが開き、そこからエレベーターのように何かが上がってきた。

　それは、先の人型と同じ模様が幾つも見られた。しかし、同じ形はしていなかった。どころか、大きささえも異なっていた。

　その人型の高さは三メートル強。形状そのものは人の形が基盤になってはいるが、明らかに破壊を目的とした太く硬質な両りよう腕うでには、いくつもあしらわれた刃やいばの群れ。更に、腕に負けず劣らず太く硬質な両りよう足あし。その四し肢しを支える胴の部分は、明らかに砲撃目的の筒が六本、人ならば肋ろつ骨こつの位置から突き出ている。それだけでも不気味なのだが、そんな形状をしておきながら、首から上が存在していないのは、もはやホラーとしか言いようが無い。

「じゃあ、次はこれで死んでくれる？」

　男の言葉を合図に、胴から突き出ていた筒から、爆音と砲弾が放たれた。

「――――ちぃっ！」

　直前に危機を察した藍あいは、即座に右へと転がるように跳んで回避。背後で砲弾が壁にぶつかり炸さく裂れつする音を聞きながら、崩れた体勢を立て直そうとして――

　刃塗れの豪腕が、真正面から振り下ろされた。

「あっはははぁ！　どう？　死んだかい？　ムカつくお嬢さんは死んじゃったぁ!?」

　振り下ろされた腕は、床に幾つもの亀き裂れつを走らせ、圧倒的な破壊の爪つめ痕あとを残していた。

　その威力に満足したのか、男は狂ったように声を荒げて笑う。

　その笑いに、静かな、怒りを含んだ声が答えた。

「この程度の玩具おもちやでは殺せんと言った筈はずだぞ」

　振り下ろされた腕の前。直前で跳び退すさった藍が険しい表情で立ち上がる。しかし、その右腕には小さくはない切り傷があり、避よけ切れなかった事を表していた。

「しかし、これが貴様の本領か。少し驚かされた」

「くっふふ。ムカつくなぁ。まだ死んでないんだ？　じゃ、さっさと死んでよ」

　巨大な人型が再び動く。鈍重そうな見た目に反し、機敏な動きで――それこそ、先程の《群型ドールタイプ・クラスタ》以上の素早さで、藍へと襲い掛かる。

「ほら死ね死ねよ死んでよねぇ！」

　男の声に合わせて、凶器そのものである豪腕を振り回し、避け続ける藍を攻め立てる。

　その最中、藍は冷静に観測する。相手の実力を自分の実力と照合し、最良の手を考える。

　人型に殺される前に男を殺す。不可能。おそらくこちらがあの男を焼くよりも、この人型が自分を殺す方が早いだろう。ならば、回避しながらなら？　不可能。自分にそこまでの集中力は無い。ならばどうするか――正面突破こそが最良か。

　瞬間的に距離を取り、視界に入った人型へと集中、イメージ、先刻以上の、灼しやく熱ねつを！

「――はぁっ！」

　叫ぶような裂れつ帛ぱくの声と同時、巨大な人型が灼熱に包まれる。その炎を受けて動きを止めた人型をじっと見ていると、男の笑い声がまた響く。

「あはは。どう？　焼けた？　焼けたのかい？」

「……ちっ。随分と頑丈だな」

　炎が消えた後、巨大な人型は焦げ痕あと一つ無く、憮ぶ然ぜんと佇たたずんでいた。

「耐熱仕様も有り、か。全く面倒だ――なっ！」

　再び襲い来た豪腕から逃れるように後退。それを追うように人型が走る。そのまま回避を繰り返した藍あいだったが、ふとある事に気が付いた。

（――まさか、こちらの動きに慣れ始めている？）

　徐々にこちらを追い詰める動きをしてくる人型に、藍は持ち前の観測者としての慧けい眼がんで疑問を予測にする。その予測が正しければ、指示を出しているあの男が、遠目から見ているからこその冷静さで藍の動きを読み始めている、という事だ。

（っは、まさかこんな形で同属対決をする事になるとは、まったくもって度し難い！）

　実際に動きながら観測する自分と、人型を動かしながら観測する相手。一挙一動に至るまで互いに観測し、そこから導かれる先を予測しつつの殺し合い。

　先を見誤れば、即座に殺される。

　こちらが僅わずかに体勢をずらした刹せつ那な、その機を逃す事無く人型の豪腕が叩たたき落とされる。それをギリギリで回避し、完全に崩れた体勢を立て直そうとする刹那、ガコンと、胴の筒が全すべてこちらに向けられるのを、藍は見た。

「くそっ！」

　全身を使っての跳躍。同時に、六つの砲弾が放たれ――ほぼ零距離で炸さく裂れつした。

　数秒の爆風と、地響きにも似た反響の後、立ち込める煙が藍の姿をくらましている。

「んんー？　漸ようやく死んだかな？」

　軽い足取りで男が近付いてくる。巨大な人型の隣に立った男に警戒心は微み塵じんも無い。それだけ先の一撃に自信があったのだろう。

「あっは。ムカついたけど、中々強かったよー、なんつって。あっはっは――」

　刹那、未いまだに燻いぶっていた煙の中から飛び出した藍が、その右手に灼しやく熱ねつを纏まとわせて男の顔面を鷲わし掴づかみにした。

「――は、って、熱い！　熱い熱いよ熱いって！　離せ離せ離せぇっ！」

「……っがは、っか……。くっそ、制服が駄目になってしまった。どうしてくれる」

　流石さすがに至近距離での爆発は避よけ切れなかったのか、全身の至る箇所を火傷やけどや裂傷に塗れさせ、埃ほこりで汚れた藍が男を逃がすまいと力を込める。

「しかも髪まで若干焦げてしまった。髪は女の命だというのに……ここまで伸ばす苦労と、手入れを欠かさぬ努力をよくもまぁ踏み躙にじってくれたものだ」

「あ、あぁああぁ、熱い熱い熱い！」

　男の毛髪は既に燃え尽き、その灼熱は頭部の表皮を焼き始める。

「流石にこの状態では集中も何も無いだろう？　それにしても、そちらから近付いてきてくれるとは、有難い限りだ」

　全身傷だらけになりながら、それでも藍あいは男の顔から手を離さない。先程までの唯一の脅威であった異い形ぎようの人型も、主あるじの意思が届かず、ただ黙して佇たたずむのみ。

「あ、はが、あ、あ、ぁ、あ……」

「火力は微び妙みようだからな。せいぜい苦しんで燃え尽きろ」

　喉のどが焼けたのか、意味の無い言葉しか漏らさなくなった男に無情な宣告をして、藍は男を焼き続ける。

　そうして、数分後。頃ころ合あいを見計らっていたかのように、藍が口を開いた。

「女の恨みは、重く、怖いものだと知っておけ。――あぁ、もう聞こえないか」

　その言葉と同時、既に炭化した男の頭部を、藍は無情に握り潰つぶした。



　～右へと続く道にて～



　壊世かいぜはパタパタと袖そでをはためかせて走りながら、取とり敢あえず視界に入った道を曲がりながら進んでいた。

　秋良あきらに右に行けと言われた彼女は、その道を進み、行った事の無い道を進んでいるのだが、問題が一つ。

　先程から、すれ違う者の全すべてを昏こん倒とうさせているという事。

　秋良の「不要な殺しをしない」という言葉を守っているための行動ではある。しかし、最優先は在歌あるかの救出なのだが、元より頭がよくない彼女は、誰だれかを捕らえて情報を聞き出すと言う事をせず、兎とに角かく行き当たりばったりで事を解決しようとしていたのだ。

　今もまた、マシンガンを構えた警備兵の首を鉈なたの峰で叩たたいて昏倒させつつ、愚直なまでの真まっ直すぐさで突き進んでいた。

「むーん。なかなかに見付かんないですね、アルカさん」

　もしここに秋良がいれば「んな方法で見付かるわけねーだろ！」と突っ込みを入れているだろうが、幸か不幸か、彼女は現在単独で行動している。故に、彼女の凶行を止められる者はいなかった。

　しかし、偶然は存在した。

「およ？　ここは何か広そーですねー」

　いつも通りの彼女のただの気き紛まぐれ。しかし、壊世が見付けたのは、真正面へと続く道を進んだ藍が開けた扉よりも一回り小さい扉。

「おっじゃまっしまーす」

　それを何の迷いも無く開け放ち、中へと這は入いる。

　その中は壁も天井も真っ白い空間だった。形状は立方体のようで、そう大きくは無い。精せい々ぜい奥行き五、六メートルといったところか。

　そんな部屋の真ん中。

「――おやぁ？　わざわざそちらから来てくれたのかい？　嬉うれしいねぇ」

　そこに、フォーレス＝阿久津あくつが佇たたずんでいた。

　その姿を見た瞬間、壊世かいぜの中身が切り替わる。

　未いまだに阿久津は殺意を放っているわけではない。しかし、壊世にとって阿久津は、「リベンジする」という考え――つまり、対戦闘意欲が現状で最も高い相手であった。

　それ故に、壊世は自身の殺意をもって、殺人鬼へのスイッチとし――



「先制斬ざん撃げき」



　フードで顔を覆い、本能を剥むき出だして、阿久津へと飛び掛っていった。

「――っとぉ！」

　その愚直なまでの真まっ直すぐな一撃は、しかし真っ直ぐ過ぎたがために、その軌道を読まれ、阿久津は焦燥を見せながらも壊世の左へと避よけ――

「いきなりは――無いんじゃあ、ないかぁ！」

　その声と同時、壊世の頭部に異様な負荷が掛かる。そのままなら、『歪わい曲きよくアート』の被害者のように頭が首から捻ねじ切きれる事になっただろう。しかし――ぐるん、と、壊世が全身を高速で横に回転させ――そのまま、何事も無かったかのように阿久津に迫る。

「ん、ぁあ？」

　その行動に、阿久津は訝いぶかしげな声を上げながら、慌てて距離を取るように一歩跳ねる。

　その後を、壊世の鉈なたの一いつ閃せんが通り過ぎる。

「あっぶないねぇ――ほらぁっ！」

　再度の負荷が壊世の胴に掛かる。しかし、壊世は既にそれを予測していたように、焦りを見せずに左へと跳んで、背後を狙ねらう。丁度、最初の立ち位置を取り戻すように。

「あぁん？」

　先程までの――いや、初めに邂かい逅こうした時にさえ持っていた余裕を阿久津は失なくしていた。どころか、反撃される度――壊世が回り込んでくる度に首を捻ひねりたそうに、怪け訝げんそうにしている。

「おいキミィ、一体何してんだ？」

　とうとう痺しびれを切らした阿久津は、焦燥を隠さずに訊たずねるが――しかし。

「右腕断絶」

　返ってきたのは、混じり気の無い殺意のみ。

　今の阿久津は、疑問の答えを得る事もできず、ただ戸惑いながら逃げ、そしてその異い能のうを放つ事だけ。

　もし彼が壊世かいぜの――殺人鬼の存在を知っていれば、もう少し違ったかもしれないが、それは既に詮せん無なき事。何せ、この場に壊世の正体を説明できる者はなく――当の本人でさえ不可能なのだから。

　しかし、何な故ぜ阿久津あくつの超能力を壊世が避よけられるのか。

　その答えは、知ってしまえば単純なものだった。



　是胤ぜいんからの呼び出しがあった後。午前零時までの時間で、壊世は秋良あきらから阿久津の能力について、ある程度の仕組みを教えられていた。

「あいつの能力はサイコキネシスの類たぐいなんだが、多分限定的なんだよな」

　そう言いながら、リビングのソファーに壊世と向き合って座った秋良は、右手を突き出した。

「テレポーテーション持ちの男。お前が吹っ飛ばされた方向。そっから察するに、多分あいつは右回りにしか力場を作れないんだ」

　突き出した手をクルクルと右回りに回しながら、秋良はそう言った。

「だからあいつと相対する時は、その力場に逆らわずに流れるように移動すれば、さしたる力も無く無力化できる筈はずだ」

　そこまで言われても理解し切れなかった壊世に、秋良は呆あきれたように説明を繰り返し、最終的に「負荷が掛かったと思ったらその方向に逃げろ」という事に落ち着き、理解できた。

　そして今――



　いつも本能のみで戦っている壊世ではあるが、秋良から指示されたことを実践に投影したがために、こうして阿久津に対して優勢を取り続けている――という事だ。

「――何だって言うんだ、さっきからぁ！」

　しかし、その真実に辿たどり着つけない阿久津にとっては、壊世に対し自身の能力が通用していないという錯覚に陥っていく。確かに、阿久津の能力は秋良が予測した通り、限定的なサイコキネシスである。そして、その対処の方法も壊世が行っている方法で問題は無い。

　しかし――

「あぁもう！　いい加減にぃ、しろぉ！」

「――ん、ぃ？」

　ぎちり、と、壊世が不可視の力場に捕らえられ――抜け出せなくなった。

　その異常事態に、壊世の自意識が浮上する。

「あ、ぅ？」

「はぁっはぁ！　どうやら二つ以上は対処できないみたいだねぇ！」

　そう、壊世かいぜの回避方法に間違いは無かった。あくまでも――力場が一つなら。

　しかし、今の壊世に掛かる力場は、腹部と右足首に一つずつ、どちらかが抜ければ、もう片方に捻ねじ切きられる状態になっていた。

「ん、ぬぅ」

　ついに抜け出せなくなり、軋きしみ上がる痛みに、壊世は無表情を崩し、苦く悶もんの声を上げる。胴が抜ければ右足が捻れ、右足が抜ければ胴が捻れる。

「い、ぎぃ……」

　その両方は力場の大きさが異なるため、同時に外すのは不可能。それを無意識に理解した壊世の行動は迅速だった。

「――んぁあああっ」

「って、うぉあ！」

　こちらに手を向け集中している阿久津あくつの顔に向け、壊世は左手に握っていた鉈なたをぶん投げた。

　阿久津はそれに驚き、鉈を避よける。それを見ながら壊世は即座に力場から逃れようとするが――阿久津は、それを許しはしなかった。

「させない、ヨォっ！」

「い、あ、ぎぅっ」

　腹部にかけられていた力場は何とか抜け出せたが――右足首にある力場は、抜け切れなかった。そして、ゴキンッ、と鈍い音を立てて、壊世の右足首が歪ゆがむ。

「い、うぅうううう」

　その力場は瞬間的なものだったのか、すぐさま解除されるが、その痛みは消える事も無く、蹲うずくまった壊世の顔に苦痛を浮かべさせる。

「まぁったく、驚かせてくれるねぇ、キミも」

　そんな彼女に、阿久津が余裕の笑みを浮かべながら近付いてくる。しかし、その表情に冷や汗が浮いている事から、投げつけられた鉈に危険を感じたのは間違い無いのだろう。

「さて置き、これでキミはもう速く――いや、まともに動けない。勝負、あったねぇ」

「……あんの、ちょいと訊きいていいですかね？」

「んん？」

　壊世は、蹲ったまま、右足の痛みに堪えながらも、自意識を取り戻した事で訊いておかねばならない事を思い出し、それを口に出す。

「アルカさん、どこにいるです？」

「あぁ――あの餌えさかい？　あれなら、この部屋を真まっ直すぐ抜けて、三つ目の曲がり角を左に曲がったとこの突き当りの部屋にいるねぇ。もうアレの役目は終わってるから、好きに持ち帰るといい。ただし――ここで生き残れたら、だけどねぇ」

「あい、あんがとです」

　阿久津あくつの皮肉も、今の壊世かいぜにはもう意味を成さない。何な故ぜなら、彼女の目的は『在歌あるかの救出』と『阿久津の撃破』の二つ。

　そして、最低限必要な情報は揃そろったのだ。つまり――もう、彼女が自分を抑える理由は無くなったのだ。

「んじゃ、もういいです」

　右足の痛みを堪えながら、右手に残った鉈なたを握り直す。

　その直後、壊世の脳裏に、秋良あきらの顔が浮かぶ。

「ごめんです、アキちゃん。あたし、約束破っちまいます」

　苦渋の表情を一瞬だけ浮かべ――壊世は、阿久津の放つ殺意に正面から向き合った。



「右腕、頂ちよう戴だい」



「――ぇ、え？」

　どさり、という若干重い音に、阿久津が何事か、とそちらを見ると――

　そこに落ちていたのは、一瞬前まで自分の右肩から先に繋つながっていたモノ――紛れも無い自分の右腕だった。

「……な、なぁっ、ぁああ!?」

　何が起こったのか、それすらも全く把握できず、阿久津はただ落ちた右腕と、噴水のように血を噴き出し始めた右肩を交互に見る事しかできない。

　そして、その背後。阿久津の前で蹲うずくまっていた壊世は、捻れた足を何の苦も無く使って、阿久津の背後に立っていた。

　阿久津は気付いていなかったが、壊世の右足は、あくまでも足首の関節が外れただけであり、致命的な損傷には至っていなかったのだ。

　だからこそ、壊世は自身の力で無理矢理右足の関節を嵌はめ直し、そして――殺人鬼としての本能を、余す事無く発揮していた。

「な――何で、何でミーの右腕がぁあぁあっ！　貴様ッ、な、何をぉおっ」



「左腕斬ざん壊かい」



　壊世の声に気付き、阿久津が振り返った瞬間――入れ違うように、壊世は背後を通り抜け――どさり、と、またしても鈍い音が後に残る。

「ぅ、あ、ぅああぁあぁあぁぁああっ!!」

　今度は、阿久津あくつの左腕が、右腕と同じ様に肩口から切断されていた。

「な、何だ、何だ何だ、き、貴様ぁっ！　何で――」

　痛みと両りよう腕うでを失なくしたショックから、最も早はや何を言いたいのかさえ自分で解わからず、ただこんな非道な真ま似ねをした張本人にせめてもの反撃を、と、阿久津が繰り返すように背後を振り返り、意識だけで力場を生み出そうとして――



「人体分割」



「――あ、レェ？」

　そのまま阿久津は、再び壊世かいぜに背後を取られ――気が付くと、仰あお向むけに倒れ込んでいた。

　両腕が無いから起き上がれない。だが、足を使えばあるいは――と、自身の下半身を見ようとして、

「エぇ？」

　何な故ぜか、下半身だけが、倒れている自分とは別に、二本の足でしっかりと立っているのが見えた。

「何、コれ――」

　自分の下半身が離れている事を理解するより早く、阿久津の意識は暗くら闇やみに沈み込んだ。



「――んぁ、むー……ん」

　阿久津を胴から真っ二つにした後、壊世は右足の痛みを堪えつつ、ぶん投げた鉈なたを回収してから、困っていた。

「殺しちゃいました……」

　彼女が今思うのは、秋良あきらとの誓約の事。つまり――不要な殺しはしない、という事についてだった。

「どーしましょー。……アキちゃん、あたしの事、嫌っちゃうですかねー？」

　その誓約を破れば殺される――との事だったが、彼女は、それ以上に秋良に嫌われる事を案じていた。それが彼女にとって大きな変化かもしれないが――この場にそれを指摘できるものは一人もいない。何より、彼女に意見する者がいないのだ。

「うー。ううー……。まずは在歌あるかさんを助けましょう。……道順どうでしたっけ？　左に突き当たって――あり？」

　そうやって首を傾げつつ、壊世は右足を庇かばいながら、出口に向かう。

　まるで、破ってしまった秋良との誓約を忘れるように。

「まぁいいや、取とり敢あえず曲がり角があったら左に曲がって突き当たりましょーか」

　そして――自身の異常性を誤ご魔ま化かすように、彼女はその部屋を後にした。



　　　◆



「ふーむ……」

　藍あいさんと壊世かいぜの両名と別れ、人気の無い通路を進んでいた俺おれだったが、その道中、俺はある事実に気付いていた。

「これ、確実に誘導されてるなぁ」

　先程から何箇所かの分かれ道になる度に、ある一方向以外にはシャッターが下りており、しかも俺が通った後では来た道にまでシャッターが下りる始末。そんな事が二回も連続すれば、流石さすがに気付くというものだ。

　別にこんなシャッターに行動を遮られるわけではないが、しかし――

「誘ってくれてるなら、拒む理由もねぇわな」

　多分、この先に待っているのはゼインであるという憶測が、俺を道順通りに進ませていた。

　そうして五つ目の曲がり角（無論進めるのは一箇所）を過ぎた時、目の前にこの白い空間に不似合いな、黒く巨大な扉があった。

「さて」

　俺は迷う事無く、扉に手を掛け、押し開く。ギィィィと重い音を伴い、開かれる。

　そこは巨大な格納庫だったのか、部屋の隅には多くの木箱が並んでいる。しかしものがあるのは一角だけで、他ほかは真っ白な空間が広がっているだけ。

　その中心で、影のように真っ黒な男が一人、こちらを見ていた。

「よう、お誘いありがとさん」

「いやいや、さしたるもてなしもできずに申し訳無いくらいさ」

　その男――終莉崎おわりざき是胤ぜいんは、既に見慣れた笑みを浮かべ、俺を出迎えた。

「ひょっとして、どこから行ってもお前の所に着く仕様になってたとか？」

「仕様とまでは言わないけれど、シャッター使って操作はできるね。最短距離を選んでくれたからその苦労も少なかったけど。寧むしろ、僕としては開口一番に悠錐ゆうきり在歌あるかさんだっけ？　彼女の事を訊たずねなかったのは、少し意外かな」

「別に。あの人の事は他の二人に任せてるし」

「そんな事言ってさぁ」

　俺の言葉に、ゼインは面白そうに顔を歪ゆがめ、衝撃的な一言を放ってきた。



「キミ、あの女の人の事、大事に思ってないでしょ？」



「――――あ？」

　俺おれの意識が一瞬空白になる。まるで、その言葉を拒絶するかのように。

　だが、その一瞬後には正気を取り戻し、的外れな事を言うゼインに反論する。

「何言ってやがる……、大事じゃねぇならこんなとこまで来る筈はずねぇだろ。つーかそれじゃあ、お前が人質に取った理由は何だっつーんだよ？」

「いやぁ、何て言うのかなぁ。僕、結構人の考え方とかが解わかるんだよね。だからこそ、君達たちを僕達の仲間にしようかなー、って思ったんだけど」

「だから何を根拠にそんな――」

　持って回った言い方をするゼインを苛いら立だち混じりに追及すると、ゼインは笑みと言うよりも、歪ゆがみと言った方が適切な表情を俺に向け、



「だぁって、君にとってあの女って――自分が普通って思い込むための道具でしょ？」



　ギシリ、と、俺の中の何かが軋きしみ上がった。

「な、にを――」

「自分が異常である事を知りつつも、普通だった頃ころに思いを馳はせて、しがみ付いて、誤ご魔ま化かして――その理由として、あの女が大事なんでしょ？　あの女そのものじゃなくて、自分を『普通』と見てくれる存在が」

「黙れ……」

「奇き異いな頭髪、特異な経歴、果ては人である事すら放棄して、周囲の誰だれも君を『普通』とは扱わない中で、彼女だけが君を『普通』と思い込んでいる」

「黙れって言ってるだろ……！」

「君はこんなにも――」

「黙れぇええええええええ!!」

　俺の制止を聞くわけも無く、ゼインは決定的な一言を俺に叩たたき付つける。



「人間じゃないのに、ね？」



「――ぁああああああああああああああああああああ」

　怒りが俺を支配する。

　自身のどこかで理解して、その上で甘えていた事実を突き付けられ、俺は言いようの無い怒りでまともに思考が働かず、ただ目の前の存在が許せなく、紫し電でんを纏まとい突撃する。



「うん、もういいよ」



　笑みを浮かべたままのゼインから、俺おれは正体不明な悪寒に襲われ、瞬間的に我に返り、即座にその場を離れた。聞こえたのは、ズドン、という重い音。

「――って、何だよこれ」

　何事かと思い、さっきまで俺が立っていた場所を見ると、壁に、直径五メートル前後の正方形がぶつかったような凹へこみができていた。

「……は？」

「よそ見してていいのかい」

「んがっ」

　再びの悪寒。今度は何事なのかを確認するために、雷速で後退し――

　ズドン、と。目の前を、不可視の力が通り過ぎた。

「……おいおい」

　力の進行方向を見れば、先程と同じ正方形の凹み。その光景に先程までの怒りが冷えていき、ゼインの能力を大体把握する。

「不可視の力場の射出、か」

「あっはは、正解」

　再び笑うゼインからもう一度、雷速の俺ですら回避が難しい速度で無色透明の壁が撃ち出される。とはいえ、撃ち出す本体は解わかっているし、真まっ直すぐにしか飛んでこないから避よけるのは難しくない。

「ははっ、逃げてばっかじゃ勝てないよ？」

「うるっせぇ！」

　撃ち出された力場を避けつつ、右手に溜ためた紫し電でんを撃ち込む――が、



　放った紫電ごと、俺は正方形の力場に叩たたき付つけられた。



「――おごぉあ！」

「あっははは！　捕まえたぁ！」

　癇かんに障る笑い声を上げながら、壁に押し付けられた俺に連続して力場が叩き付けられる。

　撃ち出される度に僅わずかにずれる力場によって、壁の凹みは広がっていく。

　何度も、何度も、何度も何度も。俺は壁に叩き付けられた。

　抜け出さなければ殺される。しかし、俺の思考は不可思議な事態にパニックを起こしており、それどころではなかった。

　何な故ぜ俺の雷らい化かが通用しないのか。いやそれよりも、身体からだは人間のままである筈はずのゼインが、何故雷速の俺よりも早く動けたのか。それが解らず、俺は混乱のままに力場を受け続け――

　ゴキリ、と右手首が折れた痛みで、漸ようやく正気を取り戻した。

「――がぁっ！」

　一撃と一撃の間を縫って、どうにか不可視の連撃から抜け出す。ゼインを見れば、それが本性と言わんばかりに、狂気に充みちた笑みを俺おれに向けていた。

「あっは！　もうギブアップかと思ったよ！　でも、君だったらこの程度じゃ死なないよねぇ？　当然だよねぇ！」

「……五月蝿うるせぇな。ギャンギャン喚わめくんじゃねぇよ」

　右手の痛みを堪えながら、俺はゼインから目を離さない。あいつの力場を飛ばす能力は解わかった。おそらくあれはサイコキネシスの限定型。しかも異い能のうによる力場だからなのか、それともゼインの能力が特別なのか、俺の雷らい化か、というか異能の類たぐいまでも叩たたき潰つぶす性質を持っている。そこまでは解る。だがそれ以上は、雷速の俺に反応できた理由は不明のまま。

　だったら、見極めるまで戦うまでだ。

「んじゃー、もういっちょ行くよ？」

　狂った笑顔と同時に、再び力場が放たれる。俺はそれを雷速で回避し、しかし反撃はしないでゼインを睨にらむ。その間にも、奴やつは愉たのしそうに、愉しむように、俺へと力場を放ってくる。

　どこかに答えがある筈はずだと、そう自身に言い聞かせ、嫌になるほど繰り返される力場の現出を避よけ続ける。

　しかし、それだけでは足りない気がする。何の変化も見られない事に、一度は、危険な橋は渡るべきかもしれないという考えが浮かぶ。同時、右手の痛みが増す気がした。しかしそれは、多分錯覚。先程の雷化した状態――これまで俺が無意識に「あらゆる干渉の無効化」を超えられた事への、純粋な恐怖心。人型が相手の時は、物理的に叩きのめせるという事実で感じなかった恐怖が、今ははっきりと浮かんでくる。

　そうだ、いくら身体からだが化け物でも、俺はまだ人の感情を持っている。

「――兎とに角かく、向かうしかねぇよな」

　力場を避けると同時、力場を撃ち込んだ方向を向いているゼインの左に回り込み、左手を向け、紫し電でんを爆はぜさせようとして――

「――は？」



　コマ送りのような突然さで、ゼインが俺の方を向いていた。



　ズドン、と既知の衝撃と壁に挟まれ、一瞬意識が飛びかける。が、何とか気力で持ち堪こたえ、もう一度脱出。そのまま逃げの繰り返し。

「な、んだ今の……！」

　あの時、確かにゼインは俺おれに側面を晒さらしていた。なのに、一瞬後には俺を真正面に見据え、力場を叩たたき込こんできた。

　俺は持ち得る知識を総動員して、ゼインの能力に当て嵌はまるものを考える。その間にも続く連撃に、俺はいつまで耐えられるか不安になる。

「あはははは！　ほらほらどうしたのさ！　もう降参？　逃げるだけ？」

　狂った笑いで力場を撃ち込んでくるゼインの姿は、ただの狂人にしか見えない。

「――ちっ」

　しかしいつまでも逃げてばかりでは話にならない。故に、ゼインの能力の正体を探りながら、攻勢に出る必要もあるだろう。そのために何か無いか――と、目に入ったのは、ゼインの放った力場により、中の鉄骨が露あらわになった壁。

　俺は即座に雷化して、その鉄骨の中へと潜り込んだ。

「あれ？」

　狐きつねに抓つままれたような表情で俺がいた場所を見るゼインを、俺は壁の中から見る。勿もち論ろん、形として眼球が、肉体があるわけじゃない。完全に壁の中――金属の中に、全身が電流と化した俺が潜り込んでいるのだ。

　これで時間は稼げる。少なくとも、壁の中にいる俺にゼインは気付かない筈はず。気付いたとしても壁の内部にいる俺に攻撃は届かない――筈。

「あぁ、成程。壁の中に電流になって潜ったのか」

　若干の不安を感じながら思考を働かせようとした刹せつ那な、ゼインが一瞬で目の前へと移動していた。あたかも、先のコマ送りじみた動きのように。

「んじゃ、こうしよう」

　ゼインにしてみれば、取とり敢あえずは俺が消えた場所に来ただけなのだろう。だが、その瞬間的な行動に俺は咄とつ嗟さの判断が遅れる。その間にもゼインはぺたりと壁に手を当てて、



　次の瞬間、壁が数秒で錆び、崩れ、砕け散った。



「――は？」

　潜んでいた壁が消えたために、電流のまま大気に浮かぶ俺。傍はたから見れば、電気の塊が浮いているようにしか見えないそんな俺を、ゼインは笑いながら見て、

「見ぃつけた」

　ズドン、と、遥はるか後方の壁に叩たたき付つけられた。

「――は、ぁがっ！」

　こちらが実体の無い電気である事など関係無い。俺という存在そのものへの攻撃。その衝撃が続けざまに放たれ、俺おれを壁に磔にする。

　それが何発続いたのか、唐突に衝撃が止まり、俺は痛みのままに実体に戻り、床へ膝ひざを付いた。

「――が、っは、ぁ、ぐぅ」

「んん？　もしかして、骨折？　初めの方に右腕は折れたけど、もしかして今ので肋ろつ骨こつとか足とかも折れちゃったかな？」

　愉快そうな笑みのまま、静かにゼインが近付いてくる。奴やつの指摘通り、俺の全身の骨は軋きしみ上がり、先に折れた右腕と併せ、右の足首と左ひだり脇わき腹ばらに激痛が走っている。

　それでも俺は、近付いてくるゼインから距離を取ろうと左手に雷を集中し――

　ズドン、と。左の肩から先を不可視の力場に撃ち抜かれた。

「が、……っ！」

　激痛――右腕以上に骨が拉ひしやげた事を実感させられる。その痛みのままに俺の上体は倒れ、額が床に付く。

「あは、哀かなしいね」

　静かに、ゼインの声が聞こえる。

　先程までは一秒たりとも鳴り止やまなかった連撃音が止んでいる。

「僕の手を取っていれば、君はこうも無様に苦しまなかったのにね」

　それにより、何な故ぜか時間が止まったように感じられる。……ん？

「でも、それも今更。僕達たちに唾つばを吐きかけた者がどうなるか、見せしめが必要だからね」

　時間、という自分の考えに、引っ掛かかる。

　何か、何かあった筈はず。それに伴う何かしらの出来事が。

　瞬間、俺の意識は一つの結論へと高速で収束していく。

「君とは『普通じゃないもの同士』で、仲良くなりたかったけどなぁ」

　ぞわり、と怖おぞ気けがした。ゼインが俺に殺気を向けている。

　ちょっと待てよ。もう少しで考えが纏まとまるんだ。

「じゃあ」

　崩れた壁。コマ送りのような動き。あとはそう、未いまだ犯人が明確になっていない『超能力事件ケースＰ』。

「さよならだ」



　考えが、一つに繋つながった。



　その瞬間、俺の体は不可視の力場によって、壁へと叩たたき付つけられていた。

「……あーあ、残念」

　ゼインの声が遠い。何が残念なんだよ。俺おれは現在進行形で気分爽そう快かいだってーのに。

　だが、何な故ぜか体が動かない。何でだろうな？　不思議に思って自分の体を見下ろす。あぁ、何だよ、左足が拉ひしやげてんじゃねぇか。そりゃ起きれねぇっての。

「――はぁ、がっ、ごぶっ」

　喉のどから生なま温ぬるく粘ついた液体が逆流してきた。堪たまらず咽むせると、それは真っ赤だった。あぁ、吐血か。こりゃ内臓のどっかが潰つぶれたな。

　でもいいや。気分は熟睡した後みたいにすっきりしているし。あー、でも、一応確認はしねぇとなぁ。喉、動くかなぁ。

「……ぉい、ゼ、イン」

「ん？　あれ、まだ動けたの？　凄すごいねぇ」

　何だ、話せるじゃねぇか。じゃあこのまま続けるか。

「……あぁ、お前、の、能力の事で、ちょっと、な」

　また喉から血が溢あふれ返る。俺はそれに構わず、訝いぶかしげなゼインに続ける。

「お前の、能力は二つ……。一つは、限定的な……サイコキネシス。もう一つは正直、思い付いた自分、に、驚きだが、運命操作――クロノキネシス時間操作能力だ、な？」

　俺の言葉に、ゼインが、ビクリと顔を引ひき攣つらせた。どうやら当たりらしい。しかし全身が痛い。額から血が流れて視界も悪くなってきたし。

「考えて、みりゃ、そうだよ……な。『超能力事件ケースＰ』が、選別だって、言うなら――発現した、能力の強弱を判別するだけの、場なら、お前が……っげほ、お前自身の、能力を試さない筈はずがねぇ。なぁ、今まで、犯人の解わかってなかった、四つ目の事件、『肉体ロスト』――あれ、お前の仕業だろ」

　ゼインの表情から余裕が消えた。相当に動揺しているらしい。

「肉を、消して……骨を、残す。……そん、な方法は、まぁ幾つも、あるけどよ。ことクロノキネシスに、観点を置くと、時間を進めれば、肉体は朽ち果てるよなぁ……」

　人は老いる。老いて朽ち果てる。なら、一部だけ時間が急速に進むとどうなるか？　その答えが、『肉体ロスト』だ。

「勿もち論ろん、気付いた理由は……これだけじゃねぇ。ぐ、ぅぷ……。なぁ、お前さ、さっき俺に、攻撃されそうに、なった時、自分の時間を、進めただろ。それなら……急な方向転換も、頷うなずける」

　加えて言うなら、午前零時に会った時。俺から逃げる際の移動。最初は瞬間移動で逃げたかと思ったが、自分と阿久津あくつの時間を進めたのだとすれば、瞬間移動に見えても仕方ない、という事だ。

　俺は血ち反へ吐どを吐きながらも、五体満足でありながら、余裕を失なくしていくゼインが面白くて、続きを話す。

「で、こっから、が……重要なん、だけど、お前の、クロノ、キネシスっ……てさ、サイコ、キネシスと……、一緒で、っげ、は、ごぶ、限定的、なんじゃ、ねぇの？　……なぁおい、お前さ、時間を、進める事しか、できない、だろ……？」

　ゼインの顔が、更に引ひき攣つった。俺おれはこれ見よがしに、全身の痛みを忘れて追い討ちをかける。

「……しかも、かなり近付かないと発動できない、――っぐ、げほっ」

「よく、そこまで気付いたね。驚きだよ」

　ゼインは、明らかに苦し紛れと解わかる笑みを浮かべながら、俺から一歩、二歩と後退する。まるで、怯おびえているように。

「確かにその通り。僕の持つ能力は限定的なサイコキネシスとクロノキネシス時間操作能力だ。だけどさ、解ったからって何なのさ？　君が僕に勝てる理由でもあるわけ？」

「……それは、さて置き、さ、……俺、もう一個、解らねぇ事が、あー、っぐぶ、あるんだよ、な」

　ゼインを無視して、俺は一方的に話す。

「『火葬ライブ』の、犯人と、『超級ダイブ』……の、犯人を、殺した理由。それは、解る。前者は、精神的不安定さから、はっ……危険と、判じて、だ。後者は……げほっ、俺達たちへの、情報漏ろう洩えいを防ぐ、ため」

「それが何だって言うんだ！　言いたい事ははっきり言えばいいじゃないか！」

　ゼインが怒ど鳴なる。自分の優位性を確かめるように、切羽詰った表情で。

「じゃ、言うけど、な――げぼっ」

　先程から吐き出す血の量が多くなってる気がする。でもまぁ、今は気にする必要も無いので続ける事に。

「あの、『超能力事件ケースＰ』って、ある一点に……観点を、置くと、な、――っが、二種類に、分けられる、んだよ」

　それがゼインの能力を理解する際、おまけのように判明した事。

「何を、観みるかっつーと、がはっ、被害者の、数。選別で、行われた事件、は、複数人、の被害者が……いるのに、……げっほ、俺達が、関かかわった、事件は――っは、ぁ、全部、被害者が一人――なんだが、ここで、一つ、例外が、ある」

　例外。選別での事件の被害者が複数人、それ以外を被害者が一人とするとある事件だけあぶれるものがある。

「解る、よな？　ゼイン。……何せ、お前が――げっほ、やった事件、だもんな」

「……………………」

　気付くと、ゼインからは表情が消え、その顔面は血の気を失なくし、蒼そう白はくになっていた。まるで、死刑執行宣告を待つ罪人のように。

　俺おれは口まで垂れてきた血を一舐めしてから、はっきりと宣告した。



「なぁ、『肉体ロスト』、の被害者って、ＤＯを、服用してない……一般人、だろ」



「はぁ？　何を根拠に」

「別に。ただ……、そう、だな。俺、だったら……っは、ぐっ。超能力を持った、連中を、相手にして――、っぐぶ、そんな危険を、冒してまで、自分の能力を、試しは、しないって、だけ、だ」

　そこまで話すと、一気に喉のどに張り付いていた血が口から溢あふれ出す。そのおかげで、さっきよりはスムーズに話せるようになった。

「――っげほ、っげふ、ぶっはぁ。あー、あと被害者の受けた傷が、クロノキネシス時間操作能力によるものしかないってのも、――あるな」

　目に見えて戸惑うゼイン。それが何よりの証拠と気付いていないのか、額に冷や汗を浮かべながら引ひき攣つった笑みを浮かべている、いや、貼り付けている。

「どうよ、ゼイン。殺すのは楽しかったか？」

「え？」

　唐突な俺の質問に、襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのような俺を相手に、ゼインは戸惑う。俺はそれを気に留めずに続ける。

「弱々しい抵抗を、するだけの相手を、殺すのは、楽しかったか？　自分の力で他者を蹂じゆう躙りんするのは……楽しかったか？」

「何を――」



「初めての殺しは、そんなに楽しかったのか？」



　ゼインが、今まで以上に動きを止めた。

　考えてみると、心当たりは無いでもない。こいつは常に自分で殺す事を避けていた。最初は『超級ダイブ』の実行者に、次は顔を合わせたというのに、《群型ドールタイプ・クラスタ》に。まるで自分から手を出す事を厭いとうように。何より、クロノキネシスなんていう、近付ければ即座に殺せるものを、壁を崩した瞬間に俺へ使わなかったのが何よりの証拠。

　おそらくそれは、初めての殺人に対して自分の中で整理が付かなかったからだろう。しかし、組織の長たる者がそんな動揺を見せるわけにもいかない。だからこそ、あんなにも高慢に振る舞い、その戸惑いを誤ご魔ま化かしていたのだ――という俺の予想だったが、どうやら正解だったようだ。

「…………あ、は」

　乾いた笑みが、ゼインから漏れた。

「あは、は、ははは」

　その瞳ひとみは光を映していない。ゼインの笑いは空虚なものだった。

「は、――はは」

　天を仰ぐよう、顔を真上に向け、ピタリと止まる。そして――



「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」



　狂ったような――違う、完全に狂った哄こう笑しようを上げた。

「あっはははぁ！　そうだそうだよあの感触！　人が朽ちていくあの感触！　涙流して顔歪ゆがめて！　必死になって命いのち乞ごい！」

　抑えていたものが堰せきを切ったように溢あふれ出す。ゼインが抱えていた闇やみが、殺人への快楽として暴走する。

「何を堪える!?　何を耐える!?　そうだよ何も気にする事は無い！　あの快感を！　快楽を！　悦楽を！　本能のままに愉たのしめばいいじゃないかぁ!!　僕は何を躊躇ためらっていたんだろうねぇ!?」

　ギン、と狂気に充みちた眼めが俺おれを捉とらえる――刹せつ那なに、俺はどうにか雷らい化かして横へと跳ぶ。着地なんてできやしない。その後ろで、ズドン、と。振り返れば、俺がいた直線上に残る、床まで巻き込んで放たれた、不可視の力場の跡。

「――って、範囲がでかくなってやがる！」

　理性による抑制の崩壊が原因なのか、確実にその範囲は先程までの直径五メートル前後を超えている。目測でも倍以上はある。

「あははははは！　ほら必死になって逃げなよぉ！　僕を愉しませてよぉ！」

「――ったく、精神の弱い奴やつはこれだから……！」

　ズドンズドンと繰り出される力場を、雷化を解わかかずに避よけながら愚痴る。ゼインの過去に何があったかは俺には解らない。しかし、ここまで奴を追い詰める出来事があり、それ故に『超能力事件ケースＰ』なんてものが起きてしまったのだろう。

　ゼインとて、自分の行いに疑問を抱いたのかも知れない。しかし、その時には既に一組織の長。今更「やっぱ止やめた」とも言えず、部下には人殺しまでさせてしまった。だからこそ自分も後には引けなくなった――殺しを経験しなければならなくなった、というところか。

　その一回の殺人で、殺しに快楽を感じたのは、きっと不幸だとは思うが――

「別に、関係無いか」

　奴やつの過去に何があっても、しでかした事が許されはしない。だから、俺おれがやる事は最初から一つだけ。

「ま、最後まで、付き合ってやるよ」

　全身が痛い。足が折れてるから雷らい化か無しには移動もできない。というか、骨折れ過ぎ。何本折れてんだよ。額の出血も酷ひどくなってきたし。何か貧血っぽい症状出てきたし。

　だが、癇かん癪しやくじみた暴走をしているゼインには、この位が丁度いい。

　そう思っていた時期が俺にも一瞬だけありました。

「――捕まえた」

　放たれた巨大な力場。それを回避すると、待っていたのは時間を進めて、距離を零に詰めたゼイン。

「あ」

　考えれば解わかる事だ。力場がでかいという事は、避よける方向も自おのずと決まってくる。なら、予測して先回りも、時間を進められるゼインにとっては容易たやすいという事だ。

「朽ちちゃえ」

　掴つかまれた胸倉からずるり、と胸が腐り落ちる。その光景が他ひ人と事ごとみたいで、全く感覚が掴めない。危機である事は頭で理解しているのに、それに体が反応してくれない。

「……は、が」

　時間の侵食による腐敗が喉のどまで上がってきたのか、呼吸ができなくなる。

　でもまぁ、いいか。もう、これ以上は限界だ。契けい約やくによって『器』になった俺がここまで壊れてしまったのだ。もう、抑え切れるものじゃない。だから――

「あと、よろしく、陛下」



【任されよう、我が脆もろくも強き、矮わい小しような器よ】



「――な、あ？」

　驚きよう愕がくの声を上げるゼイン。それはそうだろう。今まさに自分の異い能のうで殺す筈はずだった人間が急激に発光し始めりゃ、そりゃ驚くってもんだ。

　その間にも、俺の内側から目覚めたモノが、俺の意識を侵食する。何度体験してもいい気はしない――存在の代替行為。

　その過程で俺の意識は身体からだの支配権を剥はく奪だつされ、精神の小部屋のような中へと移されている。しかし、そこから見える景色は間違い無く先程までの俺の視界と同じもの。そんな中、この肉体の本来の持ち主が、『俺』という器を抜け出て、本来の姿へと戻っていく。



    

  









    
      「何？　何これ？　何何何？　何なのさ！」

　既に肉体から乖かい離りした俺おれに感覚は無いが、それでも第三者視点で見るのなら、今の俺だった肉体は、発光を続けたまま膨張している筈はず。

　折れた部位など気にもせず。無くなった部位も拘こだわらず。あくまでも、『俺』という器を基盤に、本来あるべき姿へと変質していく。

【――オオオオオオオオォォォォォォォ!!】

　そして、巨大な咆ほう哮こうと共に雷を轟とどろかせ、俺が陛下と呼ぶモノが顕あらわれる。

　そんな陛下を前に、ゼインは笑っている。俺の変化を、面白がっている。

（もう、駄目だなありゃ）

　陛下を前に危機感も恐怖感も感じていない。完全に壊れている。

　無論、そこに同情も無ければ、救済する気も無い。

【無様な。己おのが狂気すら扱えもせず壊れたか】

　聞こえる陛下の言葉は、もう外側へ、現実へと響く。それはつまり、俺の身体からだだったものが、既に原型など何一つ留とどめていない事を意味している。

　大きさは既に十メートルを超え、この部屋の天井が頭を掠かすめるほど。四し肢しは全すべてが無傷となって、荒々しい爪そう牙がを備えている。その身は僅わずかな発光とともに紫し電でんを巡らせ、背からは、俺が『超級ダイブ』を経験した時に生やしたものの、同じ形ながら数十倍はある一対の巨大な翼。その出いで立たちは、まさに物語に出てくる龍りゆうそのもの。

　これこそが、俺という存在を材料に悪魔が作り上げた眷けん属ぞく――《雷哮神龍ジヤマーヴアル》の、常は人型に押し込まれている本当の姿だった。

（じゃ、好きなだけ暴れてくれ）

【――心得た】

　俺の言葉に陛下が短く応こたえ――雷の巨龍は一歩、ゼインに迫る。

「――あっはははぁ！　凄すごいねぇ！」

　陛下――《雷哮神龍》――の顕現に、しかし、ゼインは無邪気に、はしゃぐだけ。

（本当、哀れなもんだな）

　同情はしなくとも、哀れみを感じる中で、更に陛下が一歩進む。それに呼応するようにゼインは陛下に不可視の力場をぶつけてくる――が、陛下はそれをものともせず、更に一歩進む。それを見たゼインは哄こう笑しようして、クロノキネシス時間操作能力――時を進める力を打ち込んできた。しかし、それも、効かない。

　何せ陛下は雷で構成された龍なのだ。だからこそ――雷に時などある筈も無く、朽ちもしなければ老いもしない。

「あは、あっははは！　凄い凄い！　何にも効かないや！」

　そうして吼ほえる陛下にも、ゼインは怯おびえずに笑っている。その姿は、あまりにも痛ましかった。

（ごめん陛下。もう終わらせて）

【――応】

　そんな俺おれの心情を読み取ったように、ガパリ、と陛下が大きく口を開く。乱らん杭ぐい歯ばが並ぶその口内に、光――雷光が収束していく。

（せめて、苦しまずに逝いってくれ）

　そして、収束した雷光が――陛下の口から放たれた。



　狂気に染まる意識の中で、是胤ぜいんにとって最古の記憶が脳裏を過ぎっていた。

　――うーん、正直微び妙みようだね。

　――失敗というわけではないのでしょう？

　――そだね。でも、成功って言うには弱過ぎるし。

（何？　何の話？）

　――無理なのかなぁ、この実験。それとも何か別の方向性があるのかな？

　――それはそうと、彼は、如何いかがいたしますか？

　――終莉崎おわりざきくん？　何かに使えるかもしんないけど……もうそこまで興味無いしなぁ。

（何で、そんな目で僕を見るの？）

　――では、破棄いたしますか？

　――んー、あ、そうだ。いっその事どっか遠くに放置してみようか。

（何で僕を――そんな目で）

　――放置、ですか？

　――そう。自立行動の実験でもいいかな。この子がどんな風に動くのか。

　――……かしこまりました、では、そのように。

（そんな――ゴミを見るような目で、僕を見るのさ!?）



「僕は、ただ――」

　最後に、光に飲まれる寸前。ゼインが何かを言った気がしたが、それさえも、陛下の咆ほう哮こうによって、雷光の彼方かなたへと消え去っていった。

　そうして、役目は終わったと言わんばかりに陛下の龍りゆうの姿が縮んでいく。

【では、また眠らせてもらうぞ、器よ】

「――あぁ、おやすみ、陛下」

　俺の労ねぎらいの言葉と共に、気付けば、陛下の閃せん光こうによって生じた破壊の痕あとを、俺は精神の中ではなく、肉眼で見ていた。更に、陛下に代わる前に折られた四し肢しや、消滅させられた右腕が元に戻っている。何でもこれは、陛下が顕現する際、完全体である陛下の顕現に合わせ、陛下の器である俺おれの肉体も完全な状態――健康体へと修正されるのだそうだ。まぁそんな理屈よく解わかってない俺は『大おお怪け我がしても陛下に代われば治る』と認識しているが。

「しっかし、また派手にやったなぁ……」

　既に眠ったのか、この破壊の張本人への訴えは、誰だれに聞かせるでもない独白となってしまった。しかし、格納庫であっただろうこの部屋は、そんな呟つぶやきを漏らさずにはいられない惨状を呈していた。

　壁や床のいたる箇所にはゼインの破壊の爪つめ痕あとが残り、クロノキネシス時間操作能力で崩れた壁は惨めなほどにボロボロだ。その上、部屋の半ばから向こうが、陛下のブレスによって長いトンネルでも形成したかのように、一直線に焦げ痕を残しているのだから。

　それらに目を向けながら、俺は深く溜ため息いきを吐つく。

「――結局、殺しちまった、か」

　あれだけ殺しを非難しておきながら、最後には俺がそれをしている。その矛盾が、先のゼインを思い起こさせる。

「俺もその内、ああやって狂っちまうのかね？」

　さて置き、これで俺の仕事は終わった。

　依頼内容――『超能力事件ケースＰ』を終わらせる。これが、完遂された。

　何の感慨も浮かばない。達成感も、充実感も、何も無い。それを実感した途端、今回の件に意味はあったのか？　何て考えてしまう。

「お、いましたいました。ぅおーい、アキちゃーん」

　その時、ここ最近で聞きなれた声が背後から聞こえてきた。

「壊世かいぜ？」

　見れば、既に原形を留とどめていないこの部屋の入り口に、ベージュのコートに、フードを被かぶったままの壊世が、背中に人を背負ってこちらに走ってきていた。

　その背負われている人を見た途端、先程の鬱うつ屈くつとした感情が吹き飛び、俺は詰め寄るように壊世に走り寄った。

「アルカさんは何とか無事でしたよーぅ」

「け、怪我は!?」

「大丈夫っぽいです。多分、意識を失ってるだけじゃないですかね？」

　その言葉を聞きながら、壊世から在歌あるかさんを受け取り、お姫様抱っこの形で抱える。

　壊世の言う通り、見慣れた、しかし柔らかな彼女の身体からだに外傷は見当たらない。それだけで、俺は安あん堵どで膝ひざの力が抜けそうになった。

「大丈夫ですかね？」

「あぁ、大丈夫……大丈夫だ」

　俺の涙るい腺せんが緩んでいる。さっきまでは微み塵じんも感じなかった達成感が、今では不要なまでに溢あふれている。

　そうだ、俺おれは――この人を助けられただけで、充分だ。たとえそれが、自分のためだとしても、だ。

「ありがとな、壊世かいぜ」

「あたしが見っけれたのは偶然ですし。つーかここに来るまでが大変でしたよ。どこもかしこもシャッターで閉じられてたから一個一個ぶち破って来たんですけど」

「――は、ははっ」

　その様子が簡単に想像できて、俺は苦笑した。

「じゃ、あとは藍あいさん――」

「ここにいたかアキラっ！」

　噂うわさをする前に、当の本人である藍さんが、異様に焦った表情で長髪を揺らしながら、壊世と同じ場所から現れた。しかしその姿は、痛々しいほどにあちこちが焼け焦げていた。

「ちょ、藍さん、怪け我がを――」

「私の事は気にするな。それより――あぁ、悠錐ゆうきり教師はいるな。なら話は早い。即刻脱出するぞ。道に関しては……シャッターが壊れていたのは、カイゼ、お前の仕業か？」

「あ、はい」

「よし。とにかくカイゼが最短の道を結果的に作ってくれたから、そこから行く。急ぐぞ」

「いや、ちょい、藍さん？　何でそんなに――」

　俺の疑問を遮るように、何やら地じ鳴なりのような音が背後から聞こえ、俺は振り返る。

「……んん？」

　何な故ぜか、ここに這は入いってくる時の藍さんの言葉を思い出した。



　――あまりこの地下を壊すなよ？　地盤沈下なんぞ起きた日には、一般の目から誤ご魔ま化かすために試行錯誤するのは私なんだから――



「あー。もしかして……」

「察したか」

　冷や汗を流す俺を、藍さんは冷ややかに睨にらんでいた。

「この惨状、確実にお前の仕業だろう？　ならば、その結果として起こり得る事もな」

　響く音は次第に大きく、そして轟ごう音おんへと変わっていく。

「やっべ……！」

「あ、なるへそ。そりゃー、こんな地面の下で大穴開けたら地面だって崩れますよねぇ」

　呑のん気きな壊世の言葉が、若干否定したかった俺の考えを確定的にする。

　俺は立ち上がり、在歌あるかさんを抱え直す。隣では壊世がいつも通りの無表情ではあるが、物珍しそうな雰囲気を出して天井を見上げている。

「何つーか、本当、うん。言うべき言葉が見付からないけどさ」

「謝罪にせよ言い訳にせよ、総じてここを出れたら聞いてやる」

　藍あいさんはそう言ったが、眉み間けんに寄ってる皺しわからは不ふ機き嫌げんさしか伝わらず、個人的にもの凄すごく不安にさせられる。仕方ないとは思うけど。

「気分的にはあれですかね？　怪しげな洞窟に入って、お宝取ったら洞窟が崩れ始めるみたいな？」

「だとしたら最悪だな。俺おれ達たちはお宝なんて取ってねぇぞ」

「なら、悠錐ゆうきり先生を宝とでも思っておくんだな。――走るぞ！」

　そして……ついに破壊の痕あとからパラパラと砂や石が落ち始めた時、藍さんの言葉を合図にして、俺達は急いで走り出した。



　その日、緑杉ろくすぎ町ちようの郊外にある森で、原因不明の地盤沈下が確認された。



    

  
    
      


エピローグ



　俺が『超能力事件ケースＰ』に関かかわる一連の事件を終えてから一週間が過ぎた。

　あの後、必死に走って、案の定鍵かぎが締められていた入り口をぶち抜いて外へと脱出したのだが、地盤沈下に似た地下の崩壊が始まったのは、その直後だった。肝が冷えた。

　事が終わった後、最たる懸念は在歌あるかさんの意識についてだったが、有り難い事に何が起こったのか全く解わからない内から気を失って、そのまま俺の家に運び終えるまで意識が覚めていなかったらしい。まぁ、あの人にこんな血塗れな世界が知られなくてよかったと思っている。

　その後で、地下の後始末や『超能力事件ケースＰ』の情報操作などが面倒だと愚痴る藍さんに礼を言ったら、もの凄い怒ど鳴なられた。「あれほどやり過ぎるなと言っただろう」とか「後始末が大変なんだ」とか。その辺りは全面的に俺が悪いので、素直に謝った。

　で、今回の件ではイレギュラーである殺人鬼、壊世かいぜはというと、何な故ぜか今も俺の家に住み着いている。元から金が無いのは知っていたが、身内との連絡手段どころか、連絡先すら知らないという事なので、「やっぱこれからもよろしくっつー事で」って簡単に言ってのけて、俺おれの家でダラダラしてる。無論、不要な殺人をしないという約束は継続中だ。だが、壊世かいぜの事が在歌あるかさんにバレて以来、在歌さんの視線が冷たいのは気のせいだと思いたい。

　そんな中、今回の仕事を斡あつ旋せんしてきた彼から、連絡があった。

『そうか、ご苦労さん。味方に死人が無いってのは重ちよう畳じようだな』

「そうだと思ってる。まぁ、地盤沈下の件で怒られはしたけどさ」

『……ＷＨＯ、か』

「やっぱ、知ってるのか？」

『まぁな。だが、基本的に害は無いから、味方だっつーならそのままでいいさ』

「そっか」

『まぁ、今回はそんなところか。報酬はいつも通りの口座に振り込んでおく』

「あぁ、解わかった」

『それじゃ、また何かあったら連絡する』

　それだけ言って、彼は通話を切った。

　俺も通話を切り、携帯電話をポケットに突っ込んでから、爽そう快かいな青空を見上げてみる。

　本当は、彼に相談したい事があった。それは、俺自身が持つ価値観の事。



『キミ、あの女の人の事、大事に思ってないでしょ？』



　ゼインのあの言葉が、今も俺の頭にこびり付いている。

　あぁ、そうだ。言われるまでもない。

　俺は、普通である事にしがみ付くために、あの人を利用しているようなものだ。

　笑っていてほしいというのも、俺の知る世界に関かかわってほしくないのも、俺自身が最後の最後まで『普通』である部分に執着しているからだ。

　情けない。それ以上に恥ずかしい。

　壊世は自分を異常と認め、それ以外の生き方を放棄しているのに、藍あいさんは自分の在り方を認め、向き合っているのに。

　俺は、未いまだに過去にしがみ付いて、駄々をこねてるようなもの。

　だが、だからこそ、ゼインに訊ききたい事が、今になって浮かんでくる。

「――お前はさ、何に縛られてたんだろうな」

　狂ってしまった――否いな、俺が狂わせ、殺してしまったゼインは、どんな感情を抱き、どんなものに執着していたのか。

　俺と似ていると、今になって気付いたからこそ浮かんでくる疑問。しかし、その答えは絶対に返ってこない。

　殺した俺おれと、殺されたゼインでは、もう互いに関かかわる事はできないのだから。

「本当、情けねぇなぁ、もう」

　殺したくないと言いながら、結局俺は殺している。あれこれ理由を付けたって、殺した事に変わりは無い。

　こんな自己嫌悪を繰り返して、俺は何がしたいのだろうか。いっその事、ゼインのように狂ってしまえば楽なのだろうか。

「へーい、アキちゃーん。お電話終わりましたぁ？」

　そんな暗い事を考えていると、壊世かいぜが俺の背中に抱きつくように飛び乗ってきた。

「ん、あー、あぁ、終わった。悪いな、待たせて」

「いえいえ、あたしはいいですけど、アイさんはちょいと青筋浮かべてますぜ」

「…………あの人そんなに短気だっけ？　それともまだあの事を気にしてんのか？」

「あー、地盤沈下の事ですか」

「そう、それ」

「そですねぇ。アルカさんがいる手前、あれこれ言及できねぇけど、その分が内側に溜たまってる、とか？」

「あり得るな。んじゃ、これ以上怒らせる前に行きますか」

　今、俺と壊世と藍あいさん、そして在歌あるかさんの四人で『超級ダイブ』が起こった公園に集まっていた。

　目的は、懇親会を兼ねた、この四人で会食。集合場所は、この公園。本当ならもっと早く出発する筈はずだったのだが、先延ばしにしていた斡あつ旋せん者しやへの報告が、彼の方から電話で促されてしまい、今までここに留とどまっていたのだ。

　公園の入り口を見れば、壊世の言う通り、不ふ機き嫌げんそうな藍さんと、それを見てうろたえている在歌さんが並んで立っている。因ちなみに、若干犬猿な仲のようだった二人ではあるが、ここ最近話し合う中で意気投合したらしい。何があったかは教えてくれないけど。

　さて置き、そんな平穏な光景に、つい、俺は背中にしがみ付いている壊世に訊たずねていた。

「なぁ、俺がもし狂ったら、お前は俺を殺すか？」

「はぇ？」

　壊世は質問の意味が解わからないというような声を、相変わらずの無表情のままに返してきてから、少し悩むように「うーん」と唸うなった。

「多分、殺さないです」

「何でだよ。下手すりゃお前を殺すかもしれないのに」

「だって、あたしアキちゃんを傷つけるなんて、絶対したくねぇですもん。どうせだったら一緒に狂ってやるって感じですよぅ」

「…………それもそれで問題だな」

「はい。ですからアキちゃんは狂っちゃいけねぇんです」

　さも当然のように、壊世かいぜは断言した。

「艱かん難なん辛しん苦くが多くても、アキちゃんは真っ当になるべきです。っつーかアキちゃんはアキちゃんでいるべきなんです。何せあたしが約束したのは、アキちゃん以外の何者でもねぇんですから」

　彼女にとっては単純な発言だったのだろう。しかし、その言葉に、俺おれは少しだけ肩の荷が下りた気がした。

「――そうか。俺は、俺のままでいればいいのか」

「そうですよぅ」

　深い意味は無いだろう。だが、それが俺には、「何者であろうとも構わない」と、そう言われているような気がした。

　そうだ。ゼインは最後まで自分を見付けられなかったのだろう。だから何も解わからず何も掴つかめず、結局は崩壊したのかもしれない。

　なら、俺は――と。一つの決意を胸中に、皆と合流する。

「遅いぞアキラ」

「や、ゴメン。久しぶりに連絡くれた人だったから、つい話し込んじゃってさ」

　在歌あるかさんがいる以上真実は話せないので、そんな方便で誤ご魔ま化かす。

「そんじゃ出発しますー？」

「あぁ、そうだな。で？　アキラ、お前の奢おごりでいいんだな？」

「あぁ、藍あいさんにゃ迷惑かけたしな」

　主に地下崩壊の件で。

「別に、私が出してもいいのよ？　せめて半分だけでも……」

「いーのいーの気にしないで。これって罰ゲームみたいなもんだから。在歌さんも儲もうけ話と思って奢られて下さいな」

「くーださーいなー」

　俺に合わせて続ける壊世に、「そう、ならいいかな？」と在歌さんも納得してくれた。

　ふと、この面子めんつを見直してみる。

　雷の龍りゆうを宿した悪魔の眷けん属ぞく。

　自己管理のできない殺人鬼。

　先天性の異い能のう者しやである同級生。

　何一つ知らない先生。

　何ともちぐはぐで、だからこそそれぞれの美点を理解できる。それぞれが自身を大事にしているのが、解る。

　それに感化されるように、俺おれは先程の決意を再度胸中で確かめる。

　せめて、この人達たちに恥じない程度には、自分と向き合えるように、認められるようになろう――と。それだけで、何となく前向きな気分になった気がした。

「んじゃー行きますかー。デザート食べ歩きツアー」

「え、食べ歩くの？」

「悠錐ゆうきり教師。彼女の言葉は気にしなくていい。――だが、そうだな。折せつ角かくの奢おごりだ。普段はしないような事をしてみるのも一興か」

「……いや、胃袋の限界値とかを考えろよ？」

　まぁ、そんな感じに上じよう機き嫌げんの今日この頃ごろ。些さ細さいな散財程度なら、いい思い出にでもなるんじゃないかなーって、思うのだった。



〈了〉



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　皆さま初めまして。伊上いがみ円まどかと申します。

　まず初めに、『ドラゴンブラッド』とは、過去に交通事故で死に瀕ひんした主人公・アキラが生き残るために悪魔と契約します。それからはただ漠然ばくぜんと生きていたアキラだったが、町で起きる怪奇事件をきっかけに、様々な人に出逢であい、時に協力し、または敵対し、人ならざる力をもってして戦っていく……そんなアキラと、彼を取り巻く人達の物語です。

　人は自分自身を理解していると言い切れる事は無いでしょう。何故なら、人とは自分以外の存在があってこそ個性が際立ち、また自分以外の視点から見た時にこそ判る事もあるからです。

　この作品の登場人物達は、それぞれの事情から自分の姿を決め付けている、諦あきらめている者達ばかりです。そんな彼らが、多様な経験の中で本当の自分を知っていく。そして自分の居場所を見つけていくのです。

　こうして書いてみると中二病な青春劇のように見えるのに、蓋ふたを開けてみると赤色（血）とか肌色とかが目に入る気がするのは何故でしょうか。不思議なものです。

　赤色は自分の好みですけどね。

　さて、改めまして、こうして後書きを書ける立場に初めてなった自分ではありますが、その過程には様々な事がありました。

　二次元を理解していない親から「自分、専門学校でラノベの勉強してくる！」と言ったら白い目で見られたり。作品の構想を手伝ってくれた先生から「もっと萌もえを書こうか」と言われて頭を悩ませたり。しかも半ば自棄になって書いたその部分は一発オーケーが出たり。寧むしろ赤色の部分が消されそうになったり。色々ありました。

　しかし今では、その全てが自分にとっては貴重な経験であり、また、作家を夢見た自分がこうしてその場に立つために必要な事であったと思えます。

　懇切丁寧に対応してくれる担当さんには、迷惑をかけっぱなしでした。自分の作品を美麗なイラストで彩ってくれた一葉いちようモカ先生のイラストに、心底から歓喜しました。その他にも、自分に手を貸してくれた方々は沢山います。

　そんな方々と、そして本作品を手に取って下さった皆さまのおかげで、自分はこれからも頑張っていけると、そう思います。

　最後に、自分と自分の作品に携わってくれた全ての人達に尽きる事無き感謝を。
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